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日本建築協会
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照明デザイナーが語る

「光で生きる建築空間」

日 本 建 築 協 会

。 &

冨 固

F建築デザイナーは、照明を設f紛E 当

者やメーカーに任せきりにするのでは

なく、建築表現として照明デザインを

考えてほしい。光は被写体がないと自

に見えない。また逆に、建築物も光がな

いと生きてこない。それだけに照明デ

サ.イナーは、インテリアやアウテリア

にも精通し、計画開皆から建築デザイ

ナーとの共同作業が必要である。」

今回は照明デザイナーの岡幸男氏をお

招きし、最新作や現在計画中の作品等

のスライドを通して「光て全きる建築

空間」について、また具備力ノウハウな

ど、興味深〈価値あるお話を伺えるも

のと思います。

( 三よ不二夫/ 事業委員・銭高車i I D

日 時 1993年 6月24日同

Ｑ Ｘ ・ ＳＰｾＲＰＺＳＰ

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロン

* 大阪市北区梅田ー 1- 3- 2100

大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 岡 幸 男/ ライズ所長

定 員 30人* 申込多数の場合は始i墓

参 加 賀 会 員 1，500円、一般 2，500円

申 込 ハ ガ キ 、 FAX、電話で、 6 月16

日附 までにお申込みください。

1) 催し名/ 照明デザイナーが

語る ・光で生きる建築空間

2) 氏名、 3) 会員 ・→宣の5 J IJ 、

4湖 務 先 5) 剥曜送付先、

6) 電話番号、をお知らせ願い

ます。

申込先 日本建築協会事業課 干530

大阪市北区梅田卜 1-3-2100

FAX 348- 0634 TEL 348-0633 

* 割 駈 を 6 月17日開に発送

します。

国際花と緑の博覧会・風のモニュメント

皆さんは、部屋の明かりをつける時、

何と表現されるでしょうか? 照明をつ

ける、あか りをつける、スイッチをい

れる、あるいは電気をつける、これら

はいずれも間違った言い方ではないて・

しよう 。 しかし〔灯をともす〕と言わ

れる方は案外少ないと思います。 とも

す、ともしび等の言葉は現在では文学

的な表実見のみになってしまいました。

人聞が電気的に光を操るようになって

からは、照明や照明器具のデザインに

重きを置いて、ともしぴ的な心情を忘

れたかのように見えます。光とは、視

覚的に建築を照らし出すだけでなく、

情緒的、精神的、諦駒に意味をもっ

ものです。

ガス灯が発明され、エジソンが電球を

発明して以来、人工照明は人の生き方

と共に大きな変化を遂げてきました。

自由に操作告1胸できる人工のあかりが

建築にも大きな影響を与えてきたのは

いうまでもありません。建築家やイン

岡 幸 男 ( おかゆきお)

1950年 I 丹生まれ

72 大阪芸術大学卒業

LD-t マギワ 研究所入キ|

86 ライズライテイングデザイン事務所

役立

90 株式会社ライズ設立

主な作品

サンパレス枚方、国際児童文乍館、東洋ホテ

ル、京都イマジアム、 1:;1' ，晶l器1. 滋賀県新制l 口

町保健センタ 一、大阪府立大乍学術交流会

tii. 川湯温泉山水館、大阪府立労働センター

南館、大江ピノレ、ホテルアルパ大阪、| 司際花

t 縁の博覧会・風のそニュメント、弥生文化

博物館、 J R大阪駅中央コンコース校l両|り、

大阪七ンチュリ ー交響衆団オーケストラハ

ウスほか

ライズ/ 大阪市中央区南船場 1- 10- 16

長裾締シティハイツ

T E L .06-266-3773 

テリアデザイナーがいくら繁晴らしい

設計をしても光がなければ視覚を通し

て認識することができないからです。

しかし光を把握することは難しいこと

です。それは被写体に反射して初めて

意識できるのです。

現在の建築は建築のコンセプ卜をもと

にした各専門分野の集積であるといえ

ましょう 。あかりも、最後に建築に組

み込まれる電気設備という概念だけで

なく、壁や天井や空間を構成する要素

を被写体にし、光を操りなからイメー

ジを具現化していかねばなりません。

照明、照明器具のテクノロジ一、また、

ともしぴ的な発想をも感知できる専門

家の想像力が要求されるようになって

きました。

これまでに私が携わった機荷な建築、

あるいは自に触れた建築を通して、照

明デザイナーのおかれている立場、そ

して私と建築とのかかわり方をも含め

て話したいと考えています。

( 岡幸男)

建 g と社会 ・1993.5
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話題建築を聞く第17回

ビ、ック、ステップ

計画・設計者に聞く

いつ頃から、誰が言い出したのだろう

一一一アメリカ村と 。いつ頃から、何でこ

んなバタ臭い庖ばかり集まるようにな

ったのだろう 。何が良くて、人が寄って

来るようになったのだろう 。あなたは、

こんな疑問を抱いたことがありません

か。そのアメリ力村の中心に、心躍る空

間が出現しました。その名もヒ. ツグス

テッフ二コンペ提案から実現まで 5年。

将来を踏まえた、都市と地域への仕掛

とは何か・ - 。

今回は講師として環境開発研究所の計

画 ・諒博三氏をお招きし、全体構想、

からディテールまで、スライドを交え

ながら、その恩lい入れのほどをお聞か

せいただけたらと考えています。 さら

に参加者からの質疑をお受けし諦市を

囲んで自由関達な意見交換の場にした

いと思います。

多数の参加をお待ちしています。

. 建築慨要

所 在 地 大 阪 市中央区西心斎婿1-6- 14

内 容物版、飲食、 ホーノレ、シオ、マ等

生s 築 主 大和銀行

安岡信託銀行

三菱信託銀行

設 計 環 境 開 発 研 究 所

監 理 環 筑開発研究所

赤松- r ，' 野建築設計事務所

施 工 竹中工務底 ・東急、建設J V

敷地而級 4.278.87m' 

生s築I耐tl 3. 335.  35m'  

延床面打'1 28，621. 39m'  

h寄進規模 SRC、RC、B4、7F、Pl

工J t l I 1989
1
1三12月 - 1993年 2 月

日 時 1993年6月28日開)

Ｑ ＸＺＳＰｾＲ Ｑ＠ :00 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

大阪市北区梅田トト3- 2 100

大阪駅前第3ピル21階

講 師 井 口 勝 文/ 計画

上房正行/ 設計

西 村 章/ 設計

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 2，000円、ー椴 3，000円

* 含、開' ヰ、飲物、 i自開' .11.

申 込 6 月18 日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みくださ

L、。

1  ) 催し名( ヒ.ッ ク'ステ ップ・計

画・5宣言暗に聞く)

2) 氏名

3) 会員・一般の別

4)勤務先

5) 税局正送付先

6)電言語号

をお知らせ願 います。

* 参加証を 6 月21 日伺) に発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

FAX 348- 0634 

TEL  348- 0633 

大阪市北区梅田ト| ー3- 2100

〒530 大阪駅前第3 ピJレ21 階

大阪ミナ ミのアメリカ村は近年急J数に

変化しつつあるI似或である。近世以来

の都市の骨格の中に商業集積が進展

し、新空港完成を目前に控えた現在、周

辺地域をまきこんて骨折しい情報文化の

発信地としても注目を集めるようにな

ってきた。

今から 5 年あまり前、このアメリカ村

の中心にあ った南中学校が統合移転し

た跡地の活用について、土土也f言王事業

のコンペが大阪市によ って実施 され

た。私どもの提案は都市と地域の変化

の検相を読解することからはじめられ

た。アメリカ村とその周辺の将来の姿

を予測しつつ、さまさ' まな側面からプ

ログラムが検討されたが、そのプログ

ラムの中に都市と I也域へ貢献するため

の建築的な仕掛けをいかに組み込むか

が最大の課題であった。

実現したプログラム= ヒ'ッ グステップ

に組み込まれたいくつかの仕鍋けにつ

いて具体的にお話しし、建築と都市と

の関わりを考えたいと思います。

( 井口、上原、西村)

井口勝文 ( いの〈ち よし」、み)

1941  福附l県生 まれ

1965  九州大学工学部建築学科卒業

竹中工務応入社

1970 7 イ V ンツェ大学官lej!: ( - 1973) 

1973 環境併l発研究所出向

1988 1"1取締役大阪事務所長( ー 1993)

現在竹中工務応開発計岡本部長

上 原 正 行 ( うえはら まさゆき)

1941 神戸生まれ

1964 神戸大学 E予部品s築' 予科卒業

竹中工務府入社

1988 環境l持l発研究所!l'. 1:'1 ( - 1993) 

専 門 剖ｉｬｾ

ビッグステヅプの設J I をtll 出

現 在 竹 中工務府設計部長

西 村 章 (にしむらあきら)

1954 京都生まれ

1977 京郡大学工宇部組築学科卒業

1979 岡大学院修了

竹中工務r. ! i 入社

1988 環境開発研究所出向 (ー 1993)

ビッグステップの設計ーを担当

現在 竹中工務底設計脅f! 謀長 f¥; l!ll



新梅田シァイ

新構図シティは、 J R大F属 R北西部に位 また敷地の89%を占める外構計画で 日 時 1993年7月19日開

置する42，000m'の聖r! 也lこ、 r人に優しい は、ランドスケープかI 室築を声見草呈する ＱＳ ＺＳＰ ｾＱＶ Ｚ ＳＰ＠

梅田スカイビル

街、大阪の新名所となる、市民に開か という考えにたち、直径70mの円形に 定 員 70人

れた賑やかてち舌気のある街」 を目指し 本物の車乞制本と j柔谷を再現した 「中自 * 会員限定

見学会
て展開してきた、民間では最対見模の 然」や、 3，000坪の原っぱ 「花野」等を * 申i会者多数の場合は抽選

複合都市開発プロジェクトです。中で 創り、自然のダイナミズムを内包した 集 合 新 梅 田 シ テ ィ ・梅田スカイビ

も、世界初の連結超高層 「梅田スカイ 新しい環境を提案しています。 Jレ・タワーイースト( 東棟) 21 

ピル」は、樹監性、安全性、経済性に 今回の視察では、開発経緯と掘対筑要 階プレゼンルーム

優れています。 また、カーテンウォー の説明後、梅田スカイビル内の一般オ 大阪市北区大淀中トト88

ルが空に溶け込み、 2棟の連結部 「空 フィス、エグゼクティブオフィス、フ *J Rf大F踏んより徒歩約10分

中庭園」カ茨空に浮かふ割市をイメー イツ卜ネス施設、貸会議室、多目的ホ 内 容 説 明 + 見 学/ 空中庭園、オフ

ジさせます。用途は、オフィスを中心 ール、機械室、商業施設、空中庭園、 ィス、多目的ホール、商業施

に、フィットネス施設、多目的ホール、 そしてタ怜誇へこ案内致します。 設、外構等

貸会議室、商業施設等、空中庭園は飲 ( 積水ノ、ウス) * ホテルは除く

食施設と展望台で構成されています。 参加費 500円

申 込 7 月 9 日倒 までに、ハガキ、

. 建築概婆

FAX、電話でお申込み下さい。

所在地大阪市北区大淀中 1- 1

事 業 主秘ノドハウス 1) 催し名/ 梅田スカイピル見

東芝
-金F三u2d2hE  

ダイハツディ ーゼノレ

総合企i市1- 監理積水ハウス 2) 氏名

設J I 監理 1m広言1+ アトリエ 7 7 イill 築研
3) 重力務先

究所

木村俊彦構造設JI"I>務所
4) 参加証送付先

竹中仁務 J;t，
5)電話番号

ランドスケープ 門村元日J +環境 ' 1>$J ll 'li l研究所

をお知らせ願います。

施 E  竹Ｂ，工務 ｊ ， ｾｦ Ｎ 大林Ｊｊｬ ・ 瓜ねｾｾ改

ｬ･ ｦ 木島ＱＡＺｾ北共同企業体 * 参加証を 7 月12日[月)に発送

敷地 I同総 41 ，782m'  

します。

延1正副総タワー棟 128，320m'

ガーデン隙 8.130m'  
申込先 (初日本建築協会事業課

地下J占舗 4，570m'  
〒530 大阪市北区梅田1 - 1

.!II. 校 タ ワ ー 棟 地 下2断、地 lニ401lli

大 鵬R前第3ピル21階

ガーデン 棟 地 f'2附、地上6附

(ー剖15 附) FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

構 造 S、RC、SRC

ｴ 止， ＧＺＺｪ ，ＺＭＺ［ｾ 173m 

E  JYI  1990年 6 J 1- 1993
i
j三3 Jl

人間一生活環境系

人間一熱環境系を体系的に把復するた また研究発表も、下記のように募集し 定員 400名

めには医ネ生物学はもとより、空気 ています。 なお、 ＱＲ 月 Ｙ 日 ＱＷＺＳＰｾ 19: 30には懇親

シンポジウム第17回

調和、被服衛生、伝熱工学、罰則 ・制 . シンポジウム 会( 会費8，000円) が開催される。

御工学、建築工学、農学などの広い分 会期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 Ｙ 日 同 ｾ Ｑ 0日制 - 研究発表募集要領

研究発表募集と
野の研究者の有機的な協力が必要とさ 会場大阪ガーデンパレス 発表申込往復ハガキに、連名者を含

12月開催

れます。 大阪市7定川区西宮原 1- 3- 35 む発表者名( ふりがな) 、題目、勤

1977年 8 月の第 l 回会合以来毎年| TEL06- 396- 621 1  J 鴫庁大阪駅 務先連絡先、勝見会参加の有無

回、回を重ねて第 17回の今年度は、人 下車 ・徒歩問分 を記入して申込みのこと。

間一熱環境系から人間一生i舌環境系へ 内容 ( 1胞待誘J 寅 申込締切 1993年 7 月 10日

と、広がりをもたせています。 (2レTネルデイスカ ッシ ョン 英文ま佐官事 1993年 8 月5 日まで

f対E雪性の評価、十元留黙寛の実現のため (3法調汗究論文の発表 原稿提出 1993年 9 月20日( 消印有効)

に「体j昆調節と体液調節の関連に関す 共催 日; 材垂眠環境学会、空気調和 ・ シンポジウム、研究発表ともに問合せ

る皇宮里的機序j f環境が人体におよぽす 衛工学会、日本伝熱学会ほか と申込みは下記まで。

影響に関する生理学的評価j f，十対臨干イ面 協賛 日本建築協会、日本建築学会等 第 17回人間一生活環境系シンポジウム

に関する 1/ 1ゆらぎと脳波解析3去」等の 申込往復ハカ・キに、氏名( ふりがな) 、 実行委員会( 〒 581 大阪府八尾市新家

講演およびパネルディスカッション「世 重 蹄 先 連 絡 先 耕 見 会 朝 日 の 8- 23- 1 近畿大学理工学部建築学科

界の生活環境を観るJ が予定されてい 有無を記入して申込みのこと 。 内 TEL06- 72 卜 2332( 4661) 、FAX06

ます。 会費 12，000円 - 326- 02 14)  

|ギヤフリー・閏講演会

講師アルキテク卜二力( ベルナール ・ リング・スピアー) 会場朝日生命ホール ( 地下鉄・淀屋橋)

フォー卜 ・プレッシャー+ 口一 日時 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 ＱＵ 日 ωＱＸ Ｚ ＳＰｾＲＰＺＳＰ 定員 370名( 当日先着順) 入場無料

3  



会員の受賞

通常総会開催通知

建築工事実務講習会

京都開催
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このたび、下記会員の諸氏は、建設会 毅三等旭日中綬章

における多年の嚇責によって、表彰を 今尾晃氏( 元関西電力副社長)

受けられました。 算書三等旭日中綬章

ここに誌して、その栄誉をお慶び申 大橋冨士夫氏( 元新日本書掛副社長)

し上げます。 勲三等旭日中綬章

記 城阪俊吉氏( 元松下電録産業副社長)

歎二等瑞宝章 罪被三等旭日中綬章

石棺前言夫氏( 元大和ハウス工業会長) 小島浩氏( 元住友金属工業副社長)

勲三等旭日中綬輩

新美雅臣氏( 元日立製作所冨l持土長)

殿三等瑞宝章

j中f言春男氏( 山武ハネウエル会長)

動五等双光: I i e. 日章

谷弘之助氏( 明石土建工業井土長)

鍛七等青色柄葉章

神宮隆司氏

( 関電工営業本部内線設備部主任)

平成 5年度第 1回通常総会を下記のと と き 平 成 5年 6 月23日附 議 題 ( 1)平成 4年度事業報告並びに

おり開催いたしますので、何卒ご出席 午後 Ｕ 時 ＳＰ 介 ｾＶ 時 決算報告承認の件

下さいますようお願い申し上げます。 ところ ヰ封ヨ法人日本建築協会会議室 (2)平成 5 年度事業計画並びに

ヰ五ヨ法人日本建築協会会長 大阪市北区梅田トト3- 2100 収支予算承認の件

佐 野 正 一 大阪駅前第 3 ピル21階

日 時 ( 施工計画)

平成 5年 6 月22 日ω

午前 10時~午後 4 時30分

( 積算・仮設見殺)

平成 5 年 6 月30 日制

高橋憲昭氏

側松 村組 大阪本底

( 積算 ・仮設貝瀬)

橋自福司氏

会 場 京 都 建 設 会 館 ・4 階講堂

鮒竹中工務底大阪本底

蕗井孝曇氏

骨増大林組本庖〒604 京都市中京区

押小路通柳馬場東入

講 師 ( 施 工 計 画 ) 定 員 80名

会 費 18 ，000円( テキス 卜代、消費 開催は、 9/8と9/2 1に開催予定。詳細は

税を含む) 後日会告します。

中 川 徹 氏

清水建設側大阪支庖

(3)その他

※ 施工計画、積算 ・仮設見旗

ともの受講華ヰ。

申込方法紛日本建築協会京都支部

干604 京都市中京区

押小路通柳馬場東入

電話・ 075- 2 1卜2857

主催制日本建築協会京都支部

平成 5年度 ・建築工事実務講習会大阪

Ｗ 月 ｾＸ 月初めの く アーキ 食 ラリー Ｉ . ウオーク ・ラリー 異人館、ポートアイランドピル)

は下記のコースです。 7 月24日出 港と近代建築めぐりーハ . パス ・ラリー

朝日申し込みは、神戸市民生協(〒 650 ーパーラ ン ド~旧居留地コース 7 月27日ω 8 月4 日制 海から見る

神戸市中央区江戸町92 TEL078- 391 (MOZAI 仏 海岸ピルほか) 神戸コースーウォーターフロン卜

- 2372) へ往復ハガキで。 7 月31 日仕) 海上都市フ ァッ シヨ ンタ の建 築 ( 船も利用。神戸港の再開

ウオーク・ラリーは参加費無事+。パス・

ラリーは 3，000円・定員約印名。

ウンめ ぐりーポートアイラ ン ドコ

ース (UCCコーヒ一博物館、みなと

このたび、本会名誉正会員、石倉千満

氏より、こ笥判を頂戴いたしました。

ここに誌 して厚 〈御礼申し上げます。

発、 舞子移情問、 ハーパーランド

ほか)

訂正とお詫び

4<.J; 3 JP;- の必明キ集f私T織 のフち、「メイテ γ ク柿 1 テ

クノ センター」のJi，¥fi; ff!¥c'frt. 名作総悌分) / : 噺戸ulfll

金iol 叫 ん の 糊 知 名 州HJ 追っておりました.

F:1じのとお り訂正の l二 お詫び巾L.I げます.

「メイテ γ ク和初τテクノ センター」

ＨＷη ｌ よ ｾ Ｑ Ｍ 仁 行 文治 ｉ 止 ＵＱ ＱＭ ｕＩ

はり 11比知的主:{' 9l ｾ＠ (，E)l l l tJη 1J1・'，p) }

可動' f . l I H世W; WJ i J (8li (概要欄8行U)

( 訴) センターフォト→ ωー)ssr.，';Ml



〈今月の表 紙 〉 東 出 清 彦

大阪倶楽部の正面には、石

柱 が 4 本、衛兵のように立

っている。設計者、安井武

雄はこの石柱の頂部に怪異

な形相の動物の首をのせた 。

この想像よの動物は斜めか

ら近づいて見よげないと判

別しにくい。 しかも、荷量れ

てみると、この奔放な仮空

性がファサ ード 全体に見事

な緊張感を生みだしている 。

具象でも 抽象でもない唆昧

さが、「気J を発している 。
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GBRCニュース

建築の眼

環 境一 限 り あ る 自 然 と 建 築 と の け わ り

[ 総論] 環; 境に優しい建築材料 ・木俣信行

[ 各論 1 ]  建築廃棄物への取り組み

コンクリ ー卜廃材の再利用 の現状と将来 ・江原恭二

[ 各論 n] 材料改質への取り組み

18  

22 

セメ ントi毘利材 ・若杉三紀夫
4
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0

2

 

2

2

2

3

3

 

断熱材 ・川上博

機能性ガラス ・荒川正夫

塗料と塗材 ・福田俊司

|坊* 材 ・荒木孝

[ 各論 111]  代替材料への取り組み

大| 阪市の代替型枠への取組み ・大阪市都市整備局

セラミック系人造木材による木材代替 ・堀長生

石綿代替の現状 ・松本秀春

[ 各論N] 環境共生材料への取り組み

透水性セラミック舗装材 ・加康彰助

緑化基盤用コンクリ ー ト・柳橋邦生

透水性舗装 ・香川保徳

[ 各論 v ] 環境共生住宅への取り組み

地球に優しい街・住宅づくり ・小椎八重猛

照明デザイナーが語る「光で生きる建築空間 J

話題建築を聞く第 17固「ビッグステッブ' j 計 画 ・設計者に聞く

新格回シティ、格図スカイピル見学会

人間一生活環境系シンポジウム第 17回 ・研究発表募集と 12月開催

ギャラリー ・問誘，寅会

会員の受賞

通常総会開催通知

建築工事実務講習会京都開催

神戸建築探訪一一真夏のラリー

寄付金の受領

大 阪 市 立 中 央 高 等 学 校

ニツセイ 新 大 阪 西ヒ守勺ノルレ ア列イデ、711ク投術研究センけタ一
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印 刷 平 成 5 年 5 月 20 日

発 行 平 成 5 11' 5 月 25 日

発行入 社団法人日本総築協会

発行所社団法人日本長l ! 築協会

大阪市北区梅田トト3-2100

m 06- 348- 0635 

振替口座大阪ト39975

印 刷 所 官 業 印 刷 株 式 会 社

危 06- 351- 5428<<也

サン総合印刷株式会社

'，ti: 06-45' 1-1481<<¥: )  

日 本 電 他 株 式 会 社

o1I 06 - 352 - 7502 

I本体価俗951問・単純共1

定 価 980円 切 開 州 j  

月報

世界をめ十るフロンの動き ・森藤 撃

高性能60キロ鋼を使用したヒツレの構造設計

・ 内 田 直 樹/ 花 島 晃/ 陶 器 浩一

〈京都 ・色彩トーク>2 京都の夜景を考える ・村上幸三郎

アメリ力周遊 12 日間の旅r ヴォーリズとアメリカ建築の伝統」

開発とまちづくり展ー創造博物館

フォーラム「暮らしの色いろいろ」

クリヱーターのための環境思想

人と自然の博物館公開セミナー

建築フォーラム3つの催し

「大都市のメインストリートを考える一大阪 ・御堂筋を中心に」

建築文化週間 ' 93

平成5年3月分

50 

5 3  

54  

56 

5  
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作置彊

E書 風

設 計 監 理 園

大 建 設 計

施 工 ・

松 村 組

大阪市立中央高等学校

木日 十 Ｑ ￯Ｑ ￯ Ｑ は、大阪市治初の ｉ ｬ ｪＮｻιｭ ｉｊ ｾＧＺｪ 等 こ 針変訟ＺＺ￮ＱＺ ｾＮ Ｎ Ｑ ー 同 てあり、 ＱＱＱ 位 ｪｊｬ ｬｊ と

令わせ、 '1::百i!嵯E三学ι科や現符存- 定H寺荊制柿オ骨' 11i和例1戸司町lリl

システムの導人を回椋にJ崎砧げています。 この こ とは、佐官級手作符1] 1に

ある ｻｉｾｉ 性屯枕 ・ さ ￐Ｎ 医学科 体系移行へのさきがけとなる試みて、す 。

ヰ' LJ .主は、 ，'，月齢化作i宇佐イヒの進む初代ヰ|会の今、人々力対l司 人 側 性 ) の

11] 1長在 11 (1'，; としさl討mをとおして (11ト|に快ー迎に学科できる王; 初l づくり

を、この行 ｉ ｬ ､ ￯ 型日等 ｴ 判交 ιｾ 築の設計に ｪ 昆 Ｑｭ しました 。

スペースプランニングーＭｾ如 也 粂件より品 目 滞日立 ・ コンパクトＧドＱＺカマ要

求 さ れ、従 米 の王IZfl町内キャンパス 河 川ではなく、* 凶 56111j ' 削ヒ301η

の ｾ ｉ ｌ ￭ ｔ 刊 を、 地 下 Ｑ Ｑ 肝 ＡｬＡｬｊ Ｍ ＮＸ 1併 ( 9 M) に積み上げた学校ヒツレデ、イン

グの Ｉ Ｑ ヲ態としています。また、教室ゃ ｩｬｬｊ ｨｴＶｩｾ を機能 的 でわかりやすい

配 i丘中将'Jl どとするとともに、ホーノν ・コモンスペース ・テラス ・バ ル

コニ一等ゆとりの空I::J をれソ' ーン毎に設けています。

ファサード市内ー一一単位lli lJ • ｾ ｉ凶 戎或 Ｉ陀 ｅビ こ学 ｽ戸討 ｅ勾 Ｑ科勾システ ｌム、を導入し ｔた ｊ この η ，、芹校

は、 f従込米の，ヴ‘ 1γ;f校 教7育守に比べ、 よりザ，♂‘

ｴ 力が言、 ＱＱＧ Ｑ ・般 的つながりを持ち、イ ｉｾｾｾ 主ある多織な ｩｬｬＺ Ｔｊ そが れ Ｑ ｩｊ に版 ｉ ｊ ｦＮ Ｑ す

る場Ｈ建物Ｉと考えます 。 ｴ 、 ｌ 、かえればｾＪ Ｂ を修得する教室が、生

徒 と の 機lXであり、従来の「立派な校合J ｲｩ￯ｾＡ 統あるたたずま ｌ 、」と

いう姐Ａｾ勿ではなく、生徒にとって「籾しみやすさ ｊ r気経さ J r楽し

き」を感じる外観であり、地域にとっては} 倍以ょやIIIT>l t みに「新[ ( t ' (' に」

淵利 ｼ しイ ｕ ｲ Ｚ Ａ ぷのある雄物カ吋まい、と考え、初 ｖｾ 分 Ｚｾｉ ｊ による 三 ｊ ｉ Ｔ 村 長

成と、グリッド ・幾何脱様によるパターン椛成の二 つ のデザイン手

法 制 IJL、 て い ま す 。 ( 盟予勢 忠/ 大 雄 設計)

3' 皆 平 面 図 1  :8∞ 

所在地一一一一大阪市中央区釣錦町トト5

敷地面積一一一- 2，969 .00m'  

建築面積一一一一一 1，847 .38m'  

延床面積一一一一一 14 ，503 . 12m'

機造規模一一一一 SRC( 一部 S ) 、B IF 、8F

工 期一一一一一平成 2 年 10月~平成 4 年 2 月

最寄駅一一一一地下鉄谷町線天満僑駅

織 影一一一一岩田光弘、伸和実業

④ 

7' 皆 体 育 館

地下 l 階 プ ー ル

7  
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ｦｾ＠ .置
置置 風

設 計 監 理 圃

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 不 動 産 部

設 計 施 工 ・

清 水 建 設 大 阪 支 l吉

二ッセイ新大阪西ビ、ル

アイテ、ツク技術研究センター

新大阪商イJ[i Jの地域は、大小 のオフィスピノレやマンション ・工 場 ・ホ

テノν といった様々な施設が混在する、 f E としての特徴的な顔をもた

ないところである。この地にあって、周辺諸制Eへの: r : u 駄と調和が設

計上の霊安なテー? であった。総合7町村li l肢を採用することによっ

て、スヅキリとした外形と ＲＲ かな外者 ｉｉｾｊ ｉｉｬを石 Ｑ 悩某することができた。

この公Hfj 空地部分に設けた自然と、内部空間の活気がかもし出すハ

ーモニーが近隣環境の活性化に寄与することをねら い、外部空間が

姥物コーナ一部分に配したピロティを通して、吹抜けのロビーへと

つながる、 内外ーイ本となった笠li ¥J をかl出した。 アルミノ司、ノレと非h線

l吸収Jゲラスによって杭j友されたタ除見は、インテリジ、エントヒツレにふ

さわしいハイテックなイメージをもち、 Ｒ つの芽ｾＭ［ｦ［ｪによる詩 可柄 ｬ のと

れたリズムとバランスによって、周辺の ｾ ｪ 鮒はＩＹ｜｜去をひきしめるエ

レメントとなっている。五回主 ｼ 併は Ｒ ブＱＢｾ地のコーナーにコアを配し、

L 型の熱性のオフィス空1111を石倒来している 。 このオフィス空間は最

大 6 テナントに対応できる、分散ノマヅケージによる宅問ブ了王t をもっ

フレキシ 7"ノレな中芯成となっている 。

竣工後、当ヒツレは和泉屯安W転式会主: t の初f百四斤(r r アイデック技術研究

センター」としてスター卜している 。

( 藤 間 正 ・勝 村 尚 之/ fI '; 7J <処設大阪支J;5設計部)

歩道

配 置 ' 11皆平面図 1  :800 

所在地一一一一一大阪市淀川区西宮原 1- 7- 31

敷地面積一一一一一 1，435. 1 m'  

建築面積一一一- 898. 0m'  

延床面積一一一一一 10 ，382 . 6m'

構造規模一一一一 S 、BI F、I I F、PI

工 期一一一一一平成 3 年 2 月~平成 4 年 9 月

最寄駅一一一一地下鉄御堂筋線 ・J R新大阪駅

燭 影一一一一膝義則

④ 

l 階 エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル

9  



まち- 建築- ひと

Cont ext  

中村勇大

取得しうるモチーフを趨尺し、様々な

プログラムの変換によりインプッ卜さ

れた記憶の中で、コンテクストが形成

される。

デジタルに映し出されたシーンのそこ

に作者の姿はなく、断片を集積 しアナ

ロク1ヒされた、ンーンの展開にその所在

をS3める 。

中村勇大

1959 京都府生まれ

1982 近畿大学工学部建築学科卒業

1988 北村1主夫+ ズーム計wl 工房

1990 中村勇大アトリエ設立

1993 京都芸術短期大学専任講師

企画編集 富 田 昌 義 (作品作風小委員会)
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A5半IJ 169頁 5，400円

線機懇機織機織線機線機

J APANESE  

OPE N S PACE  

A S  A N AMENI TY 

日本的広喝のある街ミ問・ミズ・ツチ

加蔵晃重見著

• 
プロセスアーキテクチュア

1993. 1 . 1  引l

A4 W判 160頁 3，800円

機議審議機織畿機綴務機織議議議

ユーザーズガイドシリーズ

セキュリティ・情報機器 習ヂF

竹 中 新 策 著

• 
電 気 書 院

1992. 9. 10刊

A5申IJ 284頁 3，800円

藤機織機懇隊総縁線鶴鱗議議

近代建築物の保存と再生

日本建築学会近畿支部環境保全部会編

• 
都市文化社

1993. 2 . 10刊

A5:f1J  224頁 2，500円

エレメントプ汐ス

建築構法 (8造と円C造)

その尭想の原点から施工まで
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平 成5 年 度 の 事 業 計 画

- 平 成5年 度事 業 計画

平成 5 年度のZJ喋計画は、建築全般にわたる各種制裁の一層の拡

大を図るとともに昨年 4 月に開設した関西国際空港出張所に続き、

平成 Ｕ 年度には「りんくうタウン」内でも ｾｉ 協会を実施する予定です。

また、本所工事用材料試l験室は、他の工事用材料関係試験室と 比

べ狭臨でお客ヰ策にご不便をおかけする 等問題をかかえておりました

が、新建屋を建設し、 Ｊｾｊｩ［ 機器の盤備と合せ試験精度の向上、能率

化 をさらに折民主し、お客様のニーズにお応えします。

そのイ也、自主調査研究及び海外を合む関係機関との技術交流も推

進し、職旦の技手l; t ) Qi 主の向上、研鍍に努めます。

1.調 査 研 究 事 業

当試験所が独自に行う、また、 他機関と共同して行う調査砂防記計

画の主なものは次のとおりです。

(1朕筋コンクリー卜部材のじん性設計法の開発( 継続)

鉄筋コンクリー 卜柱、はり昔Il材のl胡げせん断実験は、鉄筋コンク

リート部材のじん性訟到千去カ宇佐立していないと考えられるので、合

理的で糸統的なじん性設言ー問ミの確立を目 的とする 。

(2)f !i IJ 振( 辺) 梢造物のi両町I，IJ 笹川二関する研究( 継続)

アクティフー11，lj 御の最適化は、理論のみならず制振装置、測定装笹

を合めてト ータノレ的な思考を主要する。参考文献にもとづく最適制御

法を実際の勘Ｎ ，Ｑｩ ｊｲｾ のアクティブ装置を用いて振動台実験により検討

する。

(3) ゆる い砂地盤における i和 、基礎の動的 ・静的支持力に関する 実

験的研究( 鮎紘)

浅 い 釘ｾの動 的 ・ ｪＧ ｦＮ ｍｉＧＭ｝ 支持力に関する実験は、従来密な地盤て、実

施されているが、ゆるい地盤における動圧密工法の締固め変形機構

の解明及び動的支持カと情的 支持力の比較 ・検討を行う。

(4湛本形建物の変動圧力分布に関する研究( 継続)

局音 ｉ ｬｊ Ｎｩｬ ｴｴ 圧が ｪｩｦｲｾｩｬ［ の日Ａ日雄物より大きくなると経験的に予想、される

低層棟のある高j汗辿物で、 設 計風 荷量値を提示する。

(5思f響インテンシティ計illiJ 法の建築音響当則定への実用的適用に関

する研究 Ｈｾｬｴ 私Ｉ

音の方向成分判別手法を実験室巡音ifl l民主における遮音欠損部分の

寄与、残響箱を使用しt.:. 小寸法てゆ音響透過損失簡易iJl lJ定に適用する。

(6腕司暖房システムの詞引li 寸法に|掬する研究 (継続)

府暖房方式として増加しつつある府暖房シス テムについて、シス

テムの放烈! - 1?i"l企、主斗こがり時nl1、 床材の而持品性能等の基礎的な研究

を行い、る刊i l I iフア法を碓立する 。

(7)火害を受 けたコンクリート系構造物の診断手法の提案( 品| 主千充)

火害を受 けたコンクリート系柄造物の被害診断について、コンク

リー卜の受 鮒El 度をよ り正確に千四屋し、コンクリート系構造部材の

再使用、取壊し等の判断の定量的言E附町制復立する。

14 建築と社会 ・1993. 5

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市腹自台5-8- 1

TEL.06-872-0391  FAX.06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15( 土曜休業)

(8}/i 半石半分イ史用 コンク リート の開発研究 ( 他紙)

砕石粉の品質詞咽試験方法、品質基準および砕石才剣史用コンクリ

ー卜の調合設 計 ・施工指針について提案を行う。

2. 審 査 ・ 研 修 等 事 業

本年度もヲ l続き、次の事業を実施します。

(1腿 築主事の諮問に応じて、当所内に常設されている「建築技術

安全審査委員会」に諮 り、高さが45mを超え 60m以下の高層建牧l等

の安全性の縮空

(2決 1110荷や兵庫県が定めた「コンクリ ー卜 工法に関する指導要綱」

に基づ くコンクリ ート 工法研何度

(3)"1: '1材の巡回採取と試験、生コン工場などでの品質管理の監査

(4) JI S表示前二百J工場での公示検査

(5)緊急災害調査活動の連絡調控室

ＨＶＩ Ｑ ｾ 師、行政機関又は建設関連企 業 からの依頼に応じ随時必要な 委

員会を設置する受託調査研究事業

(7'/i初日本建築材判協会 と共催の建料研究会

3 施 設 整 備

新い、 ニー ズに応え、Ｊｾ主精度の向上及び、迅速 化を図 るための施

設経怖を行います。主なものは、次の とおりです。

m沼高層建築物の空力 illl 応 用実験装置

(2)コンクリー卜の炭酸化測定用促進jlj. ¥). 狭装置

(3) コンクリー 卜中鋼材 の腐食状態測定用自動腐食屯流iJll J定装置

(4)土質試験用大型三車IlJ 圧 縮セノレ

(5)自lli1JlIl lj 径pj 符自勺力日カシステム

(6) 全自動コンクリ ー卜 圧縮試験装置

当試験所は、建築に関する公的試験 ・研究機関てす。現在の車E織

は、下回のとおりとなっており、建築に関する試験・調査 ・研究に

ついて各分野カく個別にあるいは相互連繋し総合的にお応えします。



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ー? を選んでm掲載してきた。売価は980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 ( 06- 348一0635) へ。
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昭和51年 建築基礎構

医 療 綿 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

工場建築と 鉄骨構造の 買i 23 回

建築デザイ
ハ ー ド と

た 建 築 の

(57Jl! )  
ン の 動 向

迭の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイント
ソ フ ト

対断熱材料と 青年技術者

問 題 点

ー- 兵ｊｩｬｉ ｙｾＭ そ - 日本建築協会 コンクリー
司陣 .与

ー-

tるE構立地造問に題おけ
日 本 住 宅

.  建築におけ .  
昭和52年 デザインの

の風土と述

印周年記章号 トの品質管
日影規制と

身隊者施設 j照明 設 備 公 団 と

ミニ乱開発

る省エネ/ レ

第 24 回

(58集)

動向一部体分 - ニュータ 理と行政指
法

大阪市港と戸 から計関画的
でT年技術者

と 全
築 ・建築界 ウンの管理 導 の 方 向

屋浜を例として 建 築 作 品

ミ ニ 発 へ

ギ ー 化

デ ザ イ ン

‘  
医療施設ー

調. .  
組合方式に CAD ー

*  

司院

昭和53年
の 動 向

水

病 院 建 築
外 壁 也被障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピノレ環境

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 背年技術者

ントラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ンピュータ

.  .民
ホテル建築

*  

司院 .  .  4院

‘  

昭和54年 転 換 期 の 大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と tl/ 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

(60集) 再 開 発 ートタウン のひびわれ 変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 背年技術者 労 務 事 情

シ ス テ ム

80勾三イtP344TF15  

.  
ー- ー- ー-

ー邑 寧

"  
調. 当院 羽俳

昭和55年

-・今ル建桂ギ築ーの省の金趨エ物勢ネ -・事安最井近所建内豊築作行設品蓮計華集事

住 宅 の 建築行政と 設 近 の 都市長観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 - 割目自青年技術者

設計新計の耐ため

(61集)

司王と主且費量 . " 唖にたつマン

の設 震法

まちてプ〈ワグ〉 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施設の設備 まちづくり 吹イ寸仕上材
Y ヨ J 畢告住宅

且蓋史と I.JH 世

.  事
.  

台所まわ り事
“  

安災を全め害と法 *  

ー- ー-
司与 司与

.  
障害者の本

昭和56年

職 能 論

中国の論文 ポートピア シーリング 都市住宅
-瞳聾物と鳳ーデザ

住主冊市聾蝿企 !Hl仕切壁の 第 28 回

北 京計 の の 昔設|  函
な環境 住 ま い 手

団一関西に) ; ける らしやすい

(62集) '81  材 の 知 識

イナーのために
置市畳慣を中心と 性 能 評 価 でf年技術者

都 市 画 と 備 ざして からの発想 - 日瞳量針作品聾
した賢岳聞の世割 環境と設備

*  

属候 .  
ー-

ー陣 ーー
咽民

‘・
司除

- 位本にみるすま

ー陣 • 
昭和57年 新たな商業 省エネルギ 医 療 地 設 近 織 の

都市景な観みー
大阪市庁舎 TT とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 Ｎ ｭＲＹｉｬｬｨｾ＠ J!I!.土 ・空気

一 地域医療
観まち 美

いとま らづ( ' )
勾三技;符i -Y.'

(63集) 空間の展開 ーと関口部 地盤と 地 質 ( 第一期) 建 築 機 造 作 品 集

- ォーエムーホテ
. J也) j グ) Ir と 人 間

と設備計画 への誘い ル日航ピル
合 組 築

関 西 の 7 イコンの

多様化する-

計画における 大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス ・ プレストレス
.民

昭和58年

建築文化を 建 築 へ の

建 築 と
コミュニケー

ターミナル

維持管理と

と 文 化 を ト( 鉄筋) コン

- 部却圃青年世術t .
集 合 住 宅

(64集) 運 動 施 設 品 質 管 理
ションとプレゼ

設 備 更 新

インテリア

- 大臣機園摩文化

と 生 活 苦

考 え る 利 用
ン7 ーション ピ J レ 考 え る の 変 革 クリート繕造

スポーツホール

21世紀への ピlレのリ 7 レ 建設産業と
‘  

みどりとそ - 第31回r.r年

昭和59年
関西ー魅力

関 西 の 超
ッシュ 内外

住 環 境 と - まらの括性化 消防設備の 高齢化社会
技 術 者

光応用シス

あるまちづ 装補修技術展の

ロ ポ ッ ト と商怠空間 れをとりま 床の椛工法

- ディテール

(65集) 高 層 ビ J レ 法 制 度 - 京開駅市口 ポ イ ン ト と生活空間 テムと建築

くりを 問 う 現状と発ー 開 発 ( ア" ンティ) 〈 人 々
的 思 想

唱民 - 自由陣式への11- 情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 - 建築と水町 - 接 合 - 村野藤吾

昭和60年

大阪湾物語

東海の現在 撞聾軍音井武瞳

めぐる建築 れが生み出 ↑古ー最近の

大阪国際見;
演出

都市と健康

- 日建設計 のー断章

m 32 回

(66集) と 近 未 来
- 担華街の基後

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ fi 年 技 術 者

を考えゐ Ｍ者 ｗｦｬ￭ ｬ ｾｴｩ 古 す 文 化 ー 外 壁 材 料
回都市 作 品 - 東海特集

ζ れからの住空 屋 根 そ の - 現 f t f ザイン インテリジ - 建築防災 C A D ー オ フ ィ ス インテリア ・イ7

昭和61年
ポスト

ェントビ l レ
自治体営繕 21世紀の住 . " 日 発

第 33 回

IIn 都市型集合 デザインと モダニズム 10年

の建築計 ・設

と法 その応用と 空 n:j の ステンションと

(67柴) - これからの と公共建築 居 と 設 備 - ツイン 21 D 年技術者

住宅にみる
素 材 防 水 工 法 備 画 - 大阪市庁舎 展 開 構 成 1) ニュー 71レ

昭和62年 創立70周年 躍 動 す る

. )狩IB儀血 ・保

室 内 の 行政建築家 シティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

第 34 固

入 浴 物 語 百草 食

省 設

駅

みの接古

(67集) 記 念 号 東 海 へ - 体大育阪会府館立 仕 上 床 の 可 能 性 ノレの設備 街 づ く り
- 昭和設計

'¥'l ' 年技術者

作 品 集

- 軟弱地盤と . l ! l t備におけ .  
中園地方の

司陣 事

|昭和63年
基 喧E るL C Cと 建物の外装

展 望 と
21世紀への 超高層住宅

- 大集合阪府住宅営繕

- 節 35回:;';-

ホテノレ物語 - 文化と伝統 リフレ γ シュ 者s 心 居 住

ひろしまの

制l 振
- の

年技術者 i員資テレビ

(69Jl! )  一束梅から - 東畑建築事 リフレッシュ ! 照 明 を 考 え る
リ7 レツンユ

• 8  0  0 号

の 報 告 務所作品集 ま ち な み
記 念

昭和64年 - 竹 中 工 輔 自
‘ '  

省 力 化 の - 摘遣の官hf じ - 都市環境倒遺
最 近 の

l l ! ' をのせる
制 立 90周年 - 色町慣摘 まちづくり 博覧会とま 都市環境創 建 築 と

- 鹿島建設k 阪 と設備 11
第 36 回

平成元年 書己 念 - 車 樽 町 ための材料
博 覧 会

輸 送 設 備 - リゾート 軒組揮と と 法 ち づ く り 造と設備 I ア ー ト

査結u第設計 - ユーザー参加

青年技術者

(70集) '1< t宵
伝 統 技 術 工 法

部作品聾 のハウジング
ノマピリオン

ー‘
プ レ ハ プ

建築家のため 唱陣

やわ管ザら理ーかな

- 都市のナイ
司院

感性の時代

平成 2年 商業化住宅 ニュータウン 東 海 の 国際 ｾｅ と緑 の股備担" 量 jt'li 強 IJr 化
住宅 ・ ス・プレイス

- 郁 37 回

(71集)

スケーノレｾ 住宅技術の 一中規模オフィス - 設計的多

ユー の - 兵雌県'g' 縛

青年怯靴右 を迎えての

のデザイン ルネサンス 者11 市 景 観 の 博 覧 会 ピJレによるウ」ス 織化をめざ - 和 歌 山 県 内

現在と未来 スタディー
してー 役 割 の 歩 み I提唱と最岨 外 装 材

新しい都市 - オ7 <ス プ 東海支部復 - 今 、 京 都 - 揖聾と土，j :
. tt 揮をめぐる - 空間的アイデ - 自治体住宅政 - 処築と土木 - スリムて・タフ

平成 3年 レジャー
大阪東京海上 - 挫町揖股軍畑司知ため酷

- 毎日誼過本社ピル

トラプル
ンアイ 7 イ 置へ町提冒 ー鴎遭技術の世界一 なコンクリート

空間づく り - 訴しい国市空 活 30 周 年 一 般 号

とその解決

(72集) 情づ刊一11-
ビルデイング

ー裡告商量ピルに必
- 近他地} i U邑局

- 瞳曲且崎町イ .  ｾんでん写真集 - 大林組創業 - 第 38 回 . 21世紀の住まいを

- 1- - 撞聾向凪景 記 念 けるケーススタディー

ノージア γ プ

- 大I IR計40周年 100年記念 青年技術者
考える y ンオ.，ウム

官健郎 作 帽

平成 4年
夢 物 " 昔

- こだわりの 建築家のため 世7 倒' ) . 木綿造を使っ 接着ー詮築
中岡地万円街 - 桜台ー阻段町

いま建築教育 京のかたち

インテリア 建築とデサ可ン の設備知厳 地球環境時代 住まい削' )

てみません方、
並みと越築家

魅力に乍ょー
と色一京都

一人がかわる、 一住宅岡市盟 分野への限 . ' 、ヴジング町 に何が期待さ

(73柴)
まちがかわるー

- 近瞳の郵政建築
一東海支部ー

l主骨高層住宅内
の 建 築 畑公団関西支 一J I ! 成材によ

の ｲｾ ｴｩＭＧＩ . 夢、
ノインスト '1

支持11創設45

15 年内 !v h
E 描システムー

社10周年一 るt骨造 ー りなき可能性 作品J ームを探る
れているのか

周年J 己念ー

建築と社会 ・1993.5 15  
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木

浦

迂 ｾｎ＠

ヒ ト の 活 性 化 1  

パノレセロナからブスクエッ卜教授( 建築家) を招いて二つの国際

会識に参加してもらった。堺市てやは「巨大古墳とまちづくり」と題

して歴史的文イlタオを活性化する方法を、 K D Dホーノレでは、「都市デザ、

インの未来」と題して骨格的な都市空間デザ、インの目標を、それぞ

れ報告していただL、た。二つのシンポジ、ュワムのタイトノレこそ違う

が、アーバンデザインからの都市開発11攻略という点では共通してい

た。熱っぽL、議論や言語の異なる錯綜 したコミュニケーション状況

のなかで、奇妙にも、人の活性化が同じように浮力、びあがっていた。

生き生きとした都市アクティピティがあって、まちづくりや都市開

発の議論カ宅見実味を待びる時代ゆえであろう。仁徳陵を中心とする

百舌烏古墳群の文代調光施設化が提案され、世界レベノレの名所づく

りに夢がふくらんだ。 宮内庁戸府管の場所であるため地域から積極的

にもの申すことがむづかしいことは理解できるが、だからといって

放置するにはあまりにももったいなし、。いや、生き生きとした都市

アクティピティカ咲月待できそうにない、 というわけだ。道路や公医|

や生J封包設の誘致で都市が生き返る時代ではない。それだけに歴史

を発掘し、それを演出することで人を活性化し、これを通してまち

の活性化を期待する開発戦略は新鮮に聞こえたのである。

加藤晃規 大阪大学工学部環境工学科助教綬

「磯野家の謎」がベストセラーを続けている 。

昭 和21年から 49年まで新聞に連載されたサザ

エさんの漫画から、例えば「磯野家の生活水準

はどのぐらいだろうか? J のような謎に挑んで

いる。住まいに関するところを、みてみると、昭

和 24年に福岡から東京に引越し世田谷に住む。

最初は借家であったがそのうち持家となり、サ

ザエさん夫婦もす寸に磯野家に同居する こと

になる。福岡では、立派な門や、石灯龍や大き

な松の木のある庭から、かなりの家に住んで、い

たようだが、東京へ引越したとたんに借家住ま

いとなり、波平カ湾主業に失敗したためと想像力

型かに推測している。しかし、借家い、えども

4 L DKの広さがあり、 しかもす? に持家にな

る。今ならさしつ' め福岡で、庭のある戸建住宅が

東京では 2 L DKのマンションがせいぜいで、、

l時でも東京と福岡の地域差があっ たと考える

のは現実的すぎるのかも知れなし、。

磯野家の間取りは、太田博太郎著「日本の住

宅」にある住宅営団規絡平面の大家族用のもの

と同じであり、庶民住宅としてはーづ般的なもの

であったのであろう。インテリアも昭和46年 万

博の頃から、茶の聞がタ1 ニングキ ッチンに、

客間も座敷から応接セットのある洋聞になり、

どんどん洋風化され、戦後四半世紀の住まい方

の移り変わりカf 読みとれる。終わりに「磯野家

にはトイレカ丸、くつある Tごろうか ?J

隅谷康彦 大建設計取絡役大阪事務所所長

( 財) 建築コスト管理システム研究所が設立

され、昨年11月から桝ち的に動き出した。社 会

経済環境の変化、新しい建築技術や工法の進

歩、匡|際化への対応等を展望して公共工事のコ

スト管理の在り方、積算体系などを根元から検

討していこうというものである。宵と民の専門

家、発注者と受注者が同じテ ー ブルで調査、研

究をすることになる 。 それぞ、れの出身母イ本に拘

らず、公正な税算についてオープンな場での議

論に期待したい。相"'!Jf- は設言十と生産現場を工事

費という数字で橋渡しする重要な業務であり、

その11任 に 比 ペ 評 価 がf底力、ったのではないだ

ろうか。条件明示、数立公| 刻、刊行物単側等 尖

勢価格の採用、週休二日制 ・建設現場の安全対

策 ・環境亦I策等の各種政策への対応、これらは

すでに建設省が実施してきた内容である。業界

との態談会でも「積算」の話題が主要なものと

して絶えず取り上げられている。 ところで我が

スタッフを見渡せば、少人数ながら課内の設計チ

ームを厳しく指導し、請負業者とは時には7幻十

変更で粘阿部、交渉を行う 。泣く子も黙る会計

検 査 で は一歩も識らず正々堂々と議論を尽く

す。i減に頼もしい集団である。好むと !Hまぎる

とに関わらず脚光を浴び、大きな転樹切に直而

し、責任と苦労は増える 一方であるが、頑張っ

て十分な評価とその地位向上を勝ち取って 欲

しい。公共挫築に携わる積算技術者諸君/ 。

玉井飽男 建役省近畿地方建設局営結部建築謀長

J mγ ぃ

今年も希望に胸を JI膨らませた新入社員を受け入れる季節にな っ

た。パフツレが政大に膨らんt..:11郁朗には、建築の技術系の学往の多 く

は我々ゼオ、コンの現場よりも、不動産会社や銀行の開発事業部等 ど

ちらかと 言 うと企画や開発にその手腕を発揮できる部署にその出

合いを求めた。 それから 3 年余り、今年は現場て、i干して造る点びぞ

得る昔 ｉｉｉ ｊｬｾにも出合いを求める 学生 が増えたと ｉ ｬｦｊ < 。経済情勢がその

最大の理由であろうが、我々建設業に携わる者逮の訴えの努 ) J も

功を奏 したのであろうか?

縁あって、我々建設業との出合いを求めた諸君へ一言。 ，':1:'，令いは

一生 の ＱＱｾ に何度もある 。一生 付き合うに値する親友との出令い、千

年も万年も共に白髪の生える迄と生涯の伴侶となるべき人との出

合い、勿論一 生を託すに値する会社との出合い等々数多くあるが、

全ての出合いはめくやり合わせと言おうか、偶然と言おうかその大半

は思いがけない出合いであると思う 。 ( 赤い糸て布j i : ! ! : ヵ、ら繋がれて

いたと 言 う人もいるが)71; 日頃から求める心、疑問を抱〈心がなく

ては、近寄ってくる l品合いのチャンスを自ら遠ざけることとなる 。

初心を忘れることなく求める心を持続することによ って、 12かな多

くの「出合し、」が実現し、身近かな人間関係、の中に自分の生涯の仰

とも手11 <ψ ほどの人物にも出合えるのではないだろうか。今後の数多

くの良き出合いを初白: して。

得田芳宏 松村組取締役大阪本庖建築部長





総論

環境にやさしし、建築材料

口

木俣信行

私たちの主たる活動の場である建設活動は、人類の諸々の活動の

rl'でも最も古くからあり、また作TI l寺の11寺代にも営々ととぎれる こ と

無くあ，I(_ ｾ、ている活初日であることは、ここで改めて 言 う必要もないで

しょう 。 世界各地で見られる様々な追跡は、過去の人々の生活を表

すと同H寺にかつての建F針舌動の実態を示すものですし、今日我々が

居住している都市も、そう した先人の活動の賜物であります。

このように、建設活動は基本的 には様々な菩和ぞ人類にもたらし

てきたわけではありますが、見方を変えるならば人類の発生と文明

の発迷までの短期間に、地球が40数億年かけて育んで、きた地溺t環 境

を、大きく変化させる役割を果たして来たとも 言 えます。19IJ えば、

かつて22かな紘を蓄えていたレバノンは、その総力主主I ! 材として高品

質なレバノンスギてあったが故に、自国内でのm費のみならず周辺

諸国からも国土もろとも狙われ、今や禿山がのこるのみとなったと

言 われます。 また近年我が国ては、都市への人 nの流入を受け入れ

るために、都市は止めどもなくスプローノレし周辺の自然を消滅させ

てきていると 言 うように、人類の自然部抗への影響力の行使の足跡

は、枚挙に111妥がありません。

今 n、あらかたの人々に認識されてきた地球 環 境問題は、建築カ言

及ぼして米た故郷町 Ｑ が極めて大きｾ， 1 : 考えられることから、これま

で、の建設i青虫) J を抜本的に見直すチャンスと考えられます。とりわけ、

建築材料については、近代以降は鉄とコンクリー卜が基礎素材とし

て不動の位置を占めており、その地主間約Eとの関連が問われている

だけに、この機会にこれからの建築と材料について再考する こ とは、

意義のある事と 言 えましょう 。

図。 炭素材出量に係わる実態 ;;24L問題専門委員三
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建築の消費している資源

我が国の建設分野て取り扱われている資源の立についてはいくつ

かの試算がありますが、( 宇単柱築業協会の手μ 童の委員会で'198巨Fの産

拠車関表等を基に推定したのが表 。です。この値についてはあくま

でも械々な統言'1イ直からの推定であり、実際に取り扱った立を直接集

表。 建築における主な資源消費量推定値

1992.05 BCS 

地球環境問題専門委員会

産業連関表に基づ〈

運建活築用動物・維にの持伴利管い用理・

主要な関連資源消費量

建築物に係わる

全資源消費貴

( 圏内の中の比) 消費される資源量

砂利・石材 (千l on) (24)  220，000 38，000 

セメント (千l on) (34) 26，000 7，600 

ガラス (千l on) (13) 850 190 

陶磁器 (千lon) (29) 16，000 1，800  

木材 (千lon) (62) 22，000  1，500 

紙製品 (千l on) (  3) 680 82 

鉄 (千l on) (1 1)  12，000 1，600  

銅 (千l on) (16) 150 53 

アルミニウム (千lon) (26) 390 78 

その他の金属 (千lon) (  9) 120 31 

繊維製品 ( Mm' )  (  1) 110 56 

塗料 (千lon) (27)  640 150 

合成樹脂 (千lon) (13)  1，300 370  

1992，03 BCS 
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青! ーしたものではないので、有効桁数は 1 桁と考えて項きたいのです。

それはそれとして、この表から、建設では非常に多くの砂利石材を

取り扱っている こ と、これと比べれば桁が迷いますが、セメントの

辺も相当に多いこと 、金属の 't
'
では鉄が圧倒的に多いこと、石油化

学製品等は意外に少ないことなどが分かります。煎じ詰めれば、建

設分野で、の資源の取り扱いは、土を動かし鉄筋コンクリート造ある

いは木造の建造物を建てるための所副Jであると 言 うことになりまし

ょうヵ、。

一 方、我が回全体での資源の収支については、政官庁カ苦言問; [ して

おりますが、これによると建設分野の資源消費註が、他の産業分野

を圧倒していること、また、かなりの誌が菩秘にまわる一方で、リ

サイクノレ量は全体の僅ヵ、に 8%を超える程度に止まっているとの こ

とです。 しかし建築も、 リサイクノレがまだ緒についたとは言 えない

段階と 言 えましょう。

建築が係わる環境負荷

それではこの様な建築分野での活動がどの様初制獄境の負荷に

なるかについて、前述の産業連|刻表を基にして才知寸した主な結果は

図0 - - - 0 の通りです。 ここでの数字も、基本的には 198間 二の もの

で、有予ヴポ子数は 1桁と兄て下さい。

ここ で重要なのは、建築分野での炭素やアロンの;放出註が、地球

全体の 1 - 1. 2 %あると L、うこと、建築を生み出す段階での炭素放山

量の倍 ι んヒが 、建 築の迩営 ・利 月 Ｓ 段附からのものであること、ｾ設

段階での炭素放出は、 セメン 卜と 鉄が主役となっていることです。

図 @ 熱帯雨林材消費量に係わる実態( 林野庁データ) ;;ZJL問題専門委員三
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この内容をもう少し*III
かく凡たのが表 @です。 この表からは、主量

的には鉄鋼やセメ ン 卜とオーダー的に同水準であるオ寸4からの炭素

放出立がー桁以上少なし、のが目立ちます。

なお、コンクリ ート 型枠への利川立が多〈、 N G O等から IHH山見さ

れていた葬!y常ー雨オ材4 については、オ寸寸使用量の十分のー を内めて L

、

ることが分かります。

また、フロンは図 @から、主I ! 設段階と運用 ・利用段附からの放出

立がほぼ同程度であること、吏にそのいずれも l凌冷房に|刻速したも

のてある こ と等が分かりました。

ところで表 @は、建築学会の地球蹴ぽ持別研究所重1 J の '1'で示され

た、建築から見た地虫隠CJ :J:
Jl 問題の分類営基に、建築尚武部材との関

連を見たものです。 この表からも、建築につ いては、 主 に温暖化問

題に長タ欝しあるいは影響を受けるものが多いことが知れます。 表の

ような関連ぞ論理としては理解，'l.'，来ても、温暖化やオソ

e

ンホーノレ問

題 を 除 く し そ の 他 の問組については現実にどの平盟主の|英.J :iill '1企が有

るのかを定量的に把握山長!とないでいるのが実態です。 しかし、その

封祭事の大きさや、関連の柿逃が分からないからと 言っ て、放置して

おいて良いかと 言 うと、それはまた|問題がありそうです。例えば、

野生生物種の減少I i fH組は挫築とは直接の関係、がないと考えられなく

もありませんが、今 日の先進国の都市生活者が快適性や衛生性を求

める余り、徹底的に人 ，-，的な気候を造り上げた結巣、人々の生活圏

から次第に生物学的な多様性が失われて来ていることは、誰しも認

めるところでありまし ょう。こ れが来たしてどのようなn日組を人間

にもたらすかは今のところあまり明確ではありませんが、近頃世間

表 @ 建設段階の材料別温暖化寄与

1992.05 BCS  

地E事環頃問題専門委員会

評価項目 炭素放出量 構成比
寄与度( %)

主要放出源 (万 トン/ 年) ( %)  
我が国 世 界

砂利、石材類 6  
。|

0. 02 0 .001 

セメント 770 11 2. 8 
。目

13

ガ「ラス 25 0. 4 0. 09 
。目

004

木材 20 0. 3 0. 07 0. 003 

鉄 鋼 1，200 17 4. 3 0. 15 

アルミ ニウ ム 16 0.2  0. 06 0. 003 

合成樹脂 32 0. 5 0. 11 0. 005 

合 計 2，200 31 8  0. 4 
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を騒がせている院内感染は、ある意味では、人間の抵抗力の低下の

一つの現れなのかも知れません。

またゴミの問題も、建設廃棄物は他を圧して多いのですが、地球

環境との関連からこの問題を掘り下げる作業は、始まったばかりと

言 えましょう。

そうしたことも含めて、現状では建築と地明窃日境問題カ llj 守定の分

野に限定されているかの様に思われでも、今後ともその他の分野に

ついても注 ＱＲ コ楽〈観察，ｾ続けることが大切です。

建築と地球環境の問題点

このように力回程22境と建築については、研究が始まったばカ 3 りな

ので、何が大きな問題であるかについてもはっきりしたことを言え

ないのが毛応伏ですが、敢えて今日の段階でサ旨摘するならば、やはり

温暖化問題とオソマンホーノレ問題への寄与ー度の大きさでしょう。

建築の何がこうした結果に繋がっているかをここで若干考察して

みます。 表 。は臥冴えの 4 カ固と我が国の建設実態を基準化してみた

ものです。住宅ではA / B の数字が、臥沫の 1 - 2 台に比べて倍以

上になっています。この値は、 10凶上帯の中で何世帯カ主新しく家を建

てるか と言うデータになりますが、逆数をとると、何年毎に家

を建てるか、と言う数字でもあり、厳密に言えば遠いますが、住宅

の耐用年数の傾向を示しているとも言えます。

また非住宅の欄には F / E の欄に国民一人当たり新築する非住宅

系の床面積が、 G / E の欄に産業用の新築床面積が示されています。

これらの数字も住宅と同じ様に、臥沫に比べて、かなり我が国の数

表@ 建 築要 繁 と地球環 境問題

建築を櫛成する タト 屋 外 窓

躯体

内

主要な要素

開
地球環境

構

問題升野
構 4艮 壁 口 造 装

地球温暖化
。。。。

ヒートアイフンド現象
。。。。

成層圏オゾン層破壊
。

資源廃棄物増大
。。。。。

有害廃棄物拡散

広域大気汚染

酸 性 雨

海洋汚染
。

砂漠化進行

森林減少
。 。。

野生生物穫減少
。 。。
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字が大きいことが分かります。これらの数字からは、我が固では建

築の耐周年数がかなり短いのではないかという こ とが伺われます。

現実に、住宅地の売買には建物は殆ど許イ而きれないばかりか、かえ

って無い方が売りやすいとはよく聞く話です。ヒツレも事情は似たり

ょっ fよりてやしょう。

このような、建築物が消費財の様に考えられ扱われている こ とは、

酌伏のそれとはかなり違うように見えます。数百年前の建築物が、

十分に使用に耐えているヨ ー ロッパの建築は、データが無いのでは

っきりは言えませんが、地溺迂設境負荷も我が国のそれよりも随分少

ないと想像されます。 表 @は、建築業協会で試算した建築物の;構造

の平霊堂頁と耐周年数の遠いによる年聞の炭素放出量が示されています

が、 fあた値と最小値の差は住宅で 2 倍強、事務所で 3 倍弱になるこ

とがそれを裏付けております。

他方、都市造りを見ても、我が国は回や畑が次々と市街地化 し、

都市のスフ。ロ ーノレが無計画に進んで‘ いるのに対し、市街地での住宅

は概ね集合住宅を中心とし、市千部也の拡大も計画的に進められてし、

るヨ ー ロッパの諸国とでは、環境の非樹寺 ・育成への考え方の違いを

痛感させられます。

地球環境への姿勢は、文化の成熟のバロメーターと 言 われますが、

はしなくてもこれらのデータは、建築の分野でも我が国の考え方の

問題点、を露呈 させていると 言 えないでしょうか。

環境にやさしい建築とは

近代化を一筋に追い掛けて来た明治以降の我が国の都市 ・建築造

表。 国軍IJ の建設の特徴比較

評価項目 住宅建設傾向

A  
c  i  C/ A 

建

B ・1:A/ B  

( 設

( 世 x 集: x  

千戸一 百帯数 100 千2j 100

国名

芝 数

ei :(%-) 
戸) 。宅:・( %)  

イキ' リス 227 16. 5 :  1.4 47. 6 :  21 

フランス H 270 15 .8:  1.7 89. 1 :  33 

旧西ドイツ 394 22. 2:  1.8 183 :  46 

アメリカ 1650 63. 4 :  2. 6 592 :  36 

日本" 1367131 .2 :  4. 4 1  207 :  25 

E議o霊:  O/ A 

E  . 5  

盲人
m'  

: /  万

戸

口̂

55. 4 

35. 9 :  91 61. 0 

222 :  134 242 

107 :  78 121 
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非住宅建設傾向

F  

G・: i G/E

主5~4Z非住賓 門n主r  

宣SEiE : /  : /  

; 人 : 人

27. 9:  0. 50 14. 4 :  0.26 

28.  .': 0. 47 18. .': 0.30 

123 :  0. 51 97.  1  :  0. 40 

84 .3 :  O.  70 54. 2:0. 45  



りは、鉄とコンクリー卜で都市を埋め尽くす膝史でもありました。

これは「火事と喧嘩は江戸の華」と言われた火災に脆弱な都市の脱

却には大いに役立ったのでありますが、材料の転換だけでは、今日

の地球環境問題との両立は不可能と見られます。

今後、地溺明境も含めた「環境にやさしい」建築を目指すには、

これまでの建築の在り方を再考する必要がありそうです。

材料や耐用言十画については既に触れましたので、ここでは都市と

自然の遠いを比べてみましょう。 表 @は地表と建築物の表面( 外皮)

とを、各種の許佃項目で比ぺたものです。定量的な評価が無いので、

これだけでは何 t も言い様が無いと 言えばその通りですが、東京者11

の良薬試馬主場の研究結果からは、真夏 ｴｬￎｾ ｲＨｴ ｴＮＺ 日の杉飴也と Ｑ ， ＵＰＰ ｴｔ｜守ｾ Ｎ支

の小規棋な刻tオ吋木の中の日中 5 時間の平均知昆の差は、 14 .4度に登

ることが報告されています。これは、刻同寸木の葉による太陽エえ、ノレ

ギーの般収、木陰による太陽光の遮蔽、土からの蒸発による潜執の

H及I1又などカ苛頁かっていると考えられますが、このような S データか

らも都市のヒートアイランド現象、ひいては都市で. のエオ、ノレギー消

波水準の上昇に樹也がいかに長縛しているかカ苛酷卒されます。

匂誌境にやさしい建築」がどのようなものであるかについては、

今私共に検討をする必要があるでしょうが、 Lμ ニ述べてきたような

観点から、取り敢えず次の様に言えないでしょうか。

a  資源消費量の極少化: 耐用年数延長、構成材リサイクノレ促進

b  j:ill 網開への長簿の少ない資源、材料の活用: 石、オ噂

c  ち誕の地球環境への影響を極少化: 表面緑化、蒸発散副制呆

d  運用11寺の地対頃境への話網l を極少化: 省エネ、省資源、節水

表 @ 僧造別単位床面積当たり年間炭素放出量

評価項目 通常の耐用年数の場合

建 築 用 途 情 造 種 別 新築時 更新時 計

アパート 鉄筋コンクリー卜 2.1 0. 9 3. 0 

アパート 鉄筋鉄骨コンクリート 2. 2 0. 6 2.8  

住宅 木 造 1.6 0. 3 1.9  

事務所 鉄筋コンクリート 2. 4 1.8 4.2  

事務所 鉄筋鉄骨コンクリート 3. 0 1.8 4. 8 

事務所 鉄 骨 造 2. 8 0. 7 3. 5 

事務所 木 造 1.3 0.2  1.5 
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2倍の耐周年数の場合

新築時 更新時 計

1.2 1. 0 2 目 2

0.7  0. 7 1.4  

1. 1  1.4  2. 9 

1.3 1.0  2. 3 

e  建築の廃棄時の負荷の極小化: II サイクノレ促進

環境にやさしい建築材料

この様に建築にと って環境にやさし い建築材料の採用は必要不可

欠となりますが、今後そのような材料に要求される機能性能は、次

のJ隊なものではないでしょうか。

a  耐久性: 建築物の耐用を十分上回る耐久力

b  リサイクノレ性: 他あるいは同一用途への再利用の可能性

エコサイクノレ形成の可能性、分解の容易き

c  炭素放出量抑制力: キイキ斗廃棄あるいは製造の炭素放出量

d  炭素固定力: 材料の利用期間中の大気中炭酸方、スのl吸収力

e  アロン放出抑制力. 材料の製造段階でのフロン放出低減

f  蒸発散性 : 表面からの水の蒸指l主続的能力

g  生命育成力: 材料の表面、内部での生命の非筒寺、育成力

h  雰! ぽ荒制街]'1全 : 材料を貫通する葬I l i mの制御力

光制御性: 材料を貫通する光の盆の制御力

通気制御性: 材料を通過する空気流の制御力

k  通水制御性・材料を通過する水分子の制御力

l  分解性: 自己分解性

このような機能性能は、使われる場所、目的によ って異なります

が、今後こうした方向て、材料が| 羽発されてゆくと、建築が「環境に

やさしし、」状態の実現も早まるものと期待されます。

{ きまた のｾゆき Ｏ Ｈ初雄築業協会地球環続問題専門委ＮｩＮｬＮ会委ＮｩＮｬＮ長Ｉ

表@ 自然地表面と建築外皮面の特性

表面 表面

評価項目 日射 温度

受熱量 変 化

自然 砂 漠 大 大

草 原 大 中

雑 木 林 中

森 林

人 工 金属屋根 大 大

舗装面 大 大

レンガ外壁 大 大

コンフリート外壁 大 大

茅葺き屋根 大 大

保温力 透水位

大

大 大

大 大

大 大

中

犬 中

1993.04 BCS 

地球環境問題専門委員会

蒸 発 生命

保水性

散 性 維持カ

大

中 大 中

大 大 大

大 大 大

無 無

中 中 中
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各論 rl 建設廃棄物への取り組み

コンクリート廃材の再利用の現状と将来

口

江原恭二

はじめに

建設廃棄物の発生立は、 85年 度 : 約 5700万トンから 90年 度 : 約

7600万トンと増加してし、る。一方、廃棄物の処分場が限界に近づ

き、新たな処分場の新設は環境保諮問題との摩擦を生じている。そ

の結果、廃棄物の発生量の抑制と減量化が強〈望まれてし、る。また

地球におりる資源は有限で、、資源採取が環境破壊に及ぶことが懸念

され、資源の有効活用が重要な課題となっている 。

このような背景の下、平成 3 年 10月 町再生資源の利用の促進に関

する法律』 が施行され、建設業においても、建設行為に伴い発生す

る廃葉物 (副産物と呼ぶ) の再利用が進められている 。

コンクリート廃材ω発生状況

建設副産物の発生状況は、 図 @に示すように年間7，590万トン発生

しており、その内約3 3 %にあたる 2 ，540万トンのコンクリート廃材が

発生している。

コンクリ ー ト廃材の発生元は、 図 @に示すように、全体の約3 5 %

は土木工事より、約6 5 %は建築工事より発生している。建築工事の

内、 8 0 %は解体工事に伴うもので、発生量全体の約5 4 %を占めてい

る。また、地域別の発生量を図 @に示す。発生量は関東、中部、近

畿の大都市圏を中心 としたもので全体の約6 5 %を占めている 。 今

後、都市の再開発、あるいは老朽建物の建て替え工事が増加するこ

とを想定すると、発生量は一層増加するものと考えられる 。

図。 建設廃棄物の種類別排出量 2)

廃 木 材

建設汚泥

1440万トン

( 19. 0%)  

750万トン

( 9. 8%)  

アスフアルト、コンクリート

1760万ト ン(23.2%)

図 @ コンクリート廃材の発生元 1)

戸 33. 7%一一一- 6 6 .3 %一一一「

土木工事 建築工事

コンタリート塊

2540万トン

( 33. 5%)  

戸五訂7 解体工事

し新築工事

| 総発生量

2544万トン

20 40 60 80 100 

発生量の内訳( % )
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コンクリー卜廃材の再利用の状況

コンクリ ー ト廃材の再利用の状況をみると、全国平均で約4 8 %が

再生矛IJ 用され、残りの5 2 %が処分されている。地域別に再利用の状

況をみると、発生量の多い、関東、中部、近書出也区では5 0 %を越え

る再利用率であるが、北海道、西日本地区で、は再利用率が低い。

コンクリー卜廃材の再利用形態の内訳を、 表 。に示す。 これによ

れば、制服押されるケースは稀で、中間処理場て手性砕石 ・再 生

砂状に加工され( 因。参照)、 図 @に示すように、建築工事および道

路工事て再三利用されている。

また、旧東京都庁舎解体工事では、嘉文1也内にコンクリ ー 卜破市辛プ

ラン トを設置し、コンクリ ー ト廃材の処理を行い、仮前革路や路量産

材料として手押聞を行ったことカ常良告され叫、解体・処理について新

しい取り組みも行われている 。

コンクリー卜用骨材としての再利用に関する研究

コンクリ ー 卜廃材をコンクリート用骨材( 再生骨材) として再利

用するための研究は、昭和49年より着手され、各方面で研究が進ん

でいる 。 その内、建築謝易会の研究、建設省総合技術開発フs ロジ‘エ

クトでの研努部亮要を紹介する。

@ 建 築 業 協 会 に お け る 研 究5)

昭 和49年、建築業協会内において 『建制E葉物処理再生委員会』

が設置され、再生骨材の製造方法、再生骨材の性質および再生コン

表。建設副産物の再利用状況 1)

再利用状況( 万トン) A白6 .  
計

有償売却 直 4妾 中間処理後 (万トン)

アスフアルト境 31. 9(  1. 8)  99. 5(  5. 7)  753 .3( 42. 9)  884. 7( 50 .4) 

コンクリート塊 24. 1 (  0. 9)  48 .5(  1. 9)  1150 .6( 45. 2)  1223.  2  ( 48.  1) 

建 設 汚 泥 12 .0(  0. 8)  68 .4(  4. 5)  36. 4(  2. 5)  113. 2(  7. 9)  

木 〈 ず 9. 7(  1. 3)  15 .3(  2. 0)  210. 0 ( 28. 0)  235. 1 ( 31. 3)  

金 属 く ず 30. 2( 46. 3)  1. 9(  2. 9)  19. 2 ( 29. 4)  51. 2 (78 .5) 

廃プラスチッタ 2. 3(  3 .5) 0. 1 (  0 .2) 2. 4(  3. 7)  

車氏 〈 ず 0. 6(  2 .8)  0. 3(  1. 4)  2. 7( 12. 6)  3. 6(  16.  7) 

混 合 廃 棄 物 21. 1 ( 12 .2) 1. 7(  0. 2)  108. 8( 11.5) 131 . 6(  13 .  9) 

.g. 言十 131. 8(  1.7) 232. 1 (  3 . 1) 2280. 9 ( 30 .  1)  2644. 9 ( 34. 8)  

表@再生コンクリートの種類・圧縮強度の最大値・用途5)

コンク 骨材の組合せ 圧縮強度の最大値kgf /α Tf

リート 主 な 用 途

の種類 粗骨材 細骨材 設計基準強度 調合強度

I 種 再生川 普通 180 300('1 低層建物、低層集合住宅、 P

建住宅、平屋倉庫など

[]種 再生川 普通と再 150 270('1 ブロック造の基礎 ・がりょう、

生の混合 軽微な構造物、機械台など

m穫 再生川 再生 120 240ロ} 木造住宅基礎、門、塀、簡易

な機械台など

( 1 ) 普通骨材を混合したものを含む

(2) 単位七メント量が過度に大き〈ならない範闘でスランプを小さ〈するこ t によりこの他者大き〈す

るこ t ができる



クリ ート に関する研究 が 3 年間実施された。その結果、 『再生コンク

リートの使用基準( 案) ・同解説4 が成果 として提案された。

本使用基準( 案) では、 表 @に示すように再生コンクリートを 3 種

類に定義し、設計基準強度の上限値、用途を制限してい る。

@ 建設省総合技術開発プロジェクト 同

建設省は昭和56年度から昭和60年度にかけて r建設事業への廃棄

t断 IJ用技術の開発J ( 建設省総合技術開発プロジ、エクト) を実施し

た。本プロジェクトでは、コンクリート廃材、廃オ寸オ、その他の各

種建設廃葉物、および石炭灰、 ニ ッケノレスラグ、下水汚泥等の産業

廃棄物について、その建築物への再利用技術に関する研究が行われ

た。 コンクリ ート 廃材の再利用につ いては、 各種再利用労法の検討

が行われ、その内、 コンクリ ート 用骨材としての再利用について、

以下に示す使用基準( 案) が提案された。

r再生粗骨材の品質基準( 案) ・同解説」

『再倒且骨材を用いる コンクリ ー卜 の使用基準( 案) ・解 説』

r空洞 コンクリ ートブロ ック用再生骨材の品質基準( 案) ・同解説J

これらの基準( 案) では、コンクリートの品質を確保するために、再

生骨材を普通骨材に混合して使用する方法を示 している 。

@ 建設省総合技術開発プロジェクト 7)

また、平成 4 年度より 5 年間の予定で、 『建設副産物抑制・再 生利

用技術の開発』が開始され、その関連研究として再生骨材・再生コ

ンクリ ー卜 の利用の開発研究が若手された。

本 プロジ、エクトでは、 コンクリ ート 廃材を高度処理し、再生骨材

図 @ コンクリート廃材の発生量・再利用率 。

の品質向上の他、副産物の発生抑制、 再 生利用のための基準イヒ、 再

生利用促進方策などにつ いて研究カ言行われる予定である。

むすび

今後、建物の建て替え、都市の再開発が増加することを考慮する

し こ の 問 題 は一層重要性を増す。 また、資源の有限性・環境問題

を考慮すると、再利用 ・再生利用可能な資源は極力有効利用する事

が必要である 。 これを達成するためには、再利用 ・再 生利 用 労法 の

研究の他、これらの材料が社会的に受け入れられるような環境の整

備、更には建物の在り方、設計方法、施工方法、維持管理労法など、

建設行為全般につ いて再手l聞 を軸に再検討する事が必要で‘ ある。

( えはら きょうじ / 清水建設側技術研究所)
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図。 コンクリート再生砕石製造フローの例 J )

コンクリート廃材の発生量(万 '， )
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各論H・材料改質への取り組み

セメント混和材

口

若杉三紀夫

はじめに

セメント混和材は、その外相や性状から粉末、繊維および高分子

ラテックスの 3程ま頁に大別される 。

潜在 Ｗｾ 性を有す高炉スラグ微粉末やポゾラン活性を有すフライ

アッシュ、シリカフュー ムなどはft表的なセメントコンクリー 卜用

の粉末混和材である 。 また、アワインや生石灰を主成分とする膨張

材も粉末i昆和材に分類される 。

剣敢闘主、方、ラス結紙佐、炭素絡 ｾｴ ほどの脱毛断オ Ｊ ［ Ｑ は木来セメントコ

ンクリー卜の補強材であり、 i昆手1] 材ではないが、プレミックス法で

コンクリートに混入する短瀦級住などは、あたかもコンクリー卜材料ー

の一部として取り扱われるので¥語義Iニセメント混和材に分知され

る。

高分子ラテックスは、そのほとんどが乳化重合によって製造され

ることからエマルジョンと呼ばれたり、あるいはコロイド学的上位

概念によってポリマーディスパージョンとも呼ばれ、セメントペー

ス卜およびモルタルに混和してイ却有される 。

粉末材料

高炉スラグ微粉末フライアッシュおよびシリカフュー ムの化学

成分を 表。 に、走査型または透過型［Ｚｾ子顕微鏡を 写真ＰＭＭＭ写真｀ に

示す。

高炉スラグ彼t粉末をセメン トコンクリートに混和することによっ

て、* . f 1 J 熱による泡度上昇を抑制したり、アルカリ骨材反応を抑制

したり、あるし、はJ澗変塩ゃi毎水に対する化学抵抗:1生を向上させるこ

とができる 。 その効果は、高炉スラグ微粉末の粉末度、塩基度、カ。

ラス化率 などの品質とセメントに対する笹換率によって異なる 。高

炉スラグ微粉末の粉末度は 275Ocm'/ g ι U二』こ規定されており、 一般に

3. 400- 4. 50C蜘，/ g程度である 。また、セメン卜に対する置換率は通

常 30- 70%である 。

近年、木州四国連絡橋明石大橋などの建設では、既存の中周期同

ノレトランドセメントやマスコンクリート用混合セメン卜よりもさら

に水和熱の低いセメントが要求され、従来よりも粉末度の大きい

( - 650Ocm' / g程度) 高炉スラク1放粉末を多量混合 ( - 85%) した 2

成分系の低熱セメン卜やさらにフライアッシュを混合した 3成 分 系

の低熱セメントが開発され、 一部施工に共されつつある 1)

フライアッシュは代表的なポ〆ラン物質であり、半立形カ羽対犬のた

めボーノレベ、アリング効果を有し、セメン トコンクリートの単位水量

を低減することができ 、* 和熱による温度上昇の抑制、長期強度の

増進、水密性および化学抵抗性の向上などを図ることがで》る 。

シリカフュームの平均粒径はセメント粒子のそれより 2 桁小さし、

o  . l ，um程度のはほ球形に近い粒子で、セメントコンクリ ー 卜中の間

隙部を高密度充填するマイクロフィラー効果とポゾランi舌性の相乗

効果によって水密性が改善され、高強度カ守得られる 。

膨張材には、アワイン ( 3 Ca O・3 A l
2
0

3
・CaSO. ) を主成分と

するものと生石灰 ( CaO) を主成分とするものがあり、アワインは

水利反応によってエ トリンガイ卜を金三成し約 3 倍に、生石灰は消化l

灰を生成して約 2 借にf特n膨張する 。膨張材の程瀕や添加量以外に

温度も膨張量に影響する 。

膨張材はセメントコンクリー卜の乾燥収縮の補償以外に、ヒュー

ム管、矢板、ボックスカノレバー卜などのケミカノレプレストレスコン

クリー卜やグラウト材、コンクリート舗装などにも利用される 。

繊維材料

針散銭維、ガラス繊維、炭素細説' ; 1 主、アラミド紺訴: f . E 及びポリエチレン

紺維のーづ般的性質を 表｀ 叫こ示す 。 繊 ａ 断 ｉｆｪｾ 員セメントコンクリー 卜 の

品質はマトリックスの椛成、繊維の材質および使用法などに影響さ

れる 。動推補強セメントコンクリー卜の特長として、引張強度 が

きく、ひび割れが生じにくいこと、ひび割れが生じても高い耐荷力

を示し、靭性( タフえ、ス) が大きし、ことが挙げられる 。

針破断I佳は短溺b t ; 佳および述付議比維として現淀最もよく仮調1されてい

る繊維の一つである 。短説此維は長さ 20- 60mmのものが 卜ンえ、ノレ等の

表。 普通ボルトランドセメント、高炉スラグ粉末、フライアッシュおよひ'シリカフユームの化学成分

化 学 成 分 ( % )

種 類

5; 0， AI ，O， CaO Mg O FeO 

普通セメンド 22 5. 1 64 1. 7 

高炉スラグ粉末2 ＳＲｾＳ Ｔ＠ ＱＳｾＱＵ＠ ＴＱｾＴＴ＠ ＶｾＹ＠ Ｐ Ｎ ＳｾＰＮＶ＠

フライアッシュ 3 ＵＲｾＶ Ｑ＠ ＲＴｾＲＸ＠ ＲｾＹ＠

シリカフューム4 ＹＰｾＹＶ＠ ＰＮＲｾＰＮＸ＠ ＰＮＱｾＰＮＵ＠ Ｐ Ｎ ＵｾＱ Ｎ Ｕ＠

1) 昭 和 60 年度セメント協会調査資料

2) 昭 和 62 年度鉄鋪スラグ協会調査資料

3) 長灘、大賀、 嶋田、矢島、各種フライア ッシユの品質とコン? リー卜の流動性、

セメント・コンクリート Nn472、P. 14、1986

4)P.C.Ai tci n、"' Condensed Silica f ume. 、Universi ty 01 Sherbrooke、Canada、1983
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写真。
10μ 剛 写真@

」竺ご 写真@

0.2μ 同

高炉スラグ粉末の走査型電子顕微鏡写真 フライアッシュの走査型電子顕微鏡写真 シリカフュームの透過型電子顕微鏡写真

(50，000倍)
( 1，000倍) (2，000倍)

構造用コンクリートに芹 ｊｾ 、られ、連続繊維は鋼製の金繰 ＱＪ のものが

フエロセメン トとして薄暗反( シエノレ) 構造に利用され、小型船や家

屋の屋根などの構造材料として用いられている。

カ、、ラス繊維のセメントコンクリートへの適用 ( GR C) は1970年 代

の耐アルカリカ、ラス舗法i主の開発によって芳樹d的に進歩した。通常の

E ヵーラス結¥i . .i: 住で、はセメント水平日物の高アノレカリ' 性によって匁訊月間て、

劣イヒしてしまうため、ほとんどf実用きれなカ、った。

近年、わが国ではG R Cの耐久性をさらに向上させるために、アワ

インやポソヲン物質を利用した低アルカリ性の特殊セメントが開発

されている。また倣3沫f伏tで

維の耐久性を 2さF らに向上させようとする試みもある 3九弘 GR Cαlはまわが国

てで‘ は構造用材料としてよりもカ一テンワオ一ノルレなどの外醤材や内装

材に多〈用いられている。

炭素繊: 創立 1970年代から研究カ苦行われ、 1980年代には謝件造物に

適用されている。炭素樹創立キ材斗費が高いという欠点があるが、鋼

級紙併 ｊ ゲラス繊維に比べて耐久性に優れるとし、う利点もある。炭ｾ

組話: 佐の利用に聞してはわが国が最も進んでおり、短該蹴佳としてカー

テンウオーノレや奇争電気防止床材などに伝t mされている。

合成結t維のrt lて‘ は、ポリエチ ν ン勘維やポリプロピレン結!bt:御幸よ

く使用されているが、アラミド結紙佐ぞ除〈、これらの合成繊維はし、

ずれもヤング率がセメントコンクリ ー トに比べて小さく、引張強度

の増大効果は期待できない。

高分子ラテックス

工業用; f r6ト子ラテックスの中でセメント i財官用に使用されるもの

はアクリル系( 非反応型) 隊酸ピニノレ系および合成S B系の 3寝間関て、

ある。

混入された高分子ラテックスは、 写 真 。に示すようにセメン トペ

ーストおよび. モルタノレ中に分散して、 セメントの水和反応と並行し

てポリマー フィノレムを形成し、最終的には写 真 @に示すようにセメ

ン ト水平日物相と橋かり構造をなすポリマ ー フィルム相が相互に絡み

表 @ 補 強 繊 維 の 一 般 的 性質

令って、comat r i xキ13" を形成する九

高分子ラテックスの混入によって、セメントペース 卜およびそノレ

タルの作業性、傍若強度、E l i l げおよびヲ |張強度、凍結融解抵抗性、

防水性、 i出孟性、炭酸J ゲス透過阻止性、而畑睦性および耐摩特性、

耐 楽z思性( 而情刻宝、而す油性を含む) などが改善される。 その改善効

果は高分子ラテックスの種類や添加立によって奨なる。

前途した 3穏期の中ては、アクリノレ系は作業性の改普効果にやや

劣る点、酢酸ピニノレ系は防水性と炭酸pゲス透過阻止性の改善効果に

劣る点、合成S B系は而判長性にやや劣る点カ苛封筒される。

ポリマーセメントモルタルは、主に断面修働材やライニング材と

してコンクリ ート 構造物の補修に月 ｪ ｾ 、られている。ポリマー セ メン

卜ぺーストは、鉄筋防錆剤や、 f ぷ庄では超t樹立子セメントと組合わ

せて、ひびわれ ・ うき注入材として利用されている。また、 ｾｬ 世性型

の高分子ラテックスとの組合わせによって伸び率10 0 %以上の柔軟性

を有すポリマ ーセメン トモルタノレも B日発され、 アルカ リ'f'l' 材即J C: 、抑

制用のライニングキオとしてイ吏用されているヘ

( わかずき みきお/ 大阪セメ ン ト(附研究開発本部中央研究所 主任研究以)

[ 参 考文献]

1) 坂本、 il; 沢、近日1 ・m粉末度スラグのコンクリートへの利 JTI の現状と l展虫、コ

ン クリート工学、 Vol . 29、No. 4 、P P. 20- 24、1991

2) 角 閃 、 絞 弁 : 補 強 餓 維 の 開 発 の 現 状、 コ ン ク リ ー 卜 工 学、V ol. 29、No. l l 、

p. 48、 1991

3) Bi j en，] .: Impr ov ed qual i t y G R C  by  pol ymer  modi f i cat i on， Pr oceedi ng 8  th 

Bi enni al  Congr ess  of  t he G R C A， Maast r i cht ， PP.  95- 106 

4) 室 J t 、森野. 高分子ラテックス、 P . 162、新町分子文郎、 1988

5) 出-I-t : コンクリートコことよ、 V ol. 26、No. 3 、p. 87、 1988 

6) 阿 部 、 若 杉 、 問 中 、 神 本 表 面 補 修 に よ る ア ル カ リ ・シリカ反応の抑制労J 来に

| 則する研究、コンクロート工学年次論文報告集、 V ol. 14、 N，d 、 1992

写真。

グ セ メ ン ト 和

号ｾｾ ポリマーラテ y クス粒子

O  

性 質 鍋繊維

力. フス繊維 炭 素 繊 維 アラミド ポリエチレン

Ｐ ｾｾ ント粒子
特殊な処理をしたポリマーラテッフス粒子の走査型電子顕微鏡写真( 10，000倍)

E ガラス 耐71レ力リ 汎用ヒ.ツチ系 HT型PAN系 繊 維 織 維

単撞量直! l ( pm) Ｒ Ｐ ＰｾＶ ∞＠ ＵｾＲＰ＠ ＵｾＲＰ＠ ＷｾＲＰ＠ ＷｾＸ＠ 12  ＸＰＰｾ＠ 1  000 
写 真 @

物 密 度 ( g/ an') 7. 8 2. 6 2. 7 Ｑ ＮＵｾＱ Ｎ Ｘ＠ ＱＮ Ｗ ｾＱ Ｎ Ｘ＠ 1. 45 0 .97  

理 ＴＰＰｾ＠ ＵＰＰｾ＠ ＳＵＰＰｾ＠
的 引張強度 (MPa) 3500 2500 2750 200  

性

2000  1200 4500  

質 引亜弾性事(GPa) 200  73 70  ＵＰｾＱ Ｐ Ｐ＠ ＲＳ Ｐ ｾＲ Ｔ Ｐ＠ 131 25 

{ 申度( %) 4. 8 ＲｾＳ＠ ＲｾＲ Ｎ Ｕ＠ Ｑ Ｎ Ｔ ｾＱ Ｎ Ｕ＠ 2 .3  4  

耐

塩 酸 ×  X  。 。 ×  。

薬
本量化ナトリウム 。 ム 。 。 。 。 。

ロロロ

海 水 ×  t 込 。 。 。 。

性

ベンゼン 。 。 。 。 。 。

。 ・非常に優れている、 0 : 比較的良好、 L>: やや不良、 x 不良
ポリマーフィルム相とセメント水和物相のCo- mat nx相(5，000倍)

25  



各論 II ・材料改質への取り組み

断熱材( 型枠兼用断熱材)

!  特殊面材

際 綴 繍 硬 貨 ウ レ タ ー

!  アルミ箔入り特殊面材

はじめに

建築物を断熱するには、 q涜面結露を防止する ②省エえ、ノレギー

③ 居 住性の向上をはかる理由があり、いろいろな工法により、断熱

材を施工して来た。

鉄筋コンクリ ート 造建築の断熱工事には、 ーづ般に、打込み工法、

貼付け工 法、I次付け工法、充てん工法がある 。

アキレスカタンダは、打込み工法として開発した、型枠兼用断書評』材

であり、従来の断製財には無い優れた特長を持っている 。

つまり、打込み工法に必要な型枠用合板( コンパ討を会〈使用

しない材料及び工 法 であり、コンクリー卜打込み後は、型枠を撤去

することなく、断熱下地材として使用て3 、作業の効率イじ 工 程 短

縮、残材処理費の低j成等カT計れる画期的な型枠兼用断熱材である。

本稿では、アキレスカタダンに関する概要について、簡単に記す。

アキレス力タダンの種類

現在、アキレスカタダンは、使用される部位、用途により、①壁、

梁、柱用カタダン、②スラブ用カタダン、③テV キカタダン、任潜ー

葬J判明カタダンが開発、上市されてし、る。

さらに i汚水対策カタダン、ベニヤ入りカ タタ苧ン等が開発されつつあ

る。

。 壁、梁、柱用カタダン

7よ;;1';1カ苛i鹿賀ウレタ ンフォ ー ムて、、、両面に防混材を含む特殊面材を

使用したサイドイ ツチノ叶、ノレて、あり、 図 @に示 す構成である 。

また、標準品は 、厚さ Ｒ Ｐ 、 ＲＵ 、 ＳＰｭｭ 、幅 ＹＰＰ 、 ＱＲＰＰｭｭ 、 長ｾ Ｍｉ初て Ｕ ， ＰＰＰ

mmがある 。

@  スラブ用カタダン

図。 に示す ごとく、 壁、梁、主白河カタダンと同じ構成であるが、

面材の一方ヵ=特殊防湿材である 。

図。 各種カタダンの構造

壁、梁、柱周 カ タ ダ ン
デッキカタダン

オフ
、

/

オ

ク

オ

a'
・

4

F

4

牟

l

面

ヴ

面

殊

質

殊

特

硬

特

スラブ用カタダン

l  特殊面材

際滋渓祭器 硬 質 ウ レ タ ー

l  特殊防湿材

蓄熱槽用カタダン

26 

口

川上博

また、標準品は、厚さ 25、30mm、幅900、1200mm、長さ嗣て5，OOOmm

がある 。

@  テ' ッキカタダン

図。 に示すごとく、壁、梁、柱用カタダンと同じ構成であるが、

商材の一 方がデッキプレートである 。

また、標準品は、厚さ ＳＳ 、 ＳＸ 、 ＴＳ 、 ＴＸｭｭ 、幅 ＹＱＰｭｭ 、長ｾ最大 Ｖ ， ＰＰＰ

mmで‘ ある。

。 蓄熱槽用カタダン

図 @に示すごとく、壁、染、柱用カタダンと同じ構成であるが、面

材の一方が、アノレミ? 省、 |出毘材を含む特殊商材である。

また、標準品は、 ｪ ♀ ｾ 30mm、 幅900mm、長さ最大5，OOOmmて、ある 。

アキレス力タダンの特長

@ 割 付 け か ら 加 工 、 搬 入 ま て'の一貫システム

A巨体図面より、割付け図面を作成し、割付け図面のチェ ック を行

い割付け図に番号 を記入する。筈IJ 付け図面に基き、製造、加工ぞ行

ない、割f寸け図面の番号と連動した番号をアキレスカタダンに記入

し、指定日に納入する 。

@ 工 期 の 短 縮

従来の打込み工 法に比ぺ大巾な工期の短縮カT計れ ると同時にコス

トイ邸威力 守計れる。施工商柏は、部位により異なるカ ｴｾｴｦ のみでは約 ＳＰ

m'/人 ・日が可能で、ある。 ( 表。)

@ 軽量で取扱いが容易

従来の型枠用合板に比べ、約1/5の重量( 約1 . 6kg/ m') で、作業効

率が大幅に向上する。

l隔1.2 m、長さ 4. 0m程度のアキレスカタダンでも、一人で建て込

むことが出来る 。

。 残 材 が 大 幅 に 減 少

割付け図面に基づき、加工ずみのアキレスカタダンが、現場に納

テ・ツキプレート (0.35mmt)

表。 コスト比較表

材 事ヰ 在来工法 ( %) 力? ダン工法 ( %)

型 枠 パネル 18 
。

パイ プ セ パレーター 4  6  

雑 金 物 10  4  

組 立 手 間 40 38 

解 体 手 間 12 5  

運 損 症 費 4  2  

断 熱 材⑦ 25 12  
。

カタダン⑦ 20
。
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入されるので、伐材処理が大幅に ｩｾ たかできる。

アキレスカタダンは、基本 Ｈｉｾ Ｉ に呪場加工は無く、 ｾｉ 場で残材はでな

し、。

@ 型 枠 材 と し て 必 要 な 強 度

アキレスカタタ守ンは、 f必米の凶「斜州と災なり、型キ1p材として必要

な強度、問Ir性がある。

従来にないt ' . 汐i ! l < 而材と硬質ウレタンフォームのサンドイツチ梢itt に

より、強度の向」こをはかる引ができる。

@ 長尺、広幅加工ができ、断熱欠損が減少

長さ 5 ，0 0 0 mm、幅9 0 0、 1 ，2 0 0 mmの力IU こがで、きる、従って、 i l ! 也部

が減少し、断熱欠損カヲ減少で、きる。

さらに、アキレスカタダンは、 V カット加工等により、 日地を無く

すことができる。

@ 仕 上 げ が 自 由

アキレスカタダンは、 GL J 二法、 )J/ ii J*-i 工法、プラスタ ー塗り工法等

のイ七上げが rHLl に選択できる。

@ 断 熱 性 能 に 優 れ る

アキレスカタダンは、 j写み 2 0 mm、2 5 mm、3 0 mmがあり、新省エオ、ノレ

ギ一法に基づく断鍔嘩準を先取りした断熱材である 。

アキレス力タダンの性能

アキレスカタダンは、優れた断勲性能到来持しつつ、型枠川令板

に比べ約 1/ 5の重立て、型枠川合中反に匹敵する強度を保持している。

(表8 )

また通常、コンクリ ート 型枠材は、 1庖工時の|降雨や、コンクリート

打設11寺のノドにより濡れる 。 このため、アキレスカタダンは、 iおれた

状況下て、も、型枠材としての強度を充分にC対寺している。さらにコ

ンクリート、モルタル、 GLボンド等との桜者j J も優・れ、型枠解イ41: 11寺

の品l同 等は全くな L、。

表@ アキレスカタダン20mm品の性能
写真。 施工例

項目( 単位) 物性 備 考

重量 ( k9/ m') 1.6  

熱伝導率 ( kca! /mh"C )  0. 018 J I SA- 951 4準拠

曲げ強度 ( k9/cm') |∞以上 J I SA- 1414準拠

透湿抵抗 ( m' hmmHg/ g) 600以上 J I SZ - 0208準拠

吸水量 ( g/ IOO師) 2. 0以下 J I SA- 9514準拠

コンクリートとの ( k9/
C耐)

接 着 力

1. 5以上 アキレス法

G Lボンドとの ( k9/ cm')

接 着 力

1. 5以上 アキレス: 圭

アキレスカタダンとフ口ン問題

硬質ウレタンフォームは、 CFC- 11 ( フロンー11) 守主発泡剤に使

川して来たが、、モントリオーノレ議定子: j f にて 1 9 9 5年末までに全席す

ることになった。

この|問題は、 1 9 7 4年にカルフオノレニア大学のローランド教筏らがC F C

カ守スが、声、出1! 塗|から h父1M!を| に達し、太陽からの紫外線によって C F C

が分解され、塩業約束山 し、これが、オソ" yWi を似威し、平T i ' 子な紫

外線が地表に迷する ＧＱｾ になり、人の備手長を阻害すると発表し、その

後、 1 9 7 7年に同述環境柏市I ( U N E P ) がフロン111胞 の 検 討 に 入 札

1 9 8 7年に「オソ' y }r1 を破壊する物質に関するモントリオーノレ議定"l !=J

が採択され、その後の改定で、 1 9 9 5年末までに、 C F Cを全廃するこ

とになった。

アキレスカタタ守ンは、 jili Ｇ ， ｾ ｩ ｾ［ の石史 Ｑ ＱＺウレタンフォームより ｃｆｃ の イ史 ｔｉｊ

註が少なく、またイげキフロン ( HCFC) への切符えも可能です。 fえ

ってフ ロン問題への対応は、十分はかれるものである。

アキレスカタダンと環境問題

世界的な環境問題や資源のイ ＱｾＱｊ 利用の為、廃棄物の再ヰー ＱＱｭ が、積

極的に進められつつある 。

硬質ウレタンフォームも、①マテリアノレリサイクノレ、②ケミカノレリ

サイクノレ、③エオ、ノレギーリサイクノレ、④生分角平等の検討が行なわ

れ、一部実TH化されている 。

アキレスカタダンは、ｾ場で伐材が山ないこと、又、型枠川令板Ｈコ

ンパオ、) の使用量を ]'IIJ 減 11' ，米ること 等、 地球にやさしい商品である。

( かわかみ ひろし アキレス( 仰滋nウレタン p v ; 断熱技術品以)

写 真 @ 施工例
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各論 II ・材料改質への取り組み

機能性ガラス

口

荒川正夫

はじめに

我々人聞は常に生活の快適化を追い求めており、住環境の向上、

健康の保持、オフィスなどの機能向上などにより、エオ、ノレギーの消

費は増加してきている 。 このことはエえ、ノレギー源て、あるイじ石燃吋斗の

消費にカ 3 かわる環境問題、すなわち、排出される炭酸方、スによる環

境汚染や地球温暖化現象を助長する原因とな っている。

環境保護い、うキ見点からガラスぞ見ると、エオ、ノレギーの消費削減

や住環境の充実に貢献で、きるカ。ラスの開発が湖待されてし、る 。すな

わち、太陽光の利用や制御、断書評Y性能の向上、建物のメンテナンス

の削i成 OA機 器等 の誤動作を防止できる機能を持ったカ、、ラスであ

る。今回はこれらの機能性カヲスの概要ぞ簡単に述べてみたし、。

太陽光の利用とガラス

。 調 光 ガ ラ ス

調光カ、ラスは室内を快適な日月るさにコントローノレした L 、とし、う要

望に沿ったものであり、 表 @に示すものがある 。 このカ。ラスは透過

率制御性を持った特徴のあるがヲスて¥有用度は高いものがある 。

建築用として実用化されているものには液晶ガラスがある 。透過率

の変化は 7 0 - 8 0 %であり調整の範聞は狭いが視野市IJ 御が可能であ

る。 フォトクロミックカヲスは眼鏡用レンスーとしては広〈普及して

いるが、その他の用途てρ は例が少なくまた応答速度も十分でない。

これら以外のものは研究あるいは開発段階にある 。 実用のためには、

所望する室内環境( 任意透過率) をリアルタイムに実現にできるよ

うな応答性そ得ること 。 また、大面積化営計ることなど. 課題は多い。

熱エネルギーの制御とガラス

。 冷 房 負 荷 の 車E減

a) 熱線吸収方、ラス

存M泉を中心に 11及I1又し、可視光域も選択的に吸収するカ、、ラスて二日

射の遮蔽効果を持たせたものである 。建築用グラスはii. u1童法のため

色数は少なく日本て。はフツレ一、グ ν 一、ブロンズ色に限られている 。

日射熱の遮蔽効果を示す特性値として遮蔽係数 ( S .  c値) がある

表。 代表的調光ガラスの特徴と現状

が、これはフロート板方、ラス 3 mmの日射梨河又得率 に対する各種方、ラ

スの日身神間見得率の比率を表わしたもので、熱線版収方、ラスの遮蔽

係数は厚さ 6 mmのとき 0. 79- 0. 83であり、フロー卜板ガラスに対し

て2 0 %程度の軽減効果がある 。

b) 熱綴探射方、ラス

日射エオ、ノレギーを反射することにより 室 内への入熱石市 ｉｈｾｬｬ しよう

とするカ、、ラスである 。pゲラス表面に金属あるいは金属化合物の薄H英

を形成することによって反射機能を付加したものであるが、その製

法としては表 @に示すものがある 。建築用板ガラスにおいては、熱

分解法( スプレー焼イ寸法) およびスノ f ッタリング法が主流となって

いる 。摂扮骨平法は、フロート板ガラスの製造工程中でチタン、鉄、

コパノレ卜、クロム等の有機金属塩をスプレーしてカ。ラス表面に金属

酸化物の! 肢を生成させる労法である 。 この烈端技射がヲス( レフラ

イト TM) の遮蔽係数は0. 65- 0. 77であるが、熱線吸収ガラスと組合

わせると巡涌E効果は上昇する 。

スパッタリング法はターゲッ 卜の金属ぞ替 えることにより、また

製脱室の方、スを選択することにより、各磁の金属l院を多層膜構造と

して成型することカ可能である( 高性能熱線反射ガラス) 。金属の種

類としてはチタン、ステンレス鋼、錫等が使用され、ガスの平郵買で

はアルゴン、酸素、釜索等 が使用される 。光学' 干渉作用により色調

や可視光、赤外線の透過率や反射率に多用な変化を持ったカ。ラス( レ

フシャインTM) が実用化されている 。遮荷主河系数も 0. 25- 0. 57 と広い

範囲のものが得られる 。高性能熱線反射ガラスは製扮解法の熱線反

射ガラスに比べて膜の付着力が弱 L 、ため、! 肢を室 内側にして施工 さ

れる 。 耐久性向対策として最表面に耐久性の優れた保翻ｾを形成す

る方法などが検討されている 。

@  暖房負荷の車率威

a) 断熱被用方、ラス

カ、、ラスの葬 ｍ 云導 ｅ 容は小さいが、厚さ力市 ｉ ｊＮｾ、ことにより、室内外の

もRt度差の大き L 、冬期には暖房熱が窓音防通して逃げ易い。 2 枚の方、

ラスの聞に空気1習を作り、断努捌J果を上げた彼府方、ラス ( F L 3 +空

気府 6 mm+ F L 3 ) の熱貫流率K は3. Okcal /  m'h.C とフロート板ガラ

ス ( 6 mm) 熱貫流率 K =  5. Okcal /  m'h.C に対し、断言術性能は 4 0 %程

カプセル化液晶 |  エレクトロクロミ ック |  フォトクロミ ック |  微粒子分極配向

駆動方式 |  電圧 (AC30ー100V) I  電流( DC 1.5V)  光(紫外線) I  電圧 (AC5- 60V)

方式 1 _ _ _  • _ _  1  液晶の配向をコントロール |  電化イオンの移動 | ノ、口ゲン化銀から銀コロイド析出 | 針状結晶の配向をコントロール

目原理と応答 1 .. - - - ｯ ｟ＺＺｾｾ＠ ｾ ｟ｾ＠ _  _..  o. _  __ .  1  ._  _  -: _: :  _ ， _ . .  ＧＭｯＺ ｾＮｾ＠ _ ， 

一 |  分散( 不透明) 之整列( 透明) 1  還 元(着 色) 三酸 化 ( 消色) I  光介解 (着色) 之 結合 ( 消色) 介散( 着色) 之整列 (透 明)

視界制御 |  可能 |  不可 |  不可 |  不可

性能 ｲ ｾ 善 Ｚ 書券芝生 ｛Ｚ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ＾ ｾ ＣＮ 幅 広 二二二 ｼ 二二二Ｚ 掲 示 。 員 ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｉ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ Ｒｾ ＣＮ 西 村 ＮＭ｟ＭＭＭＭ二 ＺＺ ｲ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｉ Ｚ ￔ 示 。 発
応答速度 0 .01秒 I  - 4分 |  一5分 I  0 . 1- 1秒

現状寸法 90X240cm 30X30cm I  レンズレベル I  30X30cm 

適用 l 建築用 実用化 開発中 開発中

その他用途 ディスプレー 自動車用紡舷ドアミラー 眼鏡用レンズ ディスプレー
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皮上手7ーする。また、空気より湾指導率の小さいガス( たとえばアノレ

ゴン、クリプトン) を中間層に入れることによりさらに断熱性能を

向上させたものも使われ始めて L、る。

なお、後ｾ［ゲラスの一方に熱結成射カヲスを使用することにより、

日射熱の遮蔽と断索或h果の両方の特性を持ったガラスが待られる。

b) 1J J ; ) . 次身サ方、ラス ( L ow- E ;申。ラス)

Jj j cM率 ( E) の低い方、ラスのことて、あって、放射率の値は O. H.1iY支の

ものがある( グラスでは約0.9) 。波長の短い日射などは良〈透過す

るが、室内からの熱糊サ( 述J赤外線) に対しては高い反射率を示す

ための断熱性が向上する。このカ、、ラスの程漆頁としては、

( l 臓などの金属薄膜を誘電体て挟んだ多層11莫タイプ

(2) 半導体膜 ( Sn 02膜) の赤外城での金属的挙i J j j Jを利用するタイプ。

が実用化されている。多聞i英タイプはスパッタリング法で製)1奨され

るが、誘氾f本としてはZ n、Ti 、Bi 等が使用され、酸化物のみでなく

室化物も使用される。銀などの金属薄膜はi毘タ曜に弱いため、被l臼

J ゲラスにして使用される。 S n 02) J 英は粉末スプレー法講 に よ り製)1英さ

れる。欣射率は多尼，膜タイプに比べ若干高くなるが、耐久性は良く

単板でも使用できる ｯｴｩ が丘オンライン ｃｖ ｄＮ法により、酸化物Ｉｊ ｾＯｓｮＰＲ

膜の Ｒ 熔Ｉｊ英ヵワｾ成可能になり、干渉色の発生を抑えることができ放

射 率0. 2以下のものが作られてきている。

これ らのL o w- Eヵーラスを複尼sガラスの構成ガラスとして使用す

ると断熱性能は向上し、多用膜タイフY は熱貫流率をおよそ1 . 5kcal/

m'h. C まで下げ. る ことが可能である 。

C) シリカエアロゲソレ

多子じ|企シリカエアロゲノレであり、 f樹、!ll ( 0. 005- 0 .01μm) なシリ

カが網目梢成をとっているため透明である。被屑方、ラスの聞に入れ

ると空気の声n荒を防ぎ断熱性が向上する。空気を抜いてもガラスが

凹状に変形せずさらに高断熱を得ることができる。現在は研究段階

にあり、 60cm角まで試作されている。

太陽エネルギーの変換とガラス

太陽エオ、ノレギーヵ、ら直J妾; 1 1 : 気を取り出すフデ法はクリーンなイ廿空エ

え、ノレギーとして注目されている。太陽屯i也からなるカ ーテンウォー

表@ 薄膜加工

ノレが適当な採光も得られる形で開発されており、この太陽屯池用基

4反ガラス( 主として錫をドーピングした ITOl l 英、フッ紫そドーピン

グした ｓ ｮＰ ＲＱ 肢が透明屯導 ｉ ｉｾ として使用されているＩは有 望な建築材

料となってきている。 11本で実用化されているものに太陽' 屯池瓦が

ある。これはガラス瓦jニにアモルフアスシリコン太陽町也を直後形

成したものである。

電磁波制御とガラス

コンピューターや医療機株などの氾子機器の屯磁障害による誤動

作などに対して、屯磁制御ガラスが実用化されて L 、る。; 1 } : 磁波を遮

蔽する方法七して、

(1) ニ ッケノレメッキしたメッシュ紛議佐を合わせヵーラスにしたもの

(2) スパッタリング法などで導氾性の良い金属11英( 銀) J 却をコーテイ

ングしたもの

があるが、これらはし、ずれも反射型のものである。一方テレビ波を

中心に反射しないがラスも求められている 。上記とは逆に屯気抵 抗

を大きくしたもので、スパッタリンク濯により開発されてし、る。

汚れ対策ガラス

ガラスの透視性をよnなう汚れの発生は水の介在のもとで大半が発

生している。汚れ発ノセ防止声、時夜として水滴をつきにくくするヵーラス

が開発されてきている。ガラス表面にシリコーン系やフヅ索系ポリ

マーの搬水性皮Ｉｊｾを形成させたものである。耐久性はまた不十分で、

あるが、お! 討吊しやすいという効果がある。

おわりに

省エオ、ノレギーという観点から、光学的、熱的機能を持った方、ラス

をrl' 心に記した。これらの機能カ。ラスの耐丘の開発主体はi l . ! j膜コー

テインクずである。今後においてもガラス表面の改質を中心にして、

新しい機能pゲラスの開発が行われて行くものと思われる 。

( あらかわ まきお/ 円本版l i J ' j H倒附子開発剤! 1)'  }'J 耳:H E次 長 )

薄 膜 加 工
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化学メ ッキ 法

「一一一一一一 真 空 蒸 着 法

真 空 成 膜 法 l  

」一一一一一一一 スノ、 ッタリング法

Sol - Gel 法
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各論 II ・材料改質への取り組み

塗料と塗材一環境問題を考える

口

福田俊司

はじめに

娃築川の主主料、塗材も他の工業材料 t 同じく、産業革命以来、急、

速にずE版して来た近代イヒのiaのrl' て¥建築物の発展と共に科予進歩

の成果に浴して米たが、地球: J i l 1慌の見地より考え直すべき 11;'j-.J 9Jにき

ている。

蕊 ［ｩ 境問凶は、 一 ｼ 豆ト地 Ｉｪ の問題としてだけでなく、地球 ｊｊｕｾ て苛ﾭ

えられるべきで、大気汚染による地羽切lU.変化、オ〆ンj村叫泌による

仙ぷ陣 Ｇ［ＢＱ 子、開会性ｆＺ ｉｾ による森材噂の枯死建築物の以傷、ｽｾｾ葉物によ

る土嬢 ・ノド質汚染等が取り上げられ早急な対策カ塑まれている。

I也6R広1.lJ 'W: l! 1国からみた大きな原因物質である「大気汚染物質」は

日度成長 ｊｴｈ のｾＱｉｾＱ￬ｦ，敵カース、一般化炭素から炭般 ｰ ゲス、炭化水系、窒

素酸化物へと拡大され、従米は地域的な光化学スモッグの原|夫|とさ

れてきた舵発| 企有機化作物 ( Volati le Organi c Compound， VOC)  

が合フッよ炭イ ｴＷｊｾ ぷのや ｬＧｬｭ 人りで、地球主＿とりまくオソＢＯｽｾ干のバラ

ンスをこわす原閃物質として、 とらえられるようになった。弓凶ニの

塗料、塗材はこのV O Cを必要成分としているので、 V O C央防訪弘1境

Ii日i副 こ対する淵返となってし、る 。V OCの消滅方法としては①水性化

② 叶 ソ リ ッ ド 化 ⑪!I，[;i 絹 IJ 化 ( 樹木、紫外紘捌イヒ、屯チ抑i I l ! イヒ等)

④無希釈型食事;1⑤ 1J I，nj 有機能f ' i IJの布lit足、同I1又( 燃焼H及折、 クロード

システムなど) ⑥J針守効率の向上等が提案され、それぞれ進められ

ているが佳築塗料にあっては特に水性イヒが大きな波として引き n' ，し

ている 。

建築用塗料・塗材の歴史と水性化

必E築川塗料・塗料は洞窟笠| 百| の彩色対を歴史のはじまりとして阿

洋においては石材組造物の装飾色材として、 1] 本では神社仏| 品! の木

造組造物の朱設りや、壁の I I'U!.J 二主主りとして発展を? とげてきた。明

治のはじめに、鉛11にil]1をまぜてつくる油性塗料がはじめて作られ

近代的な注:nの歴史がはじまった。又セメン卜が愉入され、外壁工

Ｎ，ｬ ｊ ｾ としては左 ｉＧｦ が全泌を迎えることになる 。 建築川イ ｕ 二 材Ｈ塗材Ｉ

は友行材料から分化発展し、 ｉｾ ｉ 色セメン卜に顔料をませ ｔ 作られた

|次小H.-lヵ司l汽平11のはじめに 1:I' dlりょのがはじめてい、セメントを i=. 原料と

して外壁川の弘l ! 築イ仁ヒ材( 塗材) が発腐り] に入札ムl ! 築イヒヒオイ工業

会を品u織化する lここ笠った。 この1m材料的には設材のパイダーとして

セメント系から介J ; ) t I j 副I f i 系への移行、 リシンイl : _t から l附 J タイノレ仕

上げへの移行、リJjl'l 生塗料の出引等、発展的変革はあったが基本的に

はノド| 生系の材料として発展して来た。1990年の挫築 l 刑ゴニ材の' b1Ei統

計の内訳によると、ノド系と溶剤系の材料上位容は 95: 5 となり、圧倒

的に木系が多い。

一 万、塗料は、鉄鋼品! 構造物、金属製造、木製品の保殻、美袋性付

与とし発展をとげ、間々の令成樹脂の開発、技術革新とあいまって、

多くの塗料が、挫築仕」二材( 塗材) と共に存分ill 予て、使われてし、る 。
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日本塗料工業会の平成 3'1三度塗料需要凡通し 2) からは、常i良平主主呆型塗

料における溶剤系と水系の比率は 71 ・29になり、それを建築用塗料

だけで見ても 57 ・43 と、まだまだ溶剤系塗料が大きな割合を占めて

し、る。

塗料と建築f土上材 ( 塗材) には、 このような水性イりこ大きな差が

あるが、 これは塗材の場令は一般に平米あたり 1 kgから 2 kgの材事|

により施工し1i:_t げるのに対して、主食料の場令は塗 り重ね によ って

もその 4 分の U A1支の材中'1てい保散と、美袋|笠の機能を果たさなけれ

ばならず、近年にその要求レベ、ノレは耐久性、ｾｾ匠Ｇ性ともますます布

くなってきており、その為の材判| 初予定の自 Ij3度は、どう しても溶剤

系の絵 ｭ 旨の方カ ｾ［Ｚｪ ， 、ため、 このような刻沙艮になつているのカがf宅毛現児才犬て0

ある。又塗装作業性カか‘ らも希希f釈剤カがr r乃y水l'<J と限られるとL 、卒乾包燥刷，性|企、

又焼側イ付司判申吃ε似燥にお飢L 、てはそのZ蒸長発流狩矧/¥ゆの大きさカか3 ら〈る エオ、J ノルレギ一→‘i

3費?史』に幸おゴ引L 、てf佑伽制li初川l刊司lリ脈l腺車句カが言勺l一1' ，て きてしまうといえる。 このような技; 争何百別mを

克服して、現場施工用、工業用主主主|とも、水性化は進みつつあると

いえる 。 1979年から 1988年の塗料生産の年間平均伸び率によると、

水系塗料の1'11
び率は 5 %と塗料金体よりは多いが、ウレタン給問旨や

アクリノレ樹JJ旨の溶剤系が大l陥に上凶っている。 これは先に述べた、

日品質イヒというニーズ1二、すばやく応えるためには溶剤系の技術白

山度が高かった結果を物語っている。又水性化 とは別に環境問題に

応える塗料として、ｾｾ対本塗料が未だ ｩｌ 訂正小さいが Ｑ ＴＥ と高 ｌ 、 Ｑ Ｑ Ｚ Ｑ Ｑ びを

示して し、る 。

環境規制と塗料、塗材

娃 築mの主主料、塗材は屋外てが塗装されるものが多く又工業的な ー

場内塗装の場合でも、地球規挟で大なり小なり環境』二日縄Fしており、

ヨーロヅパて' は相当な佑機! 惑を? 持たれている。日本でも差はあるが

規制が強化される動きにある。塗料、塗材の使用による V O C実態調

査によると 95万3 ，000 トンが揮発していることになり、一昔日は燃がEさ

れているが、相当i立が欣1'+'1されていると凡なければならなし、。大阪

府の調査結果てやは、建築塗装による引場担1 ' 1:1'，量は 25 ，880 t と兄柏も

らオ1 ている 。

部ＺＺｴ ｊｾ 規制だけでわなく社会安前からくる消防法改訂による ｬｬ ＧｩＧ ｩ 哉、輸

送のがMIi IJ 、生産物責任に よる安全性の向上、惑央|坊止法による低尖

化への重11き、労働環境への対応等の大きな規制枠の巾てや、高耐久化、

i 期短縮、主主匠性等の強いニーズ‘ にどう対応してゆくかが今後の塗

料、塗材の課題であり、なかでも水性化は故大級のキーワードであ

る。

塗料、塗材の水性化に伴う課題

先ず一般に、建築月1塗料、塗キイの溶剤系、水系の上t J li .交を塗料メ ー

カーの設計、自室の立場から凡ると 表 @のようになる。設計、生産

のしやすさからすれば、溶剤l系の方が自 由度があり、やりやすい。



* 系 塗 料 の 促 進 に 当 た っ て は 、 使 用 す る 側 が ど の よ う に 見 て い る

かが重要であり、 f印 刷 変 用 し て い た 溶 剤 系 塗 料 の 利 点 が 念 頭 に 残 り

か な り 保 守 的 に な り が ち で あ る 。 表 @に 顧 客 か ら の 水 性 塗 料 に |刻 す

る 課 題 を ま と め た 。 こ れ ら の 解 決 が 、 今 後 の 水 性 化 移 行 へ 大 き く つ

な が る も の と し て 、 メ ー カ ー と し て 取 り 組 ん で い る 。

ιλ 上 、 環 境 問 題 と 塗 料 、 盆 材 の 関 係 か ら V OO.既 芝 、 そ の 一 つ の 手

法 で あ る 水 性 化 に つ い て 述 ぺ て き た が 、 建 築 用 途 に よ り 特|全 は 異 な

る が 、 そ の 要 求 製F性 に は 次 の よ う な も の が あ る 。

① 塗 料 状 態 と し て 安 定 で あ る こ と 。

②素材や基材への付言ｾｦＧ Ｑ 全が良 ｌ 、こと。

@T u判決断言品、こと 。

④光沢調書室が出 来 る こ と 。

@l iu休 性 が 良 いこと 。

@i u1酸、而すアノレカリ性があること 。

d河す火性又は基材同等で、あること。

こ れ に 加 え て 、 乾 燥 が 早 い や 特 蜘 機 能 と し て 透 湿 性 、 汚 れ に く し 、

表 。 建築用 塗料から見た溶剤系と水系の比較

ステップ 溶 剤j 系 水 系

顔料| 一般顔料、特に限定なし |水可溶性の無いもの

アルキド、アクリル、エポキシ、

樹 脂| ウレタン、シリコーンアクリル、

原 材 料 Iフッ繁アクリル系 etc

アクリル系、エポキシ系、シリ

コン系、フッ素系

目介散剤、増粘剤、造膜助剤、

沈降防止剤、色分れ防止剤、|

添加剤 I ｾＺｲｾｾｾｾｍＧｊｾｾｾ Ｎｉ ＮＺＧＺｾｊ ， ＭＭＺｾＧｈ＠ 1 凍 結 防止剤、 p H調整剤、消

消火泡剤、皮張り防止剤 |  

1; 包剤、レペリンタ判

三本ロール、ポールミル、サン| サンドグライドミル、コロイドミ

生 産| 的イトミル、ダイナモミル、| ル、 2 軸ミサ一、高速ディスパー

高速ディスノて- etc I  etc 

容 器| 鉄のブリキの缶、ドラム |内面コー針ン知缶、ドラム、コンテナ

1  ｾ＠ _ A  •• _  . _  ｾ＠ ｟ｾ｟＠ 1 非危険物又は指定可燃物

| 危険物取扱い( 一度に貯蔵|

在 庫 、 物 流 取 扱 い 1 ＺＮＮＮｾ＠ ' . : _"" -=:._'::-， ｟ｾＭＧｾＮＺＢ＠ . - 1  ( 凍結や 50. C 以上の高温状

目取級い、運織に制限あり) I  

| 態は厳禁)

刷毛、ウールローラ一、エアス| 島IJ 毛、ウールローラー、模線ロー

プレー、エアレススプレー、希| ラー、吹付け、工アスプレー、希釈

塗装性( 方法、作業性) I  Ｚ｟ｾ｟＠ ＮＮＮＮＮＺ Ｍ］ｾ＠ .-..._::' ＺＮＮ Ｍ ｾ＠ ＮＧＮ］Ｚｾ＠
釈に溶剤が必要、臭気が強| は水で良い、臭気は少ないが、塗

イ士 上

いが比較的作業性は軽い | 装作業は重労働で熟練が必要

平滑で光沢の自由度あり

り|

比較的膜厚は薄い

浴剤の揮発により性能発揮

模様等テクスチュアーが選べ

る、高光沢が少なく光沢調整

が困難、厚膜が出来る

性 能 発 揮| 又は反応架橋により網目高

造膜により連続被膜形成( 季

節により造膜性に差があり) 、

粉化面の付着性が劣る。耐

分子化の皮膜形成

水性が溶剤系と比べ劣る

各々の樹脂の介子量が大き| 一 般的に溶剤l系より、高分子

耐 久 性 I < 、主鎖の結合エネルギーの| のため、同一組成の溶剤系よ

強い程耐久性が高い 1 1) 耐候性レベルは高い。

等 が 第 2 次 的 に 要 求 さ れ る 。 こ れ ら の 項 目 を 水 系 て1存 剤 系 と く ら べ

て 、 差 が な く な り 、 又 溶 剤 系 を い か に し て 越 え る 力 、 が 建 築 用 水 系 塗

料、塗材の普及を早めるかどうかにカ、ヵ、って来る 。

Ｗ ドは 溶剤に 比べ 、て揮発が遅い 、 ｩＹｾ 点が高い、 蒸発熱カｬ｛ｾＡｪ，、等の絶

対 的 な 難 問 を か か え て い る な か で 、 水 性 化 に チ ャ レ ン ジ し て 、 進 め

ているので、ある。( ふくた しゅんじ / 1 . 1 木ペイント側主l ! 設鉄榊没料昔1I 議 長 )

〔参考文献〕

1) 日本長l ! 築仕上材工業会統計より

2) 日本塗料工業会資料より

表@ 顧 客 か ら の 水 系塗 料 に関 する 課 題

顧客セグメン卜 水系塗料についての苦言

1) 乾燥が遅い 2) スプレーダスト汚染

3) 艶が出ない 4) 仕事離れが悪い

5) 各社の材料が混ざらない

6) メタ 1) ック・パールが出来ない

塗装業者から 7) 乾燥したら水洗いで落ちない

の言い介 8) 耐久性に不安

9) 天候を気にして仕事をしなければならない

10) アンモニア臭がきっく自がいたい

11) 巻テープが早〈取れない

12) 色の昇りがあり、補修性が難しい

1) 仕事が天候に左右される

セ.ネ コンから 2) 工期が遅れて来ると早〈出来ない

の言い分 3) 周囲への汚染に気配りが必要

4) 耐久性が溶剤系より劣る

施工 ・設計か

1) 塗装業者がすすめない

らの言い分

2) 耐久性が良くない

3) 色や艶の選択性がない

1) 溶剤l系に比し耐エフロ性が劣る

2) 塗装性の 巾が狭い←カーテン切れ、 塗り

工場ライン塗 残しetc

装からの言い 3) 乾燥しまりが悪い

介 4) 沈澱が早い

5) 光沢調整の巾が狭い

6) 付着汚れが他にもつきやすい

1) 結露が生じる

ヤード塗装か

2) 乾燥しまりが遅いor甘い

らの言い分

3) 換気が必要

4) 雨天の時、特に乾燥が遅い

5) 冬季にはサンダーがけが遅い

課 題

乾燥性、硬化性

光沢、鮮映性の発現

耐久性

初期降雨性

アンモニア臭気

翻色・色彩発現性

初期降雨性

ダスト乾燥性

耐久性

水性に対す不安、光

i尺

耐久性

耐水、耐エフロ性

塗装作 業 性 ( 粘質特

性)

乾燥硬化性

塗料安定性

光沢鮮峡性

初期乾燥性

水希釈、水揮発性

乾燥硬化性
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各論H・材料改質への取り組み

防水材

現代は環境問題を地球規棋で考えなければならないu射でである。

そして同時に、官民がそれぞ、れの立場で其剣に環境問題を考え、そ

の解決に取り組むことが求められている。

近年建築防水に於ても環境問題に取り組み、作業甜境の改善、防

水工事の機械化、省力化、防水材料の改良、省エオ、ノレギーに役立つ

新 材 料 ・新工法の開発などに力を入れてきている。そうした実績を

もとに、それらをさらに一歩前進させた内容について、各防水工法

別にメ ンブレン防水を主体として以下に述ペム

防水工事で周囲への環境、作業事長官などで→l交に|日JJ題とされるのは

およそ次のようなものであろう。

すなわち溶融アスフアルトの臭い、; 煙、塗JJ 英材 ・按者剤の有機溶剤、

容器 ・包装材の処理、的問桝の内包方、ス、工期短縮、屋」ニの有効5 f IJ

用などカ言挙げられる。

アスファルト防水( 熱工法)

アスフアル卜防水( 熱工法) は、アスフアルトノレーフイング類を

加索H容融アスフアノレトで流し張りし、数屑草積賞R屑屑z雪『して防7水k府毛をナ形成さ

せる工法て

されるケ一スでで、もある。

@ 材 料

・水性プライマー

f v択の溶剤タイプのアスフアルトプライマーを水性タイプのアス

フアルト系プライマーに変え、作期設境を改善する。

・クリ ー ンタイプアスフアルト

防水工事用アスフアルトは、ーづ般には主として J I S K2207の 3粧

または 4 程に適合するものが使われているが、流し張り作業に支

障のない溶融温度を確保するために 270' C - 280' C程度に加烈り容融

して使用されてし、る。しかし、この高i即J瞬時融時および流し張

り作業の際に煙と臭いを発生する。特に都市型現場や改修防水

王問見場で嫌われるこの煙と臭いの発生を大幅に低減したものが、

図。 クリーンタイプアスファルトの臭気濃度

口

荒木孝

新しし、防水工事用クリ ーンタイプアスフアル トである。( 図。参照)

・改質アスフアルトノレーフイング

高耐久性の改質ノν ーフイングを採用することにより全体の層数を

少なくする。溶融アスフアルトの層数が 1 - 2 層となり、周囲へ

の封タ塁手度が少なくなる。

@ 工 法 ・ 施 工

・冷葬1口二法

冷工法用材料自者性改質ノレーフイングと鰐口コ去一層との組み合わ

せにより、熱アスフアルトの工程が大幅に減少、周囲芸蹴が大幅

に改善される。 ( 表@参照)

・施工機総( 溶解釜)

無煙無失j容解釜の普及。溶解釜の改良により溶角初寺の燥、臭L 、は

殆ど気にならな L 、。 ( 図@参照)

@ 屋 上 の 有 効 利 用

- グリ ーンノレーフシステム

者 ｛Ｑ 市環境カ ‘らみた場合、建築物屋上の有ｾｽ亦 ｉｊ 用に ついて従来、地

味であるいは野放しの状態てあった。

屋上緑化は今 や地球環段からもそ の必要性が要望されてし、る。最

近注目されているグリーンルー フシステムはアスフアルト防水屑

との組み合わせて。使用され、植物の育成に必要な土壌などへの保

水、排水、酸素供給を考慮した構造となっている。

繰化システムによる屋上利用は、その実績が増加している。 ( 図@

参照)

アスファルト防水( 冷工法・卜ーチ工法)

冷工法 l.i ｾ 、わゆる常温工法であり、自着層付きノレ ーフイン グ類を

貼りつける工法や、ゴムアス塗膜材とノレーフイングを組み合わせる

工法などがある。

トーチ工法は分厚いポリマー改質アスフアノレトノレーフイングの裏

面をトーチバーナーで加紫H容融させて張りつける工法である。

図 @ アスフアルト溶解釜系統図

具

気

調

度

順序

表。 冷熱工法露出防水f士機例

品名 数量/ m目

600 

500 

| | 水 性 一 ト 加 - O. 2kg 

。
煙 突

400 

排煙ブロワー

2  自彊性Ｈ部骨接着Ｉ改質アス Ｗ ァ ｊ レト ＱｾＭＷ ィング

。

アスファルトの温度

. :7 '1 ーンデイプ

アス7 アル トの

臭気温J l i ft' 成績果

アスフアルトを力峨再審融 『

し、「三刺繍劇露ゐで I 3  

実 験R旋した結果て・、: 7 I  

リーンタイプアスファル

トの施工温度20!TCOl 具

気J轟度を 100とした比較 f  

劉直てす. I  4  砂付ストレッチルーフィング

7' ) ーンタイプアス771レト 1. 2kg 
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。 冷 工 法

冷工法とし、う 言 葉自体、葬Ａｾ工法との対比で名付けられたもので、

その実は常i日J ご法であり、 もともと無公害性で、環境問題に対応し

た工法である 。例えば屋根防水改修工事な E の場合、特に居住者や

周囲へのf影響を配慮する必要があり木工法の採用が多七、。

@  トーチ工法

本工法は省l日化あるいは将来の防水技能者不足対策の防水工法て、

弘明性については冷工法に準ずる 。

冷工法と相違するところは、 トーチノ f ーナーの音が若干，1，弘、こと

が挙げられる 。

シート防水

シート防水はゴムシートやポリ塩化ビニノレシートを接着剤を用七、

て下地に張りつける核着工法と固定金具を用いて機械的に固定する

車断‘ 決工法とがある 。 もちろんいずれもお治江法である 。木工法て環

ザム仁問題となるのは接者剤の有機溶剤であろう 。

Ｎ ｾ妥芝情リ

使用される被着剤は合成ゴ、ム系やエポキシ系が多い。 その合有有

機溶剤は危険物第 4 類 第 1石油類て上t般的シビアな j本剤である 。

有機溶剤についてはここ数年来、環境問 題などに |剥速して、危険

物取扱いや労働j安全衛生法の両面から凡直しゃ規制が行われてい

る。

塗膜防水

合成才i I t JJ旨、令成ゴムの溶液あるいはエマノレジ‘ ョンを塗布し、草色燥

あるいは反E臼i J I ! 化成脱して防水尼' を形成させる工法である 。 いずれ

も常温工法である 。E悶包上問題となるのは有機応剤を使用している

塗JJ英防水材て、ある 。

。 ウレタン塗膜防水材

ポリウレタン塗IJ 莫は 2 液反応、型であり主材、硬化; I ' ; j 各々 若干のj本

剤が浪人されている 。

有機溶剤の施工環境などにl刻する内容はシートの核平i済IJ に準ずる 。

危険物第同類指定創立を示す。 ( 表@参照)

尚、合成ゴム系塗膜防水材もこれに準ずる 。

@  ポリエステル塗膜防水材

いわゆる F . R . P ーの防水l刊を形成するもので、反E回硬化型であ

る。

不i l ' tU日ポリエステノレ樹脂の場合、有機溶剤はウレタン塗IJ 英の場合

より l ランクシビアなものであること、硬化材は危険物第 5類 で 特

に危険度カ f百五いことなどが挙げられる 。

施工環境」二、最も注意を要するものである 。

@  ゴムアスフアルト塗膜材

ゴムアスフアルトエマノレジョンを塗) J 莫し、乾燥あるし、は無機質‘粉

f本と木和反応して成膜するものである 。7 ] ( 性タイプであことから無

公害性で、施工琢均U ニ最 も 安全度の高いものである 。 アクリノレゴム

皇室JI英防水もエマノレジ、ヨンタイプであることから、然公害性について

はゴムアスフアルトに準ずる 。

@  缶類など廃材処分

各種防水材の包樹氏、容器の廃材・空缶など産業腐葉物について

は、環境問題より規制を受ける 。各ゼヌ、コンも、現場で発生する廃

材については、出来るだけ発生させない、量を小さく、 F拝 IJ 用 をは

かるなど、運動を災施rl" である 。

(あ らき たかし/ 悶角川ーアイ ング鮒技術担、町次長)

図 @ グリーンルーフシステム例 表@ 危険物第四類指定数量新! 日比較表

指 定 数 量

該当物質の例

従 前 新 声見

特殊引火物 50 リット Jレ 50 リッ卜 Jレ ジエチルエーァル、アセトアルデヒド

第一石油 類

非水溶性液体 200 リット j レ ガソリン、 トルエン、酢酸エチル

1  00 リット Jレ

水 溶 性 液 体 400 リット Jレ アセトン、 j チルエチルケトン

アルコール類 200 リットル 400 リッ卜 Jレ メチルアルコール、エチルアルコール、プロピJレアルコール

第二石油類

非水溶性液体 1000 リットル 灯油、軽油、キシレン

500 リットル

水 溶 性 液 体 酢酸、ギ酸イソアミル
2000 リットル

第三石油類

非水溶性液体 2000 リットル 重油、クレゾール、アーリン

2000 リットル

水 溶 性 液 体 4000 リットル グリセリン、酪酸

第四石油類 3000 リッ卜 Jレ 6000リット J レ ギヤー油、シリンダ一泊

動植物油類 3000 リットル 1  0000 リットル パーム油、アマニ油、ヤシ油
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各論III ・代替材料への取り組み

大阪市の代替型枠への取組み

口

大阪市都市整備局

わが国は、世界の熱核オ桐貿易に占めるシェアカ鳴いと共に、そ

の主力製品である合板がコンクリー卜打設の為の型枠材として使用

される量が多〈、 しかも数回の反復使用後に使い拾ての状況である

ことなどか ら問題技決皇がなされている。

このような社会状況の 中で大阪市て1ま建築工事での コンクリ ー ト

型枠への使用抑制を図るため、モテツレ工事を実施し、熱帯オミ才オを使

用しない型枠の工法等について、中食言すすることとした。以下、モデ

ノレ工事の概況について、ふれてみたし、。

• 
大阪市の連築工事における熱常・オ寸オ使用抑制の為のモ デル工事の

実施状況について 平 成 5 年 2 月現在

パターンl

型枠に熱帯木材在使用しない工法の提案工事

. モ デ ル ー @

工 事 名 称 インターナ ショナノレエキ ジピション センタ ーオオサカ

( 仮称) 新 6 号館建設工事

用 途 展 示 場

構 造 鉄 骨 造 5 階廷E地 下 1 階 建一昔11鉄筋コンクリー卜造

建 築 面 積 30 ， 806m'  

延 床 面 積 71 ，430m'

型科鴇念面積 72 ，OOOm'  

工事進捗状況

基礎、 地中梁、マス ターピッ ト、メインピッ ト、 受y附E等 の コン

クリ ート打設 完7 て二サブピッ ト打設中で、型枠総面積の約7 0 %

施工済み。

代替型枠施工実 績

使用代替型枠 型枠商干n 歩 掛

基 礎 部 分 ブ ロ ッ ク 型 枠 4 ，500m'  10. 8m'/ 人

基 礎 部 分 キ ー ス ト ン 型 枠 3 ，OOOm'  5. 5m'/ 人

地中楽部分 金 属 型 枠 ( アノレミ製) 23 ，OOOm'  6. 2m'/ 人

合 計 30 ， 500m'  ( 型枠総面積の約60%)

- モデルー@

工 事 名 称 束 喜 連 住 宅 第 4 期建設工事

用 途 共同 住宅

構 造鉄' 白? 鉄筋 コンクリ ート 造 14階 建一部 12階 建

建 築 面 積 2 ，124m'  

延 床 面 積 12 ，031m'

型枠総面積 50 ，377m'  

工事進捗状況
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基礎、地中深草T設完了、 l 階建て込み中

代替型枠施工実績

使用代替型枠 型枠商和 歩技ト

基礎部分( マットベース) キーストン型枠 240m'  6. 3m' /人

基礎・地中梁部分 ラス型枠 1 ，880 m'  8. 3m' /人

1 F スラブ下部分 型枠兼用断熱型枠 580m'  19.  3m'/ 人

ftl 醤型枠施工予定

使用代替型枠 型枠商お15

屋 上 ス ラ ブ 下 型 枠 兼 用 断 熱 型 枠 600m'  

界 壁 樹 脂 型 枠 3. 900m'  

スラブ 複合合板型枠 8 ，700m'  

断 熱 材 使 用 部 分 断 熱 材 兼 用 型 枠 6 ，OOOm'  

合 計 21 ，900m' ( 型枠総而砧の約44%)

- モ デ ル ー @

工事名称根ｾＧＪｦ ｬｮｔ 住宅建設工事

用 途 共 同 住 宅

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造15階建地下 1 階

建 築 商 棋 1，697が

延 床 面 積 19 ，050m'

型枠総面積 87 ，510m'  

工事進捗状況

基礎、地中梁コンクリー卜打設完了、 l 階建て込み中

代替型枠施工実績

使用代替型枠

基礎部分( マットベース) キーストン型枠

基 礎 ・地中梁郁分

代替型枠施工予定

基礎部分( マットベース)

基 礎 ・地中梁部分

ラス型枠

使用代替 型枠

キーストン型枠

ラス型枠

刑枠商樹 歩控卜

130m'  6. 5m' / 人

2 ，320m'  9 .  8m' / 人

型枠商平氏

130m'  

2 ，320m'  

界 壁 金属型枠( アルミ製) 7 ，800m'  

各階スラブ 樹脂型枠 9 ，100m'  

外壁の妻、 E Vシャ フト 壁 樹脂型枠 4 ，900m'  

廊下、手摺り 樹脂型枠 3 ，200m'  

合 計 29 ，900m' ( 型枠総面柏の約34%)

- モ デ ル ー @

工事名称ユオ、ップ国際環境技術センタ一大阪( イ反称) 鐙設工事

用 途 事 務 所

構 造 鉄 骨 造 2 階 建

建 築 面 積 1，609m'



延 床 面 相 2 ，799m'

型村崎怠面干1'{ 3 ，000m'  

工事進捗状況

基礎、地中梁コンクリート打設完了、鉄' 円建て方中

代替型枠施工実績

使用代替型枠 型 枠 而 甜 歩 掛

基礎部分金属型枠( 銅製) 2，400m'  5. 7m' / 人

針葉t M型 枠 600m'  

合 計 3 ，000m' ( 型枠総而秘の 100%)

- モ デ ル ー @

工 事 名 称 束 喜 連 住 宅 第 5期建設工弔

問 途 共 同 住 宅

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 9 階 建

建 築 面 相 1，550m'  

延床面平氏 9 ，498m'  

型枠総面秘 42 ，000m'  

工事進捗状況

却後文化j侃周査'-1-'で、工法検討中

. モ デ ル ー @

司王名称 rr 宮住宅建設工事

川 途 共 同 住 宅

椛 造鉄' 肖鉄筋コンクリー卜造11階建

建 築 而 鞘 855m'  

延 床 面 積 6 ，743m'  

賢』村主主 ｾ￯ｴ￱ 干 Ｑｾ 30 ，000m'  

a 事進捗状況

杭事業中で、工法検討中

パターンE

複合合板使用を条件付けた工事

園 モ デ ル ー @

P 事 名 称 早川樹止会館組設工事

汀l 途 樹 止 施 設

桃 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 5 階越地下 l 階( 一部 2 階)

辿 築 面 積 729m'  

延 床 面 積 3 ，437m'  

型枠総面積 17 ，000m'  

代替型枠総面積 17 ，000m'  

工事進妙状況

耐田坂打設完了、地下 1階建て込み中

. モデル- 0

工 事 名 称 市 立 大 学 教 育 実 験 棟 建 設 工 事

用 途 学 校

構 造鉄 Ｇｉｾ 鉄筋コンクリート造 Ｔ 階地下 Ｑ 階一部 Ｕ 階建

建 築 面 積 1，370附

延 床 面 桔 6 ，282m'  

型枠総面和 27 ，700m'  

代替型 枠総 面積 27 ，700m'  

工事進捗状況

基礎、地中梁コンクリー卜打設完了、 1 階建て込み中

. モデル- 0

工 事 名 称 、 西 商 業 高 等 学 校 建 設 工 事

用 途 学 校

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 6 階建地下 1 階

建 築 面 積 1 ，744m'  

延 床 面 積 10 ，367m'

jf" J枠総面積 51 ，000m'  

代替型 枠総面積 51 ，000m'  

工事進捗状況

基礎、地中染配筋巾

彼合合板使用を粂子|二付けた工事ては、躯体工事完了後、工司王報告

〈11・( 複合令板の加工性、施工性、施工精度、耐久性等) の従LI '，を義務

づけている。

• 
ιυ ニのような形で、大阪市の都市整備局は、モデノレ工事ぞ試行し、

代替え型枠を模索中である 。
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各論III ・代替材料への取り組み

セラミック系人造木材による木材代替

はじめに

我が国におけるオ寸寸の総需要立は、年間約 1億 2 ，000万m'てや、その

半分が建築用途に使用されるといわれている 。 その需要の内、圏内

におけるオt 材の自給率は、 2 5 %- 3 0 %と低〈、我が国のオサオ輸入誌

は、世界のオc材貿易量の20%を占めるといわれている 。

世界の森林面積は、先進地域では、ほぽ機ぱいに推移しているの

に対して、開発途上地域て、は減少傾向を示しており、中でも熱帯地

域の森林面積の減少は、他の地域に比べ急速で深刻となっており、

熱帯雨林の保護は、世界的なレベノレで考える必要がある 。オミ材は伐

採をすれば、植林をするというサイクノレぞ考えると、再生できる資

源であることを念頭において利用すれば、地球環 ＮｾＶＱ こ優しい才Ｚ［ｦＧｾ斗で

あることはまちカ丸、ない。

我が固には、「木の文イlむを有するといわれるほど深〈オ寸4 と係わ

ってきた歴史に加えて、最近では、住生活に対する怠識が変化する

中で、居住快適性の向上いづ面からオ寸寸を見直す気運も高まっ て

おり、オqオに対する愛着はとても強いものがある 。

一方、建築物が高層化しそ の機能力主多様化するとともに、防災技

術はより重要となり、特に都市部において内装捌斗も不閥抗強〈

要求されて、百 ｲ 燃 ｴ 主であるオミ材のイ Ｇ ｾｆｉ Ｇｊ カ ｾｦￍ しくな って いる状況である 。

当社では、不燃性を要求される部イ立でも、オ寸オと同等の加工性を

有し、天然木の突板張りや、塗装仕上げのできる内装造作下士山材 ・

セラミ ック系人造オ司4を開発した。ホ= 材代替材として、この材料を

紹介する。

表。 人造木材の特徴

① 防 火 性 が 高 い

( 不燃第 106 1号)

② 木 材 な み に 軽 い

③ 加 工 性 が 抜 群 で あ る

④ 寸 法 安 定 性 が よ い 0  

⑤釘 ・ネジの保持力に優れる克服

⑥ 変 質 、 腐 敗 、 虫 害 が な い

⑦ 保 温 、 断 熱 性 が よ い

③ 毒性 が な い

木 材 の 欠 点

るえ

う

る

燃

狂

腐

A

ム

ム

ー

表@ 人造木材の各種物性

r頁 目 単 イ立

種 類

織 委

不 燃 特 殊

嵩 1t 重 ＰＮＵＰｾＰＮＵＵ＠ J ISZ2102 

曲 げ 強 度 kgf/an' 80 100 JIS Z2113 

曲げ弾性係数 kgf /an' 20，000 25，000 EI /3PMax 

圧 縮 強 度 kgf /α Ti 80 100 JIS Z  2111 

熱 伝 導 率 kcal /m' hr ・'C 0.085士0. 00018 JIS A  1412 

吸 木 率 %  150:!:5 J ISZ2104 

吸水・熱・伸縮性 %  :!:O 

J ISA 1129 

160・C加熱

釘引抜抵抗値| kgf/本
3 0 | 3 5 | J I S  Z2121 

t  45，.p2.5 

木ねじ保持カ| kgf /本
2 0 | 3 0 | J I S  A5908 

t  16， .p2.  7  
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口

堀長生

セラミック系人造木材の特性

セラミック系人造オq ;jの主 要構成物質は、け L、酸カルシウムの結

品系の一つである〆ノトライト ( Xonotol i te) を主材料とし、カ、ラス

繊維および有機高分子系重合体エマノレジ、ヨンからなる 。ソソ トライ

トは、 CaO/ Si 02
モノレ比がほぼ l で、オートクレーブにて約20気 圧で

熱水合成される 。科 学 式は、 Ca
6
(Si

6
0

17
)  ( OH)  2て、ある 。り

この人造オ寸オの特徴は、表。 に示したが、オt キオの三大欠点とし、われ

ている、燃える。、在う 。、腐る 。点を改良し、オ匂| オと同等 の加 工 性

などを具備しており、無樹オ*-i j . の而槻y性と寸法安定性および有機高

分子の柔軟性と加工性を彼令利用したものである 。

。 強度特性

人造オミキオの強度特性は、ソソトライトの結品とランダムに配列さ

れたカヲス級紙 ＺＱＱｾ の絡み令う桜点に、添加されたポリマーディスパー

ジョンが傍若斉IJ とし て作Jl J し、 発現するものである。 表 @ に 人造 木

材の各程撒r性を示したが、話比重 は、 0. 5程度であり、切削 ・穴あけ

など通常の木工用機械を十分利用て、き る性状である 。 2)

破壊知性からみた諸材料との比肢を ＿ 図。 ｾ￸ に 示 す 。 凪中には、

荷 重一 変位曲線と、発生 したAE( アコーステイヅク ・エ ミッション)

エえ、ノレギーを棒グラフ状に示しである。 3)

一般に、手掛樹、4料は、ぜい性磁波挙動を示す。 すなわち、 因 。の

A L Cに代表 されるように戟荷11寺の変形誌は小さく、エ才、ノレギーは集

中的である 。 しかし、セラミ ック系人造木材では、図@ から明らか

なように変形量も大きく、 A Eの 発生も 繊維彼合効果によ って 分1&的

図。荷 量 変 位 幽 線 と A Eエ ネ ル ギ ー の関 係 ( A L C)
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図@ 荷 量 変 位 蘭 線 と A Eエ ネ ル ギ ー の 関 係
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であり、 図 @の天然オミオイのそれに近いことがわかる。

また、寸法安定性に|掬する研究では、一定重量まで1此 Fドさせた各

甲車オオ料の乾燥過程における寸法変化を調査するとともに、その際に

発生する A E伎を記録してその材車問守|企について検討した。この51切実

の 結 果 色 蛇 蜘 剛 悶 と 合 水 率 ー.11文縮率一A Eエオ、ノレギーの関係とし

て、 図。ｾＰ に示す 。 この結果、セラミック系人造オ司オは、きわめ

て優れた寸法安定性を有していることがわかる 。すなわち、収縮な

どの変化が起こらないために、内部応力の解放に伴う A E も全〈検出

されていない。

一方、天然ヤ同4のベイツカ、、材で1立、収縮率は 500X 10-
6

程 度であ

り、 A Eが多く検出され、そのエオ、ノレギー も大きく、草乞燥に伴って材

料の内部にマイクロクラックが発生している可能性が大きい。

@ 調 湿 特 性

天然" * キオの持つ長所の一つに水分の吸放湿性があり、オサ4を内装

材として利用すると室内の湿度変動抑制効果があることはよく知ら

れているところである 。一方、無機質系の材料は、 一般にこのよう

な機能はあまりないとされているが、特に美材報官 ・博物館等の建築

物て。は、湿度調節機能があり、かつ不燃性材料の開発が強くもとめ

られて いた。

図｀ に示した結果は、外ｾ｜ￌＮ昆が変 化 した場合に、金属の割引容器

内の湿度が調i毘材のある場合とない場合でどのように変化 するかを

示したものである。これによると、相声サ温度70%の密閉空間の壁面

がすべて金属製の場合、気温が20.C から 50. C に上昇すると相声折毘度

は20%までに低下し、逆に気温が1ぴC になると 、相声サ温度は 100%す

なわち壁商に結露している状態となる 。

このような空間中に、セラミック系人造木材などの供言.¥1;本を入れ

て湿度変! I V. J frpff，lJ 効果を試験するが、空間の容積に対して供試体の面

績を一定にしておくことは、実際の建築物に適用する場合に、建物

の空間容積に対する調i1 J 材の必要商樹比 を求める上てや重要である。

これを気絹比 { A/V( m-
1

) 、A =調 i毘材の露出面積 (m') 、 V =密

閉空間の内容積 (m') } と呼ぶこととする。そこで上記の空間中に気

積 比 ( A/V) が1 . 0m-
1

の調湿材、たとえばスプノレースを入れるとその

キ敵討毘度の変化は、 49- 97%に緩和される 。 また、人造オ寸オを同様

の条件で設置すると相声討旦度変化は、 42- 90%に緩和されることか

ら、 セ ラミック系人造オ寸オは、スプノレースと同等以上の湿度変動抑

制効果が認められた。 4 .5)

@  セラミツク系人造木材の用途

セラミツク系人造木材は、 この物理強度を勘案すれば、天井・壁 ・

建具などの造作用材として、防火性能、等方性、寸法安定性などを

利用して使用することができる 。 内装造作工事は、デザ、インの自由

度を最も" * められる分野であるが、 セ ラミック系人造ホこ材は、加工

性に優れるために従来の不燃材料に比べて自由度の高い納まりカ可I

能となった。また、 写 真 。のように突板や塗装イ:仁七げを施し、スチ

ーノレやアノレミ製に替わる |坊火戸の開発も進め、 I:m開時やノック l時に

不快な音がなく、断熱性に{憂れるため寒冷地で、も結露の心配のない、

セラミツク系人造オ寸オによる防火戸がすでに実用化 されており、今

後ともより幅広い用途が見込まれてし、る。

( ほり ながお/ 側大林組技術研究所建築第 3 研究室 副主任研究.L:l . l

図@乾燥時間による含水率、乾燥収縮率とA Eエヰル 写真。 セラミック系人造木材による防火戸

ギーの関係(ベイツガ)

時間 ( hrs)
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各論III ・代替材料への取り組み

石綿代替の現状

口

松本秀春

はじめに

昨今、マス コ ミ等でアスベス ト( 石綿) の予防ツ性カT報道されて以

来、アスベストに対する正しい知識認識の無いまま、 学技 等 に施

工された l次付けアスベストに関する問題が取りあげられ、将来、ア

スベストによる健康障害がおこるであろうことが社会問題化し、そ

れに伴L 、アスベスト製品全般に亘って、代替品が求められてし、る 。

ここでは、まずアスベストとは何か? そ の 特|創立? 作目次健康に惑い

のか、法規制 はどうなのか、アスベス ト製品には何があるのか? 代

替品について? 今後はどうあるべきか等を述べ‘ る。

アスベストとは

天然に産する馳宇佐伏けし、酸塩鉱物で、「せきめん J ｲｾ 、しわた」と

呼ばれてし、る 。 これは鉱物学的名称、でなくその状態を表す略称「ア

スベス卜 J ( AS BE S T OS ) は、ギリ シヤ語から由来した ri肖えない

炎 J r永久不滅」を意味する 。 I L O( 国 際 労1!l! )P機関) では、「岩石を形

成する鉱物の此彼岩および角閃岩クツレープに属する繊M創犬の動機け

い酸塩むと定義されて いる 。 その樹演は表 。による 6手重類になって

いる 。

市場てや使用されているアスベス トは、クリソタイノレ( 白石綿) アモ

サイト( 茶石綿) クロシドライト( 青石綿) てあったが、背石綿は、

昭和62年夏頃より輸入はされていない。 ( 使用されなくな った。)

特性

- 引張強きが緩めて大 きい( 高抗張力) 羊毛の291音、ナイロ ンの 7 - 1 0  

倍、木綿の 7 倍

・燃えないで、高温に耐える 。 ( 不燃、両槻性) クリソタイノレのJ 1 尉芯

造 水iT昆度は450'・'C - 7QO"C

・熱、電気を通しにくい。 (車齢衆院)

・薬 品 (酸 ・アルカリ) に浸されにくい。 ( 耐薬品性)

・腐らないで変化しない。( 耐腐蝕性 ・耐久性)

・ 表耐 Ｑｾ が大きく 、他 の物質との密者性に優れている。Ｈ親和 ｝性Ｉ

表。

岩石の種類 蛇紋岩系 角閃石系

名 称、 クリソタイル アモサイ ト クロシドライト トレモフイ卜

一般名称 白石綿 茶石綿 青石綿

結 品 系 単斜晶系 単斜品系 単斜品系 単斜品系

色 自 2再 青 緑

角虫 ffi除z、 柔かい 少し柔軟 柔かい→こわい こわい

紡 糸 性 良好 可 可 不可

耐 熱 性 良好 良好 不良 良好

耐 酸 性 有機酸良好 良好 優 秀

抗 張 力 588kg! mrn' ＱＱｾＶＴ＠ 626 ｏＮＷｾＶ＠

電 f可 陽 陰 陰 陰

7戸過性能 遅い 速い 速い 中間速
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- 柔軟て" かつ摩耗に耐える 。 (耐l噴き括性)

・安価であること 。 ( 経済性)

何故健康に悪いのか?

石綿がそこにあるだけ、又製品等として固定されている石綿では、

倒捌E影響に対してなんら問題を生じい、が、石綿がJI及入性石料織維

となり、呼吸様にH放し、込まれると健康に対して問題を生じてくる可

能性がある 。石市仰がl吸入性石刻険制i: t I I になる可能性としては、下記の

場合がある 。

工 場サイド i  石綿の原綿を取り扱う場合

」一石綿製品を製造加工する場合

工現見場サイ ド 一 一 「 一 石綿製品を裁断 ・研磨する場令

ト一石綿製品を角l?'(本改修する場合

L 一石綿含有廃葉物を取り扱う場A

石綿が人体に対してどのような影響が あ る の か ?

その Ｑ は、吸入された石ＪＨｪｾが ｊｉ 耐雌和二対して繊 ｍｪｾ 化をおこす 。 ｴｾｬ｜

や口から気管を通って肺 に迩ばれ、肺につきささった状態て二その

まま石綿の立が柑t えていく司王て二石綿肺に移行する場合。

その 2 、多色カ、、ン性の問題がある 。ガンの発生のイ士組みについては、

まだよくわかっていませんが、現在考えられているのには、石綿が、

E正被えf ンイヒするようにはたらく号 |き金( イ ニシエー ター) となる恐

れがあるのか? 他の予初。ン物質のはたらきをたすける( プロモータ

ー) 物なのか? と し、う考え方のうち、特にタバコとの因果関係から、

プ ロモーターの恐れが大だと考えられている。

肺がんになる可能性は、J [ l 1 峨的に石綿にば〈露することによる危

険 が 5倍だとすると、石綿のばく露を受けている I喫煙者の場合は、

10X  5  (50倍) の危険度がある事がf伴ってきた。

現段階において石綿による E間半をさけるには、 l吸入性石締結以住の

ぱく露をさける事である 。

アクチノフイト アンソフイフイト

単斜晶体 斜方品系

緑味かかった白 淡 黄 色

こわい こわい

不可 不可

優 秀

ｏｾｏ Ｎ Ｘ＠ ｏｾＳ＠

陰 陰

中間速 中間速



法規制とその通達について

労働省「労働安全衛生法」労働者の促v来障害防止の観点カ= ら。

「じんj防法」

通産省「蜘叫克界の石綿規制イ仁J

建設省 rl 次付け石綿の対応について」

環境庁「建築物の改修 ・解体に伴うアスベストによる大気汚染の防

止について」

厚生省「アスベスト廃葉物の処理について」

アスベスト製品とは

石綿合有建築材料 セメン卜、けし 、酸カノレシウム等の原料に石綿を

補強組む村長として混合、固形化された成形品がある。

以下は切り換え完了品

① I!欠付け石綿( 含有量 5 %を? 越えるもの) 日召和49年 製造中止

②石綿含有l阿寸けロックウール 昭柄] 55年製造中止

③ ビニーノレアスベストタイル 昭和60年代倭品に転換

E石綿管 昭和62五阿て替品に転換

⑤石綿けい酸カノレシワム保狙材 昭 和55年頃代替品に転換

⑥石綿けい酸カノレシウム板 平成 4 年 7 月代替品に転換

現在、合有率の低i成代替切り換え推進中としては下記の通り

①住宅屋根用石綿スレート

②i師長石綿スレート

@河ヨ京市セメント板

任〉パルプセメント板

信芳申出成形セメントキ反

代替について

アスベスト代替製品い、う観点ては、アスベストに代わる縦断勿

質を使用しないて. 代替が行われた物もあるが、

石綿管→ポリ境化ピニノレ管

その大部分は、アスベストの千ザd繊維をナ探究し、 それが製品化さ

れた場合、従来品( 含有アスベスト品) との色々な怠昧での差が、

出る為に、各社の切り換えが、進行しない要因でもある 。

千ザ占紘lit:伎としては鉱物繊維として下記の結t維が考えられる 。

セピオライ卜、ロックウーノレ、アラミッド繊維、 リン級紙、佐、ワラス

トナイト、ソーノトライト、セラミックフアイノ f 一、ガラス。

今後の対応

鉱物性粉じんを、人体にH及い込む事によって、制Eに惑いii 淵 iが

ある事は、確かである 。 よって無石怖の材料しか扱わない事が健康

的である。今各材料に、アスベストが含有されている物には、材料

には、 20mm角の白抜き a マークがあるので、半IJ別はで、きる。但し重

量の 5 %未満の合有品は除外されている為に、完全 Oの為には購入

の際に当分の聞は、完全ノンアス品を指定されたい。

含有材料を施工する際は、平成 4 年 1 月 労働省労仰陛準局安全

衛生部化学物質調査課編「石綿含有建築材料の施工における作業マ

ニュアノレ」一石綿粉じんぱく露防止のためにーに基づいた作業を行

う Ｔ ｴｾ をおすすめする 。

内容は、石綿合有建築材料の施工業務に労働者を就かせる事業者

が、作業前 6 hr による教育を行う 事、特定化学 |勿質等作業主任者の

退任、たい枕粉じん清掃責任者の選任、健康診断の実施、除じん装

置、呼吸用保殻具等の整備、他言忍等である 。

おわりに

アスベストそのものが、職業的ば〈露を、完全な保護具現Jf ，しで、

受け続けても、 20- 30年後にしか、その問題として表れない遅刻'!J 全

である為に、又個人の体力差によっても、その影響の表れ方が、異

なる為に、非常に安易に、使用されてきたが、今ここで危険と思わ

れる物は、使用しないとの声を、生かし代替品に変わりつつある。

私遣は、吹付け石綿て二完全な無石綿かどうかの判定て二悩んだ、

ｩｾ 重な経験から、再度完全石綿 Ｐ の製品を指名し、そういう物しか

使用させない姿勢を続ける事が、安全な生活環境を取り戻せる u佐ー

の方策であると思う。

(ま つもと ひではる/ ニチアス側主l ! 材卒業本部大|仮営;業者11設庁，-nト! 手直球)

〔容考文献〕
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2) 石 綿 含 有 処 築 材 料 の 胞 工 に お け る 作 業 マ ニ ュ ア J " I i l l 設芸能労働災符防止協会
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各論w・環境共生材料への取り組み

透水性セラミック舗装材

口

加藤彰助

近年、舗装を通して雨水を地中に浸透させる様々な透水性舗装材

が開発されて来ている 。不二見セラミック( 掬の舗装ブロック「ナチ

ュラノレウオ ー ク」は、透本機能に加えて、下水汚泥焼却灰を原料と

したリサイクノレ製品として I記庄特に注目を浴びてし、る 。

「透水性、舗装材に注目したのは昭和58年のころからですが、本

業であるタイノレ製造のヵ、たわら、将来の成長商品と位置室づけて開発

に取り組み始めたわけで、す」と製品開発のきっかけを村Y額芳正社長

は言吾る 。

最初、伊豆新島産の抗火石を主原料として透水性タイノレの開発に

成功した。 しかし、タイノレてやは施工( :1Qι 売があるため厚みのあるブ

ロックにしたカ、ったが、原料がコスト高になる 。 そこで各自治体が

共通の悩みとしている下水汚泥焼却灰に目をつけた。汚泥焼却灰は、

埋立地が年々少なくなっていくため、各自治体ともその資源化、有

>;().坪IJ 用の研究に] 絞り組んでL、る。 同社は名古屋市の焼却灰てー試験を

進めた結果、十分な透7. K 係数をもっ舗装ブロヅクの開発に成功した。

これカf昭和60年のことである 。

「焼却灰の成分は季節によ ってはもちろん、日によっても大きく

変動します。 この変動しやすい焼却灰を原料として使うためには他

の言葉業原料や' 宵沖オなどと混合して、できるだけ安定した成分とする

こ1: . iJ f第一剰牛となります。」

当初は焼却灰の混合比率を 3 0 %とする透水ブロックの生産を開

始。雨の日に水溜りが出来ず、ノンスリッア| 全に優れた舗装材とし

て歩道やコミュニティ広場向げに販売カ言行われたカ効fto;!;i:は透*' 1企と

強度が即刻列することだった。

透7I " の原理は、焼却灰と粘土や骨材などを混ぜ合わせた粉末をプ

レス成型し、千百度の高温て芳成する I時に、灰が融けて周りの干l. ;j<;i
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に付帯することによって、無数の気孔を生じることにある 。 この気

孔が多ければ岳地は向上するが逆に空隙率が増えて強度が落ちる 。

61年から名古屋市下水道局との共同研究に入札強度の向上をは

力、ることにし fニ。

平成元年に名古屋市で開催された世界デザイン博会場では、参観

者が休息、するオアシス広場に ー 対立に使用され、互の暑い期間 ｾｰ ( こ*

を霧状に撒き、憩し、をとる人々に涼しさを提供した。 その涼しさは

軍創犬の水を浴びることからだけでなく、プロ ックが保水した水が蒸

発する際に気化熱を奪うことからももたされた。

平成 3 年にな って'骨材の性質を変えることなどで、強度は 3 倍、

透水性は 2倍に向上させることができた。 さらに焼却灰の混合率は

当初の3 0 %から 5 0 %に」こがった。この強度はセメント製のインター

ロッキング ・ブロックを上廻った。 カラーノリエーションも 6 平封頁

を用怠した。

このナチュラノレウオークの生産は現在同社岐阜工場の一角てヘタ

イノレの生産設備も利用して行われている 。 もともとリサイクノレ製品

はコストのかかる宿命にあるが、自然環境の保護や廃棄物の有効活

用、エコロジー問題などが地羽近l句な規換で論じられてきている現在、

将来に向けてナチュラノレワオークの果たす役割は大きい。

「当社は単に製品を作って売るのが目的ではありません。 これま

でのノウハウを多くの自治体に夜討共し、排出される焼却灰を、自治

体が設置した工場で製品化し、地域毎の完全リサイクノレ化のお手伝

いそしたいと忠、っています。海外諸国にも同様のアプローチをし、

世界の環境行政に少しでも寄与したし、。 これが我々のタ ーグ、ツトで

あり、夢でもあります。」とやl瀬社長は夢を語っている 。

( かとう あ きひろ / 不 二 凡セラ ミツ ク(側 企i匝l室 長 )
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各論w・環境共生材料への取り組み

緑化基盤用コンクリート

口

柳橋邦生 1<1.カ

はじめに

地対頃: l :Jt 問題が大きな社会問題となってきたのに伴い、建設分野

でも建剖宛棄物の処理技術や建設材料の再利用技術、木材等の天然

材料に対する代替材料技術などが注目されている。さらに都市やイ

ンフラス トラクチャ ーと 自然との調和を図るための材料技術の重姿

度も増加している。このような材料のひとつとして植生ブロックや

緑化ブロック、繰イヒコンクリー卜と呼ばれるキ[ 臨比可能な緑化法銀用

コンクリー卜が建設会社、セメントメーカーなどで研究され拍めて

し、る。 2 ) - 6弘

筆者等カ切T究を進めている繰化基盤用コンクリ ー卜 3)の梢成を因 。

に示す。この緑化湛盤用コンクリ ー卜 は写 真 @に示すように実証実

験により芝の生育が良好であることカ苛rff 認されてし、る。緑イ回忌盤用

コンクリートの骨格は砕石や軽量骨材ーを小量のセメントペース卜てや

結合した述続空隙ia化体である。空隙音I1には1! t ]' cTI と肥料が充填さ

れ、硬化体上音Ilには土壌菌を含むi.¥! l - い土用が困者されてし、る。

緑イt泣き盤用コンクリ ー卜 は、植物民支i音が可能であるとともに土壌

に上ｴＮＮｾ攻して強度が小返めて高いことが根子徴である。

用途

緑化基盤用コンクリ ート は、土壊や樹: 佐賀つ材料をベースとした緑

化基盤では永続的な植栽が難い、急斜面や鉛直而の緑化、水による

伝食を受けやすい斜而の繰化、緑イ回圭盟主の11産量化、緑化基盟主の5釘支

図。 緑化基盤用コンクリートの構成3)

7:fl2 砕石又は

ｾ ，＠ 軽量骨材

の向上などを目的としている。建築物ではタH笠面、ア トリウムの壁

面、屋上、外部空間、彩ｾＪ空間などが適用対象として考えられる。

技術開発上の問題点

緑化恭蝶用コンクリートは、圧縮強度などの力学的機能 と 同時に

植勅機能力 f求められる。キi朗、易機能の商てやは、コンクリートを良質な

土壌粂件にいかに近づけることができるかが重要で、ある。 表 。に植

物が他全に生育するための土壌条件を示す九通常のコンクリ ート

は、根の進入が不可能でありかっ1!T.ド|笠も少ない。また、 セメント

に起因するアルカリの浴出が多〈、カノレシウム以外の肥料成分が不

足している。

したカ言って、緑化基盤用コンクリ ート では下記の 7 点について技

術開発が必要である。

. 1l I : アノレカリ' 1:1

・T深水性

・透 水 性

・担張り空間

- 発芽空間

・栄霊安

・力 学的性 質

技術開発の現状

上記の技術作謝留に対して、す雌緑化 基皇制コンクリートの研究

開発や苛喋化を行っている各社の角柑識を表 @にまとめる。

土壌における固相率は5 0 %以下が望ましし、が、骨材およびセメン

トペースト部分だけでも約60%以よの固相率がある緑イt法 務 用 コ ン

表。 植物が健全に生育するための土壌条件 1)

指 4票 最 適 { 直

透水係数 10- 'cm/ S以 上

有効水介 10gf / 1∞gf 以上

固相率 ＳＰｾＵＰＥ＠

土壌反応PH( H，O) ＴＮＵｾＸＮＰＨ 高くても ＹＮＵＩ

全窒素 0. 07%以 上

有効燐酸 10mg/ 100gf 以 上

置換性 K 0. 6mg/ 1∞gf 以 上

置換性Ca 2. 5mg/  I  OOgf 以 上

写真。 緑化基盤用コンクリートの実証実験( 張リ芝3ヶ月後) 表 @ 緑化基盤用コンクリートの開発課題と各社の解決策

緑化コンクリート ビートモス改良土 現地土喰
開発課題

根張リ空間

発芽空間 保水性 透水性 アルカリ抑制l 栄養分

圧 縮 強 度

備 考

及び透水性 ( kgf/町，)

保水材
連続空隙

低アルカリ性 肥料の充

実 証 実 験

竹中工務庖 硬化体中の空隙 薄庖客土 ( 弱酸性)
セメント及ぴ 場及び土 ＵＰｾ Ｑ ＰＰ＠

の充I量

硬化体
中辛口処理 1褒菌類

終了

秩父セメント* 硬化体中の空隙 同左

土壌粒子 連続空隙

塗 膜

肥料の

研究中
の充I轟 硬化体 充填

硬化体中の空隙

有機質固 連続空隙 有機質固

事業化 l  

ジャグラス* 及び有機質図形 向左

形骨材 硬化体 形骨材

骨材の分解

三井建設* *  硬化体中の空隙 同左

保水材の
連続空隙

強度は通常

充t慎
硬化体

のコンクリー 研究中

ト枠で負担

小野田セメント
硬化体中の空隙 同左

保水材の 連続空隙 肥料の

前回製管* * 充場 硬化体 充司量

ＸＰｾＱＳＰ＠ 研究中
緑化コンクリート ビートモス改良土 現地土i裏

* 特許情報による銅査 *  * 新聞書紙による鋼査
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クリ ート の場令には内部に保y同 オを芳ジ反する こ とにより固相率が柄

加し空隙は減少する。各々の緑化基 蝶用コ ンクリ ート の空隙率の範

囲は30- 40%である。

各々の緑イ回忌盤用 コンクリ ー トは初期の施肥は行なっているが、

メンテナンスぞ考慮すると追JI巴が不安であることカ望ましい。 この

点で筆者らは土壌に生息する菌類と空隙者1Iへの充填物としての1: !Tド

性の 付 与と ｊ 潟市 主 化 する原料および後述の ￬ｾ ｕ ＮＧ ， アノレカ リ の ｲｬ Ｍ ｉ 手 ｉｊ を目 的

としてピートモ スをイ実用 してい る。

アノレカリの抑制につ いては、通常のポノレ トランドセメン 卜をイ却 11 し

でも問題が少ないい、う報告4)があるが筆者らの研究では、硬化後の

アルカリが少なし、高炉C 種 セメントの使用や中和処理( 妙搬二アン

モニ ウム j容液のl噴霧) の有無により植物の生育に違いが見られた (表

0 ) 。将通セメントを使用した場合、硬化体から j表出する強アノレカリ

は空11J，t に充填したピートモ スて1上|ー分に 巾和されず、芝の成育に恐

121邦 ill を及ぼしたと考えられる。

緑 化基蝶用 コ ンクリ ー 卜 の圧縮強度は毛 ｾ ｕｅ のと こ ろ Ｑ ＰＰ ｫ ｧｦＯ｣ｭＧ 前後

てある。今後、構造体を兼ねた用途に使用するためにはさらにお強

度化 を図る こ とが必要で‘ ある。

y玩Eの 紋イ也き盤用 コンクリ ー トは研究段階のものが多く 、 ほとん

どが植物として芝や草花を使用している。適用植物の選定は緑化基

悠 コンクリ ート の性質および中齢比目的、メンテナンスを考えると自

ずと 制 限されるが、今後建築物にとりし、れるためには革本だけでな

く低オミ類をはじめとするオo ドを植栽するブア法についても検討が必要

表@ アルカリ 溶出の防止による植物の生育の違い( 芝張り後 1 ヶ月)

1 セ メ ン ト の 種 類 | 普通セメント | 高炉 C 種セメント| 高炉 C 種セメント

中和処理 |  なし |  なし |  あり

根の進入長さ (mm) I  10 I  25 I  35 

写真@ ベルシ一体育館

筆 者一覧

柳 橋 邦 生 駒竹中工務/ ; 5 技術研究所( 文氏}

佐久間 護 側 竹 中 工 務 底 技 術 研 究 所

池 尾 陽 作 鮒 竹'1' 工務庖技術研究所

米還 敏男 側竹 ｲｬ Ｇ｟｛ｾ 奇応技術研Ｇ先所主任研究ｌｊＮ

安藤慎一郎 胸 竹中上木技術開発本部

半田 栄 一 J l 本化学工業側研究開発本部室長

久 松 園男 11 本化学工業側研究 l時J 1 吉本部部長代里J1

である。

今後の展開

近年、建築物に緑化をとりいれて周囲との景観の調和1を図った建

築物が登場している。フランスのベノレシ一体 育 館 ( 写真8 ) では芝

により畝おした宇醗ヰ而を! i l l : 築物にとりし、れてし 4 。 また、 図@ には

隣接する公園と建物を述統的 に純化し、建物周囲のtil-観との調和 を

図った建築物の例を示す。

緑化基盤用 コンクリ ー トはこのような壁面や法商に適用すること

が可能で、あり 、緑化による長観修復、自然との調和を強調した! i l l :

築空間を実現するための材料として使用されていくと考えられる。

さらに都市インフラストラクチャ ーにおし、ても自然の 11I 1:tsr と景観の

向上を目的として紘化基盤mコンクリ ー トの使用される機会が明加

すると考えられる 。

〔参考文献〕

1) 輿水E在、主主築空 I1¥' Jの紋化予法、 II{{ 利 60年、彩回全土

2) *) ; ¥フラワ ーショウ資料、 1993

3) 緑化コンクリートの研究、そ の 1 - 4 、1993、 n 本建築・下会大会' ' j ' "術制集

ｷ 凶 ｾ￮ｲｬＧＩ

4) 公 l持l特 許 平4- 89919

5) 公 併l特 汗n百53- 114204

6) J l ; 経コンストラクション、 11- 13、1992

7) 峨 n剛、コンクリー卜を紘化する、セメン卜工業、 No. 288、1992

8) 椀 n側、コンクリートを紘化する、セメン卜 ・コンクリート、 No. 533、1991

ＹＩ 柄 ｊｔｉ 広文他、透水性吹き付けコンクリートの開発、 ｊ 二木Ｇ下会 ｩｬ 三次・戸干 ｦｲｾＱ 位協会議

ｩ￭ｑ 板概集、 ｾＵ 部、 ＱＹＹＱ

図 @ 隣接公園と建物を連続的に緑化した例
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透水性舗装

はじめに

戦後、我が国経済は世界に類をみなし、ほど急速に発展を遂げ、今

や、経済大固としての不動の地位を築きあげてきた。

しかし、これら急速に発展してきた経済の陰には、如何なる力を

持ってしでも完全には径b c し得ないであろう自然環境の破壊を伴っ

てきた事も歪めない史実であり、この事は、昨今、社会問題として

提起されてきた大気汚染あるし、は温H麦化( 知昆の上昇) 、地盤沈下( 地

下水位の低下および枯渇) 、生態系の変化等から容易に推考すること

ができる 。

このような事から、近年においては我が国のみならず世界的規模

での「地羽迂策境および自然環境等の保護」が強〈叫ばれるに至り、

その対応が急がれている王則犬にある。

本舎は、このような背景を踏まえ、自然に僅- しくしかも生活環境

の改善。等に寄与する「透水性舗装」の概要を紹介するものである 。

透水性舗装とは

透* ，性舗装とは、 図 @に示す通り舗装f本を通して雨水を直接路床

( 地盤) へ浸透させ、地中に還元する機能を持つ舗装を言い、次の

ような利点を有する。

⑪: 直生等の地中生態系の改善と保護

笹》也下水のi函養

③気温上昇の軽減

④下水道の負担軽減と都市河川の氾、濫防止

⑤ 公 共7J q 或の汚濁軽減

⑥路面排水施設の軽減もしくは省略

⑦供用性の改善 (i 骨り抵抗の増大、* 溜りの防止、陛惑の軽減)

舗装構造

透*'1全舗装に係る舗掛蒋造は、供用創牛( 交通量) 、路床( 地盤)

図。 透水性舗装概念図

旦
下

舗
表 ・ 基 層

( 透水性)

装

体

よ

上・下路量産

( 粒状材)

フィルタ一層 「一「

( 砂) い 憂 |

路 床 1 j !  1  
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香川保徳

支持力、材事半侍l全等の条件を加味し、「透水性ノ、ンドフ) ク」あるい

は「アスフアルト舗装要綱 ( CBR法 or弾性理論法) J 等に準拠し求め

ることカ主てやきる。

表・基尼『とは、快適な供用性を正樹寺し且つ載荷される交通荷重を

路盤に均等に伝達し、また路盤は、これら伝達された荷重を拡分散

し路床に伝へ路床はこれらを支持する。加えて、フィノレタ 一層は、

浸透水による路床の軟弱化を防止すると共に貯水層としての働きを

になう。なお、透* 性舗装に使用する路盤材は、透水性能等を考慮、

し、クラッシャーランを標準とする。 (図8)

舗装材の種類

透水性舗装( 表層) 材を大別すると 図 @の通りとなる。

@ 透 水 性 ア ス フ ア ル ト 舗 装

透水性アスフアルト舗装とは、熱可塑性パイン夕、、( アスフアルト

類) を結合材とする加熱混合型混官物による舗装てや、種々ある透水

性舗装の中では最も歴史 ( 1970年代に施工開始) が古い。透水性ア

スフアルト舗装の種類を以下に記す。

① オープングレー ド( 以後間粒度と称す) の骨材 t ストレート ア

スフアルト( 以下ストアスと称す) を混合した最もオ ー ソドックス

な透水性舗装。

② 上 記 ① に 顔 料 ( 無機質弁柄) を添加混合し赤褐色に着色した弁

柄透水性舗装。

③ 開粒度の骨材とカラーアスフアルト( 別名、 11兇色アスフアルト

またはカラーパインダ、以下カラーノ f インダと称す) に各種の無機

質顔料を添加混合した透水性カラ ー舗装。

④ 川砂涼I同 よ び}II 砂( 山砂) による開粒度の骨材とカラーノ f イン

ダを混合した自然色透水性舗装。

等々がある。 これらのうち、ストアスをノ f インダとする① および②

は、カラ ーパインターを使用する③および④に比べ安価で而f荷、耐 候

性等にイ憂れるものの、彩色が黒色および赤褐色に限られる事から美

図 @ 舗装構造の一例
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観性に乏しく景観舗装材への適用カT難しい。 このようなことから近

年では、これらの路面にカラー樹脂を l吹き付ける工法も開発されて

きている 。 これらの施工は、基本的に通常行われているアスフアル

ト舗装とほぼ同様にあるが、②の顔料による着色舗装域は③、④の

様にカラーノ f インダを使用した場合は、再加熱による補修が困難( 変

色) なため注意し、施工する必要がある 。 なお、これら透水性舗装

のいずれも透水機能の保持のためプライムコートおよびタック コー

トは4子わなし、。

@ 透 水 性 コ ン ク リ ー ト 舗 装

透水性コンクリート舗装とは、前記、透水性アスフアルト舗装の

欠点すなわち夏期高温寺の弱体化および目詰まり等をカバーするべ

く開発されたもので、微細粒子を除去し長期に亙って所定の空隙が

確保できる様に調合した Ｇｉｾ 材とセメントおよびポリマ一等からなる

低 ス ラ ン プ ( 2 c m手車支以下) の生コンクリ ー ト( 曲げ強度25- 45kg

f/cm程度) による舗装で、その施工は、コンクリート製造工場で所定

の配合に製造された生コンクリー卜をダンプトラックて現場に搬入

し、自走式フィニッシャあるいは同栂織の敷均し機で所定の厚さに

艇勾し、直ちに特殊締固め機械( 接地面を広〈加工したコンパクタ

一等) およびパワー卜ロウエノレにより1 : tJ 二げる 。

なお、当該工法においては、多様なニーズに応えるべく、生コン

クリ ー卜 製造段階において種々の無機顔料を添加混合しカラ ー化し

たもの或は凝結完了直前に洗い出しを行し、美観性を持たせたもの、

等 が出現してきている。

@  透 水性樹H酷甫装

透水性樹脂舗装とは、細骨材 (5 .0- 0. 6mm) とパインダ( 結合材

てや高分子樹脂) を常温で混合した混官物による舗装で、施工厚材を

5  - 15mm程度とする舗装ててある 。 これら混合物に使用する骨材に

は、人工あるいは天然に産出される骨材( 有色) と高分子系骨材( ウ

レタン或はゴムチッフ等) 等があり、各々の目的に応じて使用され

る。 また、これら樹脂混合物を用いた殆どの施工は、人力により行

図 @ 透水性舗装の種類

|| 透 水 性 舗 装 11

| 透 水 性 平 板 ブ ロ ッ 夕 刊 11

われており、モルタルミキサ一等により現場て混合した浪官物を人

力て] 脚勾し、直後に木銀等により仕上げを行う 。通常これら透水性

樹脂舗装は、使用する骨材の種類によって様々な性状および色彩の

路面が得られる事から景観舗装材として各戸斤て適用されているもの

の、樹脂を多量に使用する事から他の工法に比ぺて高価で、而も、

天然骨材等を使用した硬質路面においては、 JI 5I . 縮ひび官Ij れの発生が、

また、高分子系骨材を使用した神性路面においては、湿潤時の滑り

現象等が懸念される 。

。 透 水 性 判 反 お よ び ブ ロ ック舗装

透水性平板舗装とは、前記、透水性生コンクリー卜による工場加

工による平板成型品を表層材とした舗装を 言 い、その義母ｾには、コ

ンクリー卜そのままのもの、生コンクリート製造時に顔料ぞ添加し

着色したもの、コンクリート平板の表面部 l O- 20mm程度を樹脂加工

したもの等がある 。

一方、透水性ブロック舗装とは、透水性平板と同様に工場で加工

成型されたブロック( 縦、横、厚さの何れかの偏の比が 2 程 度 以 内

のもので I L Bに代表される) による舗装である 。 これらいずれの舗

装も前記、透水性樹脂舗装等と同様に美観性に優れる事から多用さ

れる傾向にあるものの、高価で長い工期を必要とする、等の特長を

有する。なお、従来より行われる平板舗装等は、基盤支持層として

基礎コンクリー卜府が設けられるが、当該、透水性舗装においては

透水能の関係からこれら基礎コンクリートに換えて透水シー トを路

悠表面に敷設し、その上部に平板を敷設する方法も採られている。

しかし、この場合、浸透水による路盤の軟弱化等が考えられ早期に

路面破壊を生じる事があるため、車道或いは駐車場等においては耐

久性の面より基層に透水性アスフアルト或は透水性コンクリ ー ト舗

装を行うのが望ましい。

@  その他

ιλ 上に記した透水性舗装材料のほかに、本来透水性舗装を目的と

しないものの透水機能を併せ持つ「木レンガ舗装」或は「天然芝舗装」

ならびに「人工芝舗装」等がある 。従って透水性舗装材の選定に当

たっては、これらも含め十分検討する司王が肝要である 。

おわりに

ιμ 二、透水性舗装について概要を記したが、施工当初より課題と

された盛竣等による目詰まり処理も、高圧洗浄或は高圧バキュ ー ム

等の工法が開発されるに至り、各所で透ホ機能の回復が行われてい

る状況にある。

一方、大型車が通行する車道或は駐車場等への適用については、

未だ、浸透水による路床の悪化或は繰り返し荷重に対する耐荷、耐

久性等に問題を残している状況にあり、全国各地で行われている試

験施工の結果に期待するものである 。

( かがわ やすのり / 大 林 道 路 側 大 阪 支 底 工 事 第一 部 次 長 }
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各論v・環境共生住宅への取り組み

地球に優しい街・住宅づくり

口

小椎八重猛

はじめに

;)11)+1の福岡の東方、新宮町に「コモンライフ新宮浜」という住宅

団地があります。玄界灘に臨む防風オ本を背景にした緑あふれる落ち

着いた住宅地て、す。通過交通と生活密者交通を区分した道路計画や、

民民境界あるいは1主J民境界守生け垣にした緑あふれる街並作り等い

ろいろな特徴がありますが、何と言ってもこの団地 の造成工事がこ

の住宅地のコンセプ卜を如実に物語っています。

コモンライフ新宮浜はもともと固定公閣の中にあり、松の緑あふ

れる緩やかな起伏のある土地でした。そこを住宅地にする時に設言十

者は、できるだけその緑を残したい、自然環境を残し た街作りをし

たいと，思いました。自然の起伏をのこしたまま、植わっている松の

木も可能な限り新しい団地の緑として残す、そんな街作りの夢を描

いたわけです。

そこで、造成工事の段階になって、まず残す松の木に目印になる

ようにテープを巻いて回りました。次に土砂ぞ移動するのには、大

型のフブブ、守、ノルレド一ザ、て

まし fたJ 。それにより、自然の起伏をできるだけ残したまま、住宅の

配造計画を考えるようにしたわけです。もちろん、道路計匝i tJ f.ii:*

のように 6 Mの道路が縦横に走る効率の良いものではなくなりまし

た。その代わり、曲線によるノレーフ勺犬の道路が多くなり、通過交通

をシャットアウ卜した、より住民の生活に宿着した道路( 生活道路)

表。 環境共生住宅・建築物の要素技術の例

省エネルギー 自然・未利用エ リサイクル等資 廃棄物処理

ネルギーの活用 l l ! の有効利用

本 体 高断熱 太陽電池 リサイクル資材 コンポスター

高気密 ｊｾ ッシブソーラ リサイクル型枠 ごみの分別処理

住

高効率設備 高耐久性情造

P  

節電機器 太陽熱給湯 節水設備

住

練

サンルーム

建
外情 落葉樹 ソーラー外灯 雨水利用 合千赦主主里i争化槽

築

土の庭 コ ン ク リ ー 卜 土犠浸透法

物

の再利用

団地 ・地区 地域冷暖房 コー ジエネレー 中水道 ゴミ集配 ・

ンヨン リサイクル

ゴミ廃熱利用

下水j克熱利用

が誕生しました。そして今、コモンライフ新宮浜は、 1ω+1北部地域

において、他の手本となるような住宅地に成長しました。

近年、「環境共生住宅」という考え方が提唱されるようになりまし

たが、コモンライフ新宮浜は「環境共生住宅」の実例としてとらえ

ることがで、きます。

環境共生住宅の紹介

二 酸化炭素の大量排出に伴う温室効果による地酬昆l暖化をはじめ、

地球規模での環数党問題への対応が国際的な説ザ垣になっています。な

かでも、二酸化炭素の排出に直接関係のある化石燃料の使用の削減

が強〈望まれています。

しかし、たとえばできるだけ冷房を使わない生活をしようと忠、つ

でも、元来冷房を使うことを? 前提として設計された住宅では、 n互

の蒸し暑さ、寝苦しさに対応するのは、柏村的苦痛以外のなにもの

でもないということになりかねません。また、 n冬の酷寒のなヵ、て。

囲炉装やこたつだけを頼りに暖房なしで生活するのは、今まで普通

に生活してきた人にはできないことです。

そこで、このような地球規模の環境問題に対応すると同時に、私

たち身近な環境ともうまくっき合いながら、しかも居住環境同情・

改善していこうとし、う「環境共生住宅」なるものが研究され、抱! 日

されました。環境共生住宅の定義は次のようになります。

自然環境に折り合

う、設計上の工夫

採光通風ポイド

屋上植栽・菜園

ひさし ・ルーパー

色彩及びデザイン

植 樹 ・植 栽

緑化車庫

地下水の; 函饗

菜園

ピオ卜ーブ

緑 地

植樹帯

透水性舗装

自然地形の活用

( パンフレットrEARTH SWEET HOMEJ環境共生住宅研究会編より転鍛)
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環境 共 生 住 宅 の 定 義

バンフレットr E AR TH S WE E T  HOME J  ( 環境共生住宅研究会編より)

地球環境を保全す るという観点からエオ、ノレギー ・資源 ・j亮葉物

等の商で十分な回目& がなされ、また周辺の自然環境と親密に美

しく調和し、住み手が主体的にかかわりながら健康で|央通に生

活できるよう工夫された「住宅」及びその地 域環境の こと を言

い、地球と人にやさしい住まいの実 現 と普及をめざす。

環境共生住宅の考え方

建設省住宅局住宅生産課監修の頃境共生住宅宣言」という本が

あります。その本によると、環境共生住宅の考え方として次のよう

な言見明がなされています。

その前に、「なぜ事制E共 生 『住 宅』か」とし、うことについて少し説

明します。現在、家庭用として使用されている エオ、ノレギーの誌はさ

ほど多くないといえます。

しかし今後、住宅の面積が拡大し、健康で↑ 対車な生活が希求され、

住宅設備が大型化し、高度化するにつれて家庭て、使われるエオ、ノレギ

ーの註が、他の分野てや使われているエオ、ノレギーの量の伸び、に上回変し

て増大することが予想されます。

図。 環境共生住宅の三要素

地球環境の保全

1)省エネルギーと自然 ・未利用エネル

ギーの活用

2) 省資源( 廃棄物の削減 ・リサイクル

化)

3) 水資源の適正な利用・リサイクル化

周辺環境との親和性

1)周辺生態環境との親和

2) 立地条件に応じた自然環境の人工的

補完及び景観形成

3) 地域社会との親辛口あるいは地域社会

の形成

居住環境の健康・快適性

1) 室内外の温熱 ・空気環境

2)室内外の光 ・音 ・振動環境

その結果、「居住水準は向上させながら、エ」ネノレギーの消積立は抑制

しち祝Eのレベノレを五回寺するか、あるいは可能なら i戚らしていく」こ

とが、重要な課題とされています。 そのような状況の中て¥提唱さ

れたのが 「環境共生住宅」というわけです。

王制E共生住宅の実現に当たっては、次のような点における行動が

必要とされます。

① 日常生活に使用されるエオ、ノレギー立の抑制。

@ 高気密 ・高断書ヰげ主宅の実現。

@ 自然 ・未利用エオ、ノレギーの活用。

②住宅を建てる時に使用されるエえ、ノレギー註の抑制

③住宅に使用されて いるあ らゆる材料の製造 ・運 搬 ・建 設 ・使

用( メンテナンスも含む) ・廃棄までにかかるエオ、ノレギーの向IJi.成。

⑮生態系への負荷( インパクト) の削かL

時 ＨＱ Ｙ Ｑ ｝Ｉ 商 ｩ 制オの伐採・建築廃材の処理 ｏ ｾ￪ 楽 Ｉ ・ 宅 地 造成等の

自然環境を悪化 させる要因の削iJ.iXo

己中 ( 例) 住宅の寿命を長く し、材料 のリ サイ クノレを行う。

③ 自然環岐を最大限利用て冶る工夫

これ らの項目につ いてどのようなことが可能か、考え られて いるか

については ( 表。) を参照して下さい。

こうして実 現て冶る環境共生住宅の五P ドコンセ プ 卜は、次の 3 つ

の要素になります。 ( 図@参照)

環境共生住宅基本コンセプト

{ 環境共生住宅宣言及び環境共生住宅研究会レポートより)

①d: t捌 迂駒Eの保全司L ow I mpact  

地球環境に対する負荷の少ない住宅 ・街作り ・生活をしよう 。

② 周辺環境との親和I:!E司Hi gh Cont act  

身近な自然部境とうまく調和し、生活のなかに取り入れてい

こ フ。

③ 居 住環境の倣y来 ・快適性=T H ealth&Ameni t y  

住まいとして基本的な条件封筒たした住宅で、健康的で快適

な生活をしよう 。

47 



私たちの取組

当社においても冒頭で説明しました街並み作りの例の他にも、環

境と共生するためのいろいろな試みを行っています。 たとえば、工

場出荷材の梱包を改善し廃葉物を減らす工夫、ノレーフパノν コニーや

ピロティ風の空聞を生かした C 〆ーン ( 図8) の提案、高跡前/ ¥. 高 気

密住宅の企画等です。

このような中で、 当榔怠合住宅研究所のグループが献立共生住 宅

アイデアコンクールにおいて「玄o E ; 微小エオ、ノレギ一車続日の家」を

提案して、専門アイデア部門て漉秀賞を受賞しました。

グルーフ。の提案は「自然と建物が→本となり、身近な自然の微少

エえ、ノレギーと資源を統合 ・整合的に活用し、人と環境が共生する ト

ータノレな住システム」の提案であり、痛みつつある地球を救うため

に、負のよ立産を子々孫々に残さないために我々の一人一人があらゆ

る可能性を模索して、自ら実行できることが何かを模索するもので

した。

地球環事実と調和し、 しかも↑ 対直なライフスタイノレを住宅に取り込

む守待費洪生住宅」を 実現するための解答に「答え一 発 ; 単純角平」

というようなものはありません。住宅の計画、住宅の施工そして住

宅での生活を通じて、非調和をより減少させる小さな技術を積み上

げることによる労法が一番の近道といえます。地溺迂稔境との調和を

図ることにより生じる微小なエオ、ノレギーの集積が総和としてのカを

図f } C. Z ONE(空間要素)

光
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①tシ 川 ル 刊ー}

S Y MBOL  TREE 

裏 ｵＮｴｬｬ 勺Ｎｾ細い ｟ｴｴｳ ｬｴ ぞ園 側 ｉ ｴＭ ｨ ＢＧＩｴ

キu‘ 刻"ニ命令τ党争. . レー tl :

い わ ＱＱＮ 舗のフ‘ｾ，ーで守

発揮するといえまするそ して、そ のような住宅を ｲｾ￴ｅ ; 微小エえ、

ノレギ ー総ｾ日の 家」 と呼びます。

たとえば、咋今私たちの生活を便利なものにするために、いろい

ろなエオ、ノレギーが使われていますが、ややもすると使いやすく効率

の良いエオ、ノレギーだけカ守利用されて、かなりの部分のエえ、ノレギーが

未利用のまま捨てられてしまっているのではないでしょうか。いわ

ば「エオ、ノレギーの片食い( 偏食 ) J という状態で、捨てられてしま っ

ているエオ、ノレギ ー の活用を考えるだけで、も、 ｲ ｾδｅｊ の実現に一歩近

づきます。

また、自然の恵み; 風や雨、日光、木々の緑、水なども上手に利

用し、親しむことで湾域共生に生かすことができます。 たとえば、

雨水利用や透水性の舗装、風通しゃ日 当たりを考え、自然の地形を

生か した地域に合った住宅設計や団地言十画等がその例です。冬には

豊かな日射盆剖街呆し、互には遮蔽するような繰のカーテン等の提

案も行っています。

さらに、「環境共生は人間共生」で、もあります。人間も環境を構成

する重要な要素であり、人聞との共生を考えることも珠噴共生の大・

事な部分というわけです。当社に 「コモ ンライフ思想」というもの

がありますが、まさに「向こう 三軒両隣りのコミュニティ形成= 人

間共生」を提案しております。 コモンライフ思想、を実 現 したものと

して先述の「コモンライフ新宮浜J ( 写真&- - - 8) や「コモン シティ

星田 J ( 写真。) などがあります。

風



写真。

松の木や緑豊かな植栽がつらなるメイン道路に曲した街革み

写 真 @

ありのままの地形と自然素材を巧みに活かした外情

写 真 @

自然との共存を第一に考えた街づくり

おわりに

ι U二、環境共生住宅と私たちの取組について簡単に紹介して参り

ました。 もちろん、人聞が自然と共生するにはまだまだ考えなけれ

ばならないことが多くあります。たとえば筆者の友人は、田園地帯

に建つ 4 階建てのアパートの 4 階に住み、太陽の恩恵、風通しの良

さを満喫しながらも、互の夜、締め切った網戸の網の自をくく守り抜

けてくる 小 さな虫には閉口しています。また、新宮、浜においても松

林と隣接して住むためには、土壌の防掲政主理や除草剤等自然に骸響

を与えるような薬剤の使用については十分注意する必要があります。

また、環境保護のために投資した資金の見返りは投資者本人には多

〈返ってきません。子々孫々の幸せのため、地球の未来のためとい

う精神的な余裕が必要です。 そして、人間の生活は直接的な合理性

のみで営まれるものではなく、いわゆる文化という非合理的な面も

持ち合わせています。その意味で、環境共生住宅への耳対¥l l は、地球

環境に「楽しみながら貢献て' きれいづ環境道楽とも 言 うべき、

新しい考えの上に成り立つものかもしれません。

( 文資 こし 1;1.'え たりし / 積 水 ノ 、 ウ ス 株 式 会 社 技 術 本 部 謀 長 )

協力 野 田三郎 / 積 水 ノ 、 ウ ス 株 式 会 社 技 術 本 部 部 長

河戸 隆 / 積 水 ノ 、 ウ ス 株 式 会 社 技 術 本 部 課 長

写真。

道路であり、遊び場でもあるコミュニケーションゾーンrコモン広場J
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成層圏 ｾ ｾ ｾ＠

南極からの知らせ

「文明以前の遥か昔に向

かつて、 コアドリノレカちk の

中i采くはいっていく。 jkの

l符からは樹木の年輪と同じ

ように、気候についても 10

万 年ιλ 上もさかのぼって読

みとることが出来る。古代

の空気が入った気i包をとじ

込めたアイスコアは、大気

"1"の二酸化炭素の誌が変化

したことを教えてくれる 。

一 口、 一刀、十年と、どんどん普に Ir'l かつて帰り

進んで、 i奈さ 140mのところから掘り出したこの

アイスコアは 4000年前に降った省が氷になった

もので、この氷によれば、前桜からの知らせは、

あまり J込いものでl まな L 、。メタン、ストロンチュ

ウム 90、鉛、 二股イlゴ尖索の増加l' .  ..  .  .。

空気を ｾλ たのは私たち人間｝です 。 そして今、

その首長粋カ匂Zれ始めて L 、る 。

20年fjij 、手伴者たちは、人間のっくり出した化

£戸物質カサ也球を保議しているオソ' ンl符を薄くする

と7・言 していた。 それが古対立になって目立ってき

た。ふい昔I1分 li 危険な紫外線が地表に届いている

ところをナ示して L' J.>。 これには離も気がつかなか

ったが、 F宇7板だけは例外だった。 ここ市税て、理

論的研究をしていた 2 - 3 人の不同時守たちが、 rz

l音大気| 却の変化に気づき、人工のイヒ洋物質がその

世界をめぐるフ口ンの動き

森藤 皐 も り と う ま なぷ

大阪市都市箆備局営緒部機侃設備課主査

IO

J

 

水蒸気

E炉

ｾｘｽ 亙 間 ス ｳ＿

I 蒸気

して存在

原因であることをっきとめた。

国際協力によって化学物質の生j還を抑制するこ

とができるかもしれないが、破壊はもうすでに起

こっている 。 ｉ ｾ ｉ 分たちの住む世界に私たち人ｉｬｉ ｈ ま

どんな仕打ちをしているのか、手遅れにならない

うちに何とかし t':L 、と今日も調査研究がおこなわ

れている ...... J。

これは、このiiii まで市立平中学館で』映されてし、

t.: lI .央ITIu n荷物: i : : k陸j のナレー ションの一昔11である 。

ＮｩｬｬＺ々しいチェロの音色とともに、地ｾｦＮ勾Ｚ￬ＺｩＡｦＺｲＱＡｑを

訴えている 。

このように、フロン問題の発端は南極ｾからであ

った。

南極オゾンホールの形成機構

オソずンＡ荷 ｬ￭ 皮 ｊｊｾ に閲する ー 吻量的なメカニズムにつ

いては、すでに広〈周知されている 。 オソ' ン1171呆

i辺、フロン使rrWlltli lJ 'ニl測する啓発文牲でよく凡か

ける説明凶によれば、大気中に放出されたフロン

はやがて成層| 割に到達し、 そこで強 ｌ 、紫タトキｾを浴

びて分解し、取紫ぞ放出し、その塩素がオソ' ン1M

を磁波するとされている 。

50 建築と社会 ・1993，. 5

亙硝酸 ( N，O )

実際に、中総度地域ではオソε ン府は年々薄くな

ってきているが、オソ' ンホーノレが発生するのは北

抱 ｲｹｾ ｊＨの 一 宮 ＱＱ と陶磁であり、特 Ｎ に荷物止においては南

阪大陸がほぼスッポリと人るぐらい出資者である 。

フロンの生産および似lliiI は北半球において圧

倒的大部分を占めているのに、なぜT精鋭において

オソ. ンホーノレが11m者なのか考えてみることにする 。

成1r 3 圏でエアロソツレ( 宗のようなもの) になれ

る化学成分としては、所誠、町! 被、ノドJ英気がある 。

成層闘い、うところはすごく草色、た世界で、大気

闘では簡単に主主になれる水すらも、相当な低温に

ならないとエアロソツレになれないらし t 、。逆に言

うと、大気凶のi:r: iや笥ーは地表からノドが成j門閣へ逃

げ. ていくのを防いでいるわけで‘ ある 。

ｉ 淘唱を液 ｩｾｪ のエアロソツレは通常広〈世界に分布し

ているが、硝穂蒸気と水蒸気l立、通常は蒸気の形

で存在しており、前艇の冬季IiX: IM閣のように - 80.

C ぐらいの11ki.品にならないとエアロソツレにならな

い。 (図 1 )  

このようなことを念:iiJ¥において、 図 2 の説明文

を見ていただくと、丙手艇において大規，f 英なオソe ン

ホーノレが出来るのは、結論から 青 うと、 主原因は

フロンであるが、前担uの冬季、成府| 劃下古11に発生

する花ｲＦｩｉ，ｾ (ポー ラージ‘ ェット) や冬季の成! 百 l到の

山支低下により自主される川被あか、凶帥から

なる花臣成層閤宰 ( PSCs) にD)J 長されて起こると考

えられていることがわかる 。 市有ｾＡのオソ‘ンホーノレ

l阜、このように前給与f . ' f 有のローカノレ的な気象条件ー

に依存して起こるが、大切なことは、このオソs ン

破岐についても、地球全体の状況の周l央としてと

らえる必要があるということである 。

コペン八一ゲン会議の結果

' 92. 11にそン トリオーノレ議定占ー第 4 回締約国会

令が開催され、予想されていたように、特定フロ

ン ( CFC) に つ い て は 削 除 全J#. 州制が前倒しき

れ、また、これまで脱出1I の な か っ た 指 定 フ ロ ン

( HCFC) についても、あらたに Y将来上202併F全

j売とすることカ可決まった。

米国ては、特定フロンを使用するターポ冷凍機

はおよそ 8 万台と 言 われ、また国内てはおよそ l

万 6 千台で、そのうち地方自治体はその約1/ 8に

あたる 2 千台を保有しているとみられており、今

後、脱特定フロン化に拍車がかかることになった。

冷媒用フ口ンの種類と考え方、

各種フ口ンの地球環境に対する影響

表 1 に代表的な冷l成cmフロンを、 図 3 に終極フ

ロンの地対tEi 境に対する影響をアドレス化したグ

ラフを示す。

表 1 の太実線の下イJ l I J2 穏期は干' i 定フロンとして

新しく 1m予定された冷媒であり、それを使川する冷

凍機も，'1' ，てきているが、 123 i 令媒はオソずンli 皮成係

数 ( ODP) 、地刻、温暖化係数 ( GWP) ともにfib艇

の冷媒に比べ後れた特性を有しており、総令的に

地E閥 抗Eに優しいとされ、米|主1E P A  Ｈ環境保 ［ｲｾ

局) がCF C11の代替として受け入れ可能としてい

ることから、米llil ではすでに 3 千台線引している 。

しかし、オソ♂ン磁場i係数が全くの 0 てないため、

わが国の場令はオソ' ンl削指[ ( Qを由討会先とし、建設

干すが昨年10灯に出した設計器準によれば、同の行

庁では使JTJ できないことになる 。 いずれにしろ、

HC F Cであるため、 123i 令煤はJTVえ上2020{1"には

製造てきなくなる( 布I i 充F f J 冷媒が入手できる限り、

その後も冷凍機密恐伝することは可能で. ある) 。

134a については、 H F Cてーあり( つまり O D P=

0) 、 E P A が CF C12のft - 替として受け入れ nf 能

とし、またわが同建設省の基準をクリアーしてお

り、今後ずっ と伎町できる冷媒ではあるが、地球

温暖イヒ係数がやや百五 L 、ことや、市! 玉冷媒であるた

めI収機資絡者が必要であるなど、気になるところ

である 。高圧カ。ス取締法の改正により資絡者の緩

和1の到J きもあるが、現在のところ制昔11は詰まって

いないようだ 。 さらに今後 ｬｩ 、 ｬｪｾ 止 ｜￬ 令 ｾＱ 史ｦｬｊｬｉ寺の

成Ui 係 数若干を l次千円ーするため、混合i令煤をf史月] する

機器の開発もずーだ1されるところである 。

待ち望まれる理想の冷媒

1930年代に、フロンが発明されたときは夢の製

品とよばれ、以米、私たちは随分その恩恵に浴し

てきた。 しかし、その! t l て安定し過き' ているこ

とが、現在ーでは逆の許イ而ぞ受けている。

今後のオソ' ン1Mの磁波の進み方如何によ っては、

2020年旬発と決まった HC F C の吏なる前倒し机

tI日lが，'1' ，てくるのではないかとず氾1されるが、理! 元[ t

の冷媒 ( ODP、 G W P ともに 0) はまだ委が比え

ず、 2005年とも 2010年とも 言 われており、私た

ち、符非善設備; 訂n. ，こ携わるものにとっても、早い

開発古河与ちぜまれている。
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50km 
Wrf......................... ..... ..... ... .............. ........... ......... ..  .................................... 1/炉J;.

CI こ巨豆]二 ②NOx  

上部成層圏

30km 

下部成層圏

I Okm 

対流圏 CF Cs  
N，O  

(人間，舌動)
極渦 (冬季のみ発生) 土壊中バクテリア

/ / / / / / / / / / / / / / /  

( 凶立係地研究所編「南極の科学j より. ただし、一部追記している)

〈元素記号〉

C : 炭素

H : 水素

CI : 塩素

F: 弗索

Br: 臭素

CF Cs  ( ; アロンカe ス chlor. 

of l uorocarbons)  

C F C1I・・ ・C CI，F

CFC12 ・ー CCI ，F ，

HCF C22 ・CHCI F，

ノ、ロン1301 ・C F，Br

〈分子式〉

，0  亜酸化釜索( 地上では比較的安定)

N O  酸化窒素

N，O， 無水亜硝酸 ( NO+ NO，己 N，O，)

N O， 二酸化窒索または過酸化窒索

OH 水酸化ラジカノレ ( OH だけでは存在しなL、)

H CI 塩化水素( 水溶液を猛酸t いう)

CI O ー酸化塩索

CI ONO， : 硝酸塩素

CI ， 塩 素 ( ク ロ ル ) ガ ス

H N O， 亜 硝 酸

H N O， :liW酸

① フロンが紫外線により分解し 、CI を放 l' fl .する 。

② 土 壌中バクテリアの作用により 生ずる N，O が、成層圏で光分解し、 N O→

N，O，→ N O，I : なる 。

③ ① で フ ロ ン から遊離した CI や、オソ' ンを破喫した C IO の一部が、大気の

輸送により下部成府圏へやってきて、 H CI や CI ONO，となる。

南極の冬季は太陽があたらないため、 HCI や CI ONO，は、下に述べる

PS Cs
が生成きれなりれば、このままお t なしくしている( 不活性) 。

@ ② で 生 成 さ れた N O，の一昔l I b大気の輸送により下部成層圏へやってき て、

水酸化ラジカノレ ( OH) と結合し、硝酸 ( HNO，) となる 。南半球の成層

圏では、北半球と異なり、成層圏でのプラオ、タリ 一波( 赤道からの熱輸送)

効果が弱いため、南極下部成層圏の温度は - 80・C - - 9 0・C まで低下する 。

そのために前述の硝酸は冷却されて極成層圏雲 ( Pol or St ratospheri c 

Cl ouds 氷粒子の直径は l μ m以下) 1: なる。

⑤ この P S Cs が、③て、出来た HCI や CI ONO，を 、その氷の表面で破岐( エア

ロソソレの化学影響という) し、出来た硝酸 lま自らの氷中 に t じ込めてしま

い、残った塩素ガス (CI ，) を大気中に放 J出する。

このようにして、南極の冬季、下部成層圏では CI，がど んどん 生産 され

る。

⑥ 森 (10月) がきて太陽光があたり fご す し 上 部 成 層 圏 で は CI 、NO，が単独

でォ〆ン ( 0，) を破壊し、下部成層圏でも、 CI ，が分解し CI となり、破竹

の勢いでオソンを破壊す る。

このようにして、 オソ'ン ホールがtl ' ，来る。

⑦ しかし、極渦( ポーラージェット) がi肖えるとともに、周囲のオソe ンが南

極上空に入ってくるため、 11月から 12月にかりて再び増加し、翌年 l 月

( 夏) には、元のレベルに戻る 。

※ 現在のと ころ、南極のオゾン ホールは以上のようなメカニズムで発生する

と考えられており、大筋では変わることはないが、まだまだ謎も多〈、今

後の観測、研究の結果によ っては修正が必要 t なるかも知れない 。

図 2 南極オゾンホールの形成機構

表 1 冷 媒 用 フ ロ ン の 種 類 と 考 え 方

冷 媒 オ破ソ壊e ン 温地暖球化

分 類 性 質 名称 分子構造 ( O係D数P ) ( G係W数P)  

F  

塩素を含み、 |  

対流圏でほと C F C- 11  Clー C ー- CI 1. 0  I  1. 0  

第 んど分解せず ( Rl l ) I  _.  I  

世 C Z  成 層 圏 に 批 CI 

代 F フ し、オソ' ン層

フ C ロ 破嘆の高い、 F  

ロ ン

ン 完一全にノ、ロゲ C F C- 121 _ .  _  _ .  I  I  2 .8  

ン化された化 (-RI2l -1 CIー C ー- CI I  1. 0  I  ｟｟ＺＺＳ ｾ Ｔ＠
合物 |  

F  

第 塩素を含んで F  

いるが、水素 HCFC- 22 H- C1-4C1 0 0 5  0 3 2  

ー も含んでいる (R22) I  .. T  _. I  V  • v v  I  - 0・37

高 た め 、 対 流 圏

H 疋 で 分 解 さ れ や F  

C  フ

世 F ロ す〈、オゾン F  F  

C ン 府 破 漢 の 可 能 I  I  

代 性の低い、 - ｦ ｾＡｾｾｾＲｾ＠ F - C - C - H  I  0. 02 I  0. 017 

部ハログ、ンイヒ (R123) I  .  T  T  ..  I  V  V _  I  - 0  .  020 

フ された化合物 CI CI 

塩素を含まず、 F  F  

ロ H  オソ'ン府を破 HFC-134al _  ｾ＠ I  

F  撲しない ー F ー C - C - F I  0  I  0. 29 

C  部ハ ロゲ、ン化 (R134a) I  T  I  

された化合物 H  H  

第 地成オ(そ腐績縁のゾ食a係他ンa住破暖数の喫化C O係係P数数 ODP=  0  
G WP= O  

世 物質未定 、こ t

代フ 理想のフロン 理想、条件・ 条毒件性で、優極可れ力燃て高性いL、る安こ全t 性、{ 蘭

ンロ 格、入手性・・)

- 6 • • 
114 

OD P  

二:;' 75

115 

3  

G WP  

i主.問の商機は、おのおのの大気闘での寿命の大ききを示す。

・特定フロン CF C (Chl oro Fl uoro  Carbon)  

0 指定フロン HCF C (Hydro Chl oro Fl uoro Carbon)  

・HF C (Hydro Fl uoro Carbon)  

CF C、HCF C、H FC のオゾン破捜係数 (OD P) と地球温暖化係数 ( GWP )

- ォ〆ン破嘆係数 ( ODP- - - uzone Depleti on Potent i al -一 )

現在の知見に基づき、各物質がオソーンをE直壊すると考えられる能力を定数

化したもので、 CF C- l l を1. 0 1 : したとき の重量当たりの相対値て‘ 示 され

る。

. 1血球温暖化係数 ( GWPーーペコl obal War mi ng Pot ent i al -一 )

・温室効果係数 ( GHP一一ーGr eenhouse Potent i al - 一 )

地球の温暖化に寄与する能力を定数化したも ので、 CF C- l l を1. 0 とした

ときの重丞当たりの相対値で示される。

図 3 各 種 フ ロ ン の 地 球 環 境 に 対 す る 影 響
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キーエンス新大阪ヒソレは、先端的 F A ( ファク

トリー ・オートメーション) センサーで知られる

企業の新本社ピノレであり、クライアントから求め

られたのは「企業イメージ. に合った、ハイテック

て斬新な建築」てあった。( 図 1 ，表 1 )  

設計にあたり、創造的感性を育む、明るく活動

的でオ ープンマインドなオフィス空聞を目指した。

平面は外コア方式とし、オフィス部分は一辺が

25 .6 mの正方形のワンルームとしている 。さら

に、立地条件を生かして、外に対して大きく附か

れた窓商をつくり、ワイドな眺望を室内に取り入

れた明るいオフィス空間としている 。外壁は被用

カ、、ラスのカーテンウオーノレであり、方立( マリオ

ン) を片持ち方式とすることにより、 pゲラスカ害水

平に拡がるワイドな窓とし、特に、コーナ一部分

はカヲスのみの突き合わせとしているのが大きな

特荷数である。 (図 4 )

この平面を実現させる ため、 2ぷ誹淘彰式として、

ダイアゴナノレ ・ペア ・フレーム形式をとった。す

なわち、建物タj . A " ' . A : 中央に柱を集約させ、ね5相互を

壁、主畏て緊結することにより、特殊な形状を持つ

組柱( ベアコラム) を形成する。さらに、樹封目

互を、 2 本ずつの大梁( ペアガーダー) でつな寸

ことにより架構を形成してし、る 。 この構造の「骨

格J は設備の「骨格」としてし、る 。ペアコラム間

3 ヵ所に空調栂械室を設け、ペタガーダ 一間のス

ペー スを空調のメインチャンパー とした。

また、ペアヵーーダーに直交する形で、建物の出
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高性能60キ口鋼を使用したビルの構造設計

側目建設 計 大 阪揖造事務所長 同情造部長

内田直樹 うちだなおき 花島 晃 はなじまあきら 間器浩一 とうきひろかす

同情造部

表 1 建物概要

所 在 地 大 阪 市 東 淀川 区

延床蘭積 21 ，874m'  

基懲階面積 862m'  

認 さ S GL + 101. 2 m

階 数 地 上21階，地下l 階

構 造 種 別 柱 S R C 造

梁 S 造

柱 断 面 充 填 被 覆 型

鋼管コンクリート造

鉄 骨 ・Bl - 3階

高性能60キロ鋼

.  4階以上

S  T  ] ( 490 

仕 口鍛造ダイヤ 7 ラム

コンクリ ート F C360 図 1 建物パース

o  10rr、

= 二 二 二 二 コ

図 4 基準階平面図

⑧ 

図 5 架構平面図

充填被覆

コンクリー卜

ｾ同コー ナーを結ぶ片持ち 小 袋、と連続して交差梁を 表 2 高性能60キロ 鋼要求性能およびイ士機

自己し、これにより外壁および床を支持して L 、る。

床は、スパン約 8 mのプレキャスト尻ミ板合成スラ

ブとし、小梁の少ないフ ν キシフツν な空間とした。

(図 2 、図 5 )  

さらに、本建物のタは思を特徴づけているペアコ

ラムにより、正邸主として柱の岡It性を石倒某すること

によって、高層棟針本を地盤面より浮上させる。

つまり、建物足もとで高さ約 18 mの吹き抜けと

し、地盤面て、外部に f#] かれた良好な環境をっくり

出している 。 (図 3 )  

ペア コラムの構造は、充填被援型の鋼管コンク

リート造とした。鋼管どうしを H 形鋼の梁て、つな

ぎ、鋼管内にコンクリートを充却し、さらに壁、

柱ーイ本となったコンクリートで被覆することによ

り正尉宝を形成している。( 図 6 )  

鋼管は板曲げ鋼管とし、高層部を支持する軸力

の大きい大吹抜部分の柱材は、 F 値 4 .5 t.. /cm' の高

性 能60キロ鋼を使用し、レベノレ 2地震時において

も5単性草E囲 に4又めた。

本建物で使用した鋼材の最大板厚は 50mmて. あ

る。 50キ ロ級鋼て、は板厚が80mm近くになるので、

板曲げ鋼管の加工性、 j割安性、経済性を考慮して、

図面断ム-

7
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高性能60キロ鋼を採用することにより、- J : f ! c 財即享 の新しい鋼は、昭和63 ! f . 度から平成4年度までの

を抑えた。 5 ヵ年言村函で、建設省総合技術開発プロジ、エクト

今回採用した高性能60キロ鋼は、降イ九点および 「建設事業への新芽E材、幸斤材料利用技術の開発」で

号|張強さの範囲を限定し降伏比の上限を規定した 研究されており、近い将来、 一 般的に使えるよう

60キロ鋼で、炭素当立も 抑え られているので、従 になるであろう 。

来の高張力鋼に比べて洛按院も良 L 、。( 表 2 )  また、高性能60キロ鋼材は、( 株) 住友金属工業

これは、製造プロセスにおいて厳しく温度管理 て製造し、母材およびj割安部の確性試験，コンク

された制御圧延と制位向令却を併用することにより、 リート充填鋼管柱ー梁接合部の構造実験 ( 1/ 2模

金属組織の中に、フェライトと呼ばれる軟らか L 、 型) を行い、その結果をもとに、建築基込鈴去第38

金属組織を混在させることにより実現された。 こ 粂に基づく大臣特認( 個別認定) を待て L 、る。
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村 上 幸 三 郎

むらかみ こうざぶ ろう

街の色研究会・京都 察観照明調査研究委員長

東芝ライテツク側研究所参与

観光客で賑わう昼間の清水坂

一

剣

一

一
一
が

少

一

人通りのない夜間の清水坂

円山公闘の枝垂れ才22が総火の中に盟色然 t 姿 を 現

し、清水寺の舞古がライトで浮かび、観光客でl賑

わう京都で、者11市長: 税問題を夜景の側面から考察

しようとする市民討言命会が聞かれ、市民や研究者

など約 100名が参加して、様んな 言寸識が行われ

t.: 。

街の色研究会・京都

この市民討言命会を主催した“ 街の色研究会 ・京

ろし、ワインドーショ ッピンクーが楽しめな t 、。

3.  i京都の夜景づくり一三条通りを例にして」

伊1!大 弘

三粂通りは明治、大正期には京都の中心地であ

り、その碕t与を色濃く伐し、京都ぞ代表する径酪

として京税保存が進められている 一方、新い、建

築物も多〈、歩行者も多い生きたf甘である 。夜 景

を形成している各種の照明設備( 街路灯、門灯、

樹氏k T なりを詳細に調査した結果、京都文イ間

者11" は、 - 11宇年に[ 京都の街の色 ] シンポジウム 物館など 一昔I1の建築物がライトアップされ夜景を

'91をf. 1f. I催(本誌 92年 1 月号) し、色彩の側面か ら 創っては L 、るが、夜は町内会が自主的に設置した

京都の景観の文化的資質問題への詰綜' l ' i の契機を提 街路灯によ って日月るさが保たれて L 、る状況である

供した団体で、その後、関係者により、京都の者11 と報告 した。

市景観色彩問題を調査研究討議する市民グノレーフ。 今後、路面の整備、電線などの地中化、ポーノレ

として、 H炉問団体に再結成し、閣境の色彩展」 類の整理、公共サイン類の整備、照明設備の適正

ゃく京都・住帰トーク> 1  i京都の街の色」を1m 配備など、総合的な景観形成によ って、i Eトブくり

付Eしている 。

その後も継続的に京都の景観色彩問題に取り組

み、その成果を広〈市民に提供して L 、る 。

今般のト ー クは、会に設けた「索観照明調査研

究委員会J ( 委員名: 末記) が担当 し、委員会の調

査研気球果の一端 を 報告するとともに、参加者と

「京都らしい夜景とはJ をテーマに京都の夜景の

在り方を 言 採ｾしたものである 。

景観照明調査研究委員会の報告

1.  i衝のあかり」 村 上幸 三郎

生活時間帯が次第に夜型になりつつある今日、

京都の街は「生活字; ゃ来訪者が安心 ・安全に歩け

るだろうかJi 夜も 生 き生 きとしているだろうかJ

とい った在見脅から、市内者II{. 、部を調査した結果を

総指報告した。

ｱ 渚 ｉｾ 心部住宅地区では街路ＱＺｔが Ｍ ｦ，控室備されて

いるが、 ｝ｉｓ の推奨ＡＡｾ度には達していな ｌ 、。 ②商

知 也区 I; t _ 明るいが、多くの工夫の和也がある 。 ③

観光地の夜はH音〈、安全 ・安心でない場Ji frがある 。

@ 滑干の有名建築物がライトアップされ夜景に寄

与しているが、景観の演出や周囲の整備には至っ

のコンセプ卜に相応しい、品位のおし、夜去をつく

りあげるべきと提案した。

参会者全員で「京都の夜景を考えるJ

委員会の報告 を材料にして、参会者が日頃考え

ている京者11の夜に ついての問題などをナ討議した。

( 司 会 均 久 洋 運 営 委員)

手干干の言台義を要約しておく 。

l .  京者11の夜景は・ーー。

- 京都はややH音めの雰囲気が良〈似合う 。

- 現実の三粂通りは女性の夜間の一人歩きが怖 L 、

J惑じ。

- 京都には伝統的な顔と先進的な顔の二面がある 0

. 伝統的な照明ぞ生かした灯具 や手法を場所に応

じて活用すべ、き。京都にはその素材は多 L 、。

・筑活性をナ寝見するには、 それに相応しい光の演

出が必要である 。

.  ! 照明器具による印象は大きいが、光色やi演寅色f

まて商E耐瓜慮t してこそ京者都|目i らしいL 、H照R明になる 。

. 11愛かさを感じさせる電球の光色が似合う 。

2.  1雨丘各地で活発な、ライトアップを京都でも

積極的に進めるべきでは・・。

てL、ない。 ⑤京都らし t 、夜景づくり構築カ涼十分 ・ライトア ァプされて L、る建物などを見に行こう

て、 全f本に魅力的な夜景形成には至って t 、ない。 としても、その周囲洲音L、とその場に行けい 、。

都市の夜景は、公共の照明設備に住宅やJ;5舗の ・者11市生活の側面か らは夜も安全、安心して歩行

明かりなどが加わり、形成される 。今後、京都は できる径酪照明の充実が優先されるべき 。

交通安全や防犯のためなどの機ti 印現明ぞ目制呆した ・ライトアップは夜景のスパイスではなかろうか。

うえで、長級照明を充 実 させ、平 Ｑｾ 極的な魅力ある ・月明かりや星空も如刀な夜景である 。

夜長( っ・くりを? はかる必要ーがあると指摘した。 3. 夜間照明の充実はエオ、ノレギー問題で‘ もある・・。

2.  i京都の夜景の現状」 波 辺 康 人 ・電力消費は夜間よりも昼間の問題が大。

代表的な都心部の現状を調査した結果を 3地 区 ・五訟庄の照 Il J ' 慌具は効率力塙くなって L 、る 。

に大別し、スライドで昼夜を対比し報告 した。 * 参会者にお願いしたアンケー ト結果の一昔1I を掲

①五粂坂 ・清水寺地区; 最も人気ある観光地で 載しておきた L 、。

ありながら夜は古争かな住宅地。清水寺三重 熔 I;t_ラ 1  ) 京都の夜は関西他者11市に較べ全体 に 明 る い

イ卜アヅプされて L 、るが、 産寧坂や二今現の石山: か ?

路の夜はH音〈、人通りも極めて少な L、。 ①明るい 3. 7% ②同じくら l" ・，20 .3 %

②下河原一祇閣下; 京都悩緒に滋れた地区。石 ③ l音ぃ ・" 70. 3% ④ わからない 5.6 % 

塀小路て1立自主的な街灯と照明看板が夜の歩行に

寄与し、八坂村ヰ土域内は提灯や献灯が夜の主むt 客:

を迎えて L 、る 。 四条通りアーケー ドは明るいが、

照明の強理など 雰閤気 を高める秀ミ地がある 。

③ 四条通りー河原町通り京都を代表する商庖

街であり、近年のアーケード改築で明るい通りに

なったが、遅い l時間慌の各jlJi 庖はシャッターを降

2) 夜景に京都らし L 、特色が出ているか?

①持色ある ーー 31. 5% @ 侍色がな l" " 38. 9%

③ わからない ー・24. 1% @河Z記入 ーー 5. 6%

3) 京都市内の有名建築物のライトアップは?

ｾｊ 友 "' 66. 7% ②反対・・ ' 11. 1%

③ わからない ・22. 2%
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[ お知らせ]

n f or m a l i o n  

アメリカ周遊12日間の旅 『ヴォーリズとアメリカ建築の伝統』 開発とまちづくり展一創造博物館

アメリカン ・コロ ニアJ レスタイ J レとスノTニッシュ・ミ

ッションスタイルの建築を巡る旅が、ヴォーリズの研

究てで知らる山形政昭大阪芸術大学助教授らて企画され

ている。

樹守期間 1993年 9 月 4 日( 土) ｾ＠ 9 月15日( 水)

樹守費用 498，000円

募集定員 25名

訪 問 地 ・ワシントン( ノてージニア大学、ウィリアム

ズパーク7

- デンバー( コロラド大学)

- サンフランシス コ、モン 卜レー (カーメ

ルミッション)

- サンアン卜 ニオ、サンタパーノてラ

コーディネータ 山形政昭( 大阪芸祢I大学助教授)

田淵結( 関西学院大学教授)

問合せ先 日本樹子大脇射材稲子支庖( 高山、大野、

宮本) TEL 06- 944- 2820 FAX  944-0266 

ｾＶ 特に、→卦土ゥ・オーリス主謀事務所Ｈ大阪市北区

中津 |ー18- I4:l t梅田ダイヤピル 9 F  TEL 06-37 卜

8036 地下鉄御堂筋線中i輯 R下車・北へ250m) で開催

される。

A R T  B OX  NA GOY  A・93

竹中工務庖名古屋支庖の主催で聞かれてきた展覧会

rART BOX NAGOYA' 93J も、今年で 4回目を迎える。

今回のテーマは「環'93J 。入場無料。

竹中工務庖E宣言情演が日頃の設計を離れて別の感性で

取り組んだ30cm立方内の造形物や紙による造形物な

どが展示さ れる。

日 時 1993年 6 月17日 ( 木) ｾ ＲＲ 日 Ｈ火Ｉ

9:  ＵｾＱＹ Ｚ＠ 0。

場 所 丸 善 ・名古屋駒苫 4 F ギャラリー

( 名古屋市中区栄3-2-7 TEL 052-261-2251)  

なお、 6 月17日夕刻には、会場でオープニンク・パーテ

アーキテクチュア ・フェア KOBE の創i針専物館は、 5  

月末から 6 月初めに、神戸と日本各地のまちづく り開

発事例を集めた「開発とまちづくり展J を開催する。

普段は自にするチャンスのないまちづくりの舞台裏を

垣間見ることができるものとなろう 。入場無華込

会期 ＱＹＹＳ 年 Ｕ 月 ＲＸ 日Ｈ金 Ｉｾ Ｖ 月 Ｖ 日Ｈ日Ｉ

10: ＰｾＱＹ Ｚ＠ 00 

会場神戸郵船ピル( 神戸市中央区海岸通)

出展伊藤忠商事( 株) 、近鉄不動産( 株)

新星和不動産( 株) 、進和不動産( 株)

住友不動産( 株) 、東急不動産( 株)

野村不動産( 株) 、丸紅( 株) 、三井不動産( 株)

三菱地所( 株)

主催未来展運営委員会/ 神戸市/ 神戸市住宅供給

公社

後 媛 建 設 省 、 住 宅 ・都市整備公団、建築関連団体

詳細は、創造博物館 ( TEL 078-393-0080) へ。

なお、方筒? についての説明会は、 6 月26日仕) q: 後 5時 ィも行われる。

Report  

三条通りのあかり調査結果

会場討論風景
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三条通( 烏丸 一寺町) のあか り調査
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おわりに

京都の夜景形成は未だ貧困である。長鋭は畳の

問題だけでなく、夜の表情も犬切であることを示

そうとした所期の目的を達することができた。

潜在していたこの夜景問題に対するマスコミの

反響は非怖に高く、 N H K. T V 放送をはじめ、朝

日新聞 ( 4 月 4 日車肝1]) や京者日新聞( 4 月 7 日夕

刊) 、 業界新聞などで大きく報道された。

参加いたt.:.' ¥、た各位のご協力、ご支援に厚〈感

謝するものである。

日 時 平 成 5年 4月 3 日 (土) 13: 00- 16 :  40 

会場。悌教大学四条センター( 京都・四条烏丸)

主 催 街 の 色 研 究 会 ・京都

共 催 悌 教 大 学 四 条 セ ン タ ー

衡の色研究会・京都

代 表 。 秩 問 宗 平 ( 刺U31糊抗手掛受)

刷 懐 中 村 隆一 (京間i市立制がa- t 椴)

<1税局 . 加Il r防Inll 区制J l 5丁目 784 三竹l刈却関車内

. 景観照明鯛盃膏究委員会

委u長 札 ヒ 幸 ヨ11 ( ライテイングデザイ ナ一、東芝ライテ ック)

委 以 戸 日1 典子 ( インダストリアルデザイナー)

ｩ 山口光 ，ＭＹ ｾ 他 彩工C佐、)j 守:11*半)

骨l!J)¥ 弘 ( インテりアデザイナ一、アイタイ)

近 藤 恒 夫 他 彩家、 日本色'JJCI"会名持会u )

後』込 書役佳 ( デザイナ一、京古陪繍戒玖月大寸t)

松 浦 邦9j G! 築mt免工学、枝市大三位)

吉村 mー 鎚築家、建築現立研究所)

渡辺 ｊｾｴ 人 { カラーデザイナ一、日本カラーテクノロジ

一日f釘 1庁)



フォーラム「暮らしの色いろいろj

出直な生活空間をつくるための暮らしと色との在り方

を探るフォーラムが、 f KOBE インターホーム '93J の関

連事業のひとつとして、神戸で開かれる。

日 時 1993年 6月 5 日( 土) 13 ・00----- 17 ・00

会 場 神 戸 国 際 展 示 場 3 A 会議室

( 神戸ポートアイランド内)

主催街の色を考える会・神戸

参加費 1，000円( 当日会場にて受付)

申込先 ( 財) 神戸国際交流協会見本市部「住まいと色

のフォーラムJ 係 ( 干650 神戸市中央区港島

中町6-1 1-1 TEL 078-303-0029) へ、往復ハ

ガキに返信先を明記して申し込むこと。

・基調講演「暮らしと色彩j

インテリアコーディネーター 町田ひろ子氏

・パネルディスカッション I暮らしの色いろいろ」

- パネリスト 町田ひろ子氏 (インテリアコーディネーター)

大関 徹氏 (カラートレンドセッター)

北島道生氏( 建築家)

人と自然の博物館公開セミナー

兵庫県立人と自然の博物館と姫路工業大学自然・環境

科学研究所は、 4 月から 10月まで 6 回の公開セミナー

を予定している。参加費無事ヰ。

・第 3 回「比較都市文化への視点j

日時 1993年 6 月25日( 金) 14:  00----- 16 : ∞ 

講師 田原直樹( 姫路工業大学B域財受)

場所人と自然の↑ 桝均館セミナ一室

定員 30名

・第 4 回「自然と田園を考える」

日時 1993年 7 月16日( 金) 10: 3ト 17 : ∞ 

講師河封雌( 京都大学名誉教授)

鳴海安閑( 大阪大学謝野

中瀬歎( 姫路工業大学教授) ほか

場所人と自然の博物館ホロンビアホール

定員 5∞名

共催都市デザイン環境会議

8 月および 10月のセミナーは時機に庖応じて掲載す

る予定であるが、詳細は、人と自然の博物館環境計画

i nformal i on 

建築フォーラムの 3つの催し

. 公開対談「都市の未来j

パネリス卜 磯 崎 新 氏 (建築家) 原広司氏 (建築家)

日 時 1993年 6 月25日( 金) 18:  3ト 20 ・00

会 場日本板硝子東京ピル 1 Fホール

( 東京都港区海岸2 TEL 03- 5443- 0127)  

参 加 料 2000円

定 員 100名

参加資格建築フォーラム会員に限定

申込先建築フォーラム事務局( 干 550 大阪市西区

南堀江卜| 川1-→| 晴株式封土アツド内 TEL 06 

-屯534- 567刊0)λ。非会員は入会手続を要する。

. '9幻3A F レクチヤ一

(川| け) f コミユニケ一シヨンが開〈建築J

パネリスト 長谷川逸子氏( 長谷川逸子建築計画工房)

日 時 1993年 7 月 7 日( 水) 18:  3ト 20: 00 

(2) f 窓のない建築J

パネリスト 岡部憲明氏 (レンゾ・ピアノ・ビルディング・ワ

ークショップジヤノマン主宰)

シャーリーン・ W ・ダイヤ氏( ファッγ ョ 研究部へ問い合わせられたい。 日 時 1993年 7 月16日( 金) 18:  3ト 20: 00 

ンコーディネータ) 申込 ファックスで、実施自の| カ月前から受付。参 (1  X2)それぞれ定員 100名、会場は日本板硝子大阪本社

・コーデイヰー? 田中 直人氏( 神戸芸術工科大学助教授) 加希望者名、住所・電話番号と、「第O回希望J ピル I F ホール( 大阪市中央区道修町3-5ー11)。

クリ工ーターのための環境思想

クリエーターにおける環境のパラダイムは何か? 拙新

日本建築家協会近畿支部は、 J IA< 建築家の日> イベン

卜として“ 2 ディ セミナー" を関心

・セミナー 1 1993年 6 月10日( 木) 18:30-----21 :00 

「パッシブシステムからサステーナブルデザインへJ

講師加藤義夫氏( 加藤義夫環境盛築設計事務所)

聞き手重村力氏( 神戸大学助教授)

・セミナー 11 1993年 6 月11 日( 金) ＱＸ ・ Ｓ か ｾＲＱ :00 

「環境保護運動はと・こが間違っているかJ

と書いて、下記宛に送信すること。人と自然の 申込は、往復ハガキ l 枚に |シンポジウムでパネリス

博 物 館 ( 干669 日兵庫県三回市弥生が丘 6、 卜名・希望日とi J ; 1 洛先等を記入の上、 ( 1)は6 月28日ま

FAX 0795-59-2007)  
で、 (2)は7 月5 日までに、建築フォーラム事務局へ。

「大都市のメインストリートを考える一大阪・御堂筋を中心に- J

制日本建築学会近畿支部甥期保全部会( 主査・大西圏 諸 市 重 森 暁 氏 (大阪経済大学教授)

太郎京都珪締f短期大学等対受) は、今年の研究テーマに 第 3回 1993年10月 2 日( 土)

「メインストリート」を据え、研究成果、シンポジウ 「メインストリー卜の都市景観J

ム成果を公開する下記スケジュールを組んて・いる。 講師東孝光氏( 大阪大学教授)

大都市業務中枢エリアのメインストリー卜の都市景観 高田昇氏( 立命館大学教授)

形成のあり方を、世界の事例を通して研究することを 第 4回 1993年12月18日( 土)

講 師 槌 田 敦 氏 (理化学研究所研究員) 目的とし、日本のケーススタディとして、大阪・御堂 「メインストリー卜の景観形成システム」

聞 き 手 長 坂 大 氏 (京都工芸織維大学助手) 筋をとりあげている。 諸市大西園太郎氏 (京都芸術短期大学教授)

会場はいずれも一心寺の 回想段( 大阪市天王寺区逢阪 ・研究会( 全体司会・高田昇) ・景観シンポジウム 11月開催会場未定

2- 8- 69 TEL 06- 773- 4905) で、会費は、 2 日通しは 第| 回 1993年 6 月26日( 土) なお、会場、参加方法など詳しくは、下記まて倒い合

3000円( 学生半額) 、 | 日だけが2000円( 学生同)0 r都市空間としてのメインストリー卜 J わせられたい。

申込は、制漸日本建築家協会近畿支部 (TEL 06- 229 講師 加藤慰見氏 (大阪大学助教授) 環境保全部会・メインストリ ー卜研究事務局・田村( 英

-3371、FAX 06-779-3374) へ電話か FAX で。 第 2回 1993年 7 月31 日( 土) 建築設計事務所内 TEL  06-927-2229)  

「都市機能力、らみたメインストリー 卜J

建 築 文 化 週 間 前 ー ア ー キ テ ク チ ユ ア ・ フ ェ ア KOBE 協 賛 、制 日本建築学会主催一

.  r . 建築夜楽校VII 期J 一異文化とデザインー

( 1)ノマドと定住一「境界論J 6 月11 日( 金)

18: 00----- 20: 30 

講師石森秀三( 文化人類学者) / ' 竹山聖/ 重村力

司会布野修司

(2活留地の風景一地帯命J 6 月18日( 金)

18 :  Ｐ 仔 ｾＲＰ ・ ＳＰ

講師橋爪紳也/ 小山明/ 村松伸

司 会 鳴 瀞 聞

(3) 異形の世界一「他界論J 6 月24日( 木)

18 :  00----- 20:  30 

講師鎌田東二( 宗教学者) / 毛織毅噴/ 永因祐三

司 会 井 上 章一

いずれも会場は神戸市勤労会館 7階大ホール( 神戸市

中央区三宮駅東) 、定員300人( 当 日先着. 0 0 、入場無

草ヰ。間合先は制日本建築学会 (TEL 06-443- 0538) 。

・ 「公開市民講座VII 期」一都市へのまなさ. しー

7 月3 日( 土) 14 :  00----- 17 :  00 

定員 700人( 当日先着順)

会場神戸国際会議場( ポートアイランド内)

講師明崎新/ ニ)11幸夫( 写真家) 司会 )11崎清

・ 「第 6 回スチューテ・ン卜セミナーJ いま、どこに

進路を求めるカ」建築界の現状と将来を知る

6 月 4 日( 金) 17: 0ト 20: 00 

定員 3∞人( 当 日先着船

会場神戸市勤労会館大ホール( 神戸 ・三宮駅)

講師 山本俊介 G育水建設) / 葉祥栄/ 米満隆男( 安藤

建設)

・建築ウォッチング

6 月12日( 土) 14:  0ト 17: 00 各コース定員50人

• A コース「北野界隈J 解説坂本勝比古

• B コース n日居留地とノ、 - J (ーランド J岡武田則明
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定時評議員会

ＲＴ 日・ Ｕ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 橋 保 夫 議 長 ほ か48名( 委任状共)

議 事 ( 1評議員会議長、副議長互選の件

(2酒IJ 会長、理事選任の件

(3)平成 5 年度事業計画承認の件

(4)平成 5 年度収支予算;京認の件

(5)日本建築協会細則の一部を改正する件

理事会

第 4 回常イ壬理事会

ＲＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＵ 介・於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 同 名

議 事 ( 1間会長、返事出塁( 案) の件

(2)日本建築協会細則の一割敬正( 案) の件

(3)入退会者承認の件

(4瀬告事項、その他

編集委員会

第 12回会員企画小委員会

Ｒ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 高 橋 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2漆庁企画「フロン卜サイト J について

(3)次年度の委員編成について

第 12回作品作風.'J 、委員会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)1乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2)1乍品の選定

(3)  f Gall eryJ 掲載報告 ・予定

(4)  f S K E T CH B OOK 欄J の 作F誹脅成

(5)次年度の委員編成について

第 11回設備分科会

Ｔ 日・ Ｖ 時 ｾｉｏ 時・於本会会議室

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1i単行本「設備知識J ( 仮称) の原稿の検討

(2) 4 月号「劇場の設備J ( 仮称) 特集担盈報告

(3)  r設備の頁」の企画

(4)次の設備特集の企画

第| 回計画分科会一建築系ー

Ｕ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 北 村 幹 事 ほ か 8 名

議 事 9 月号特集の検討

第 11固編集委員会

ＱＱ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出席者 ; 餅申委員長ほか 2 名

議 事 3 月号「東海の美格調 ・博物館」特集組畠報告

「大阪市都市整備局J ( 仮称) 特集第 l 回編集会議

ＱＵ 日 ・ ｬ 時半 ｾＳ 時半 ・ 於大阪市都市整備局会議室

出 席 者 黒 田 純 司 特 別 幹 事 ほ か 5 名

議 事 8 月号「大阪市都市整備局J ( 仮称) 特集内容

第 12国広告企画小委員会

ＲＳ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 収 支 状 況 報 告

第 6 回計画系分科会一計画系ー
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月間の動き

ＲＴ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 4 5苦手・於本会ロビー

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 6 月号「都市のスカイライン」特集結晶報

告

(2)今後の特集企画集

(3漸年度分科会幹事のイ牛

第 13回構造介科会

ＲＵ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 分・於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1)8 月号「建築の再生一概盆技術とのかかわ

りにおいて- J 特集の企画

(2)  f'構造の頁J の 企 画

(3漸年度分科会幹事の件

事業委員会

第 10回若い会員の集い小委員会

Ｒ 日・ Ｖ 時半 ｾｉｏ 時・於本会会議室

出 席 者 松 際 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( I)今後の企画について

(2)田中康委員の時間

第 7 回広報小委員会

Ｓ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会説室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2)第 l 介科会からの報告と検討

(3)第 2 介手控からの報告と検討

第 7 回見学会小委員会

ＱＱ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定説明

(4)今後の候補について

第 7 団事業委員会

ＱＷ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時川介・於本会会験室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 3 回サロン第寅会分科会

ＲＴ 日 ・ Ｖ 時半 ｾｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出席者育佳子委員ほか 6 名

議 事 ( 1汁守山霊講演会「建築を学ぶことができる

か け に つ い て 検 討

mサロン講演会( 仮称) について検討

出版委員会

第 l 回「水にまつわるトラブルの事例 ・解決策〈設備

編>J 小委員会

Ｔ 日・ Ｓ 時 Ｔ 扮 ｾＵ 時 ＴＵ 介・於本会会議室

出 席 者 川 崎l、委員長ほか 17名

議 事 ( 曙操協会・学芸出版社及び委員の自己紹介

(2体 の タ イ ト ル<f 水にまつわるトラブルの事

例 ・解決策〈設備編>J) について

(3活委員構成と著者名の表記について

(4准行状況と今後の予定

(5演李相グルーピンク可ヒ

第 2 回「水にまつわるトラブルの事例 ・解決策〈設備

編〉小委員会

ＱＸ 日・ Ｓ 時ゆ介 ｾＴ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

【平成5年 3月分】

出 席 者 川 崎 小 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1)グルーピンク・の再調墜

Ｈ Ｒ ｾ 委員構成と著者名の表記の再討官輯

(3)今後のスケジュール

第 11園出版委員会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 山 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉 とキ韓基本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)次年度の委員編成

教育委員会

第 39図工高生デザインコンクール募集規定作成会

ＱＰ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 森 本 審 査 員 長 ほ か ほ 名

片倉委員長ほか B 名

機 事 ( 1)第 39回工高生デザインコンクール募集規

定の検討

(2)今後の作業予定

第 2 回数寄委員会

ＲＴ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時半・於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 12名

検 事 ( 1購 習会 ・工高生教育両小委員会の本年度事

業報告

(2)次年度の事業計画 ・委員編成について

見学会

大阪市立大学医学部付駒育院見学会

ＲＵ 日 ・ ｬ 時 ｾＴ 時

参 加 者 81名

「一一

第 251回朝食会

建築クラブ

Ｙ 日・ Ｘ 時半 ｾｉ 日時 ・ 於大阪グランドホテル

演 題 「先住民族年と長髄彦J

講 師 進 藤 治 氏 ( 村 上 学 園 東 大 阪 高 校 講 師 )

建築クラブ役員会

ＲＹ 日・児時 ｾｉ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 9 名

E殺 事 ( 1股員半数交代と正副委員長互選の件

(2)平 成 4 年度収支決算Jlx認 の 件

(3)平成 5 年度収支予算承認の件

(4)今後の講師決定の件

3 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員叫幻

( 社) 大阪電業協会

セコム側中部事業部

木下工業( 株)

〔個人会員同名〕

浅 木 洋 二

{ 住友睡睦}

武田 巧

( 依田組)

増田清四郎

{ マスダ y クス}

山 口 勝 康

( 山 ロエ輔庖)

{ 売 重 正 雄

( 大眠甫都市型車蝿局)

( 株) ナルックス

池田 斉

( フンタ}

野瀬孝太郎

{ 修凪班睦専門学位)

増 田 昌 彦

{ 大匝府組篠醐)

住 友 学

( 大臨市港湾局)

林 泰 弘

{ 大臨市都市聾 蝿局}

菊 池 勝

{ ミルックス}

福 本 軍 治

{ 文相ハウス工鍵)

松 井 攻

( 竹中エ輔庖}

)11:1問 手佳一

( 大眠術都 市直 噛周)

山 本 膏 設 住

( 大眠市都 市建 咽局}
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“ より一層の省力化・断熱性能を. 1"

ア キ レ ス カ タ ダ ンは鰐誕の省力化と

断熱性能を実現した「型枠兼 m断熱材」で、

す。従来の型枠用合板を全〈使川しないi画 期

的な打込み工法で、打込み後撤去することなく

断熱下地材としてそのまま使用 できます。工J t J J

の短縮化、作業能率 の向上、残材処理的の

低 減等 が 大 巾にはかれる新商品で、す。

Achilles 
アキレス機式釜本I 断熱ボー ド販売部

本十t分1¥/ 160 l I ! ，; ( 郁祈'rill>(1叫谷4 Ｗ 祈 ｾｲｬ ヒロセピルＺｌＺ ，，[;03-5379 ＴＵＶＴＨＨｾ＠

l同州支社/ 550 k 阪市州以内本町 1 14  15 屯，，[; 06- 5342170- 5

It海道/ 淀川0133- 73 9591 1111;'; / 首" 刈22-235- 0219

J MV : L:..r; 0284-72-1 115  ko¥l，'l l /  '，L: ，l t092 622- 2871 

建築資材 1式 設 計 ・ 施 工

|川鉄建材 | W A  L  L  21 

各 種 デ ッ キ

システム建築

Q] 鉄鋼板| 捨 て 型 枠

|旭化成建材 | A L  C 版

ノて イ j レ

J CAWASHO 

耐火オーフ。ンジョイン卜の超軽量PC版

合成スラブ、QLデッキ・電路システム QLX 他

倉庫・工場・事務所用メタルビル建築

ノ¥イデッキ

へーベル・へーベルグランテ

PHCノてイ j レ

川鉄商事株式会社

大阪建材部 システム建築チーム

大阪市北区小松原町2番4号大阪富国生命ビル
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神 鋼S デッキ

耐力・靭性に優れた合成スラブ構造

品 質 の 安 定 し た 製 品 で す 。

耐 火 被 覆 が 不 要 で す

施 工 性 が 優 れ て い ま す

神鋼F デッキ

新しい床版工法

現 場 施 工 を 省 力 化 し ま す

工 期 を 短 縮 し ま す

安 全 性 の 向 上 を は か っ て い ま す

- < $ > - 神鋼建材工業駁

大阪支庖床版販売室 干 541 大阪市中央区北浜 2 丁目 6 番17号( 大阪神鋼ピル) TEL (06)  206- 7410 FAX(06)  222-4977 

本 社 干660 兵 庫 県 尼 崎 市 丸 島 町 4 6 番 地 TEL (06)418-2621 FAX(06)  418- 2423 

くぼみ

と凹/ 工ンボスは

舎や偉大な特長です。

軽量形鋼のロール成形加工から始まった住金鋼材

の建築建材製昂は、一般デッキ類など蟻多妓術の

積上げと実績を基に、 scフロアデッキ、住鋼セ

ルラデッキなど、合成スラブ全盛の時代を迎えて、

たどっ



- 架橋型低汚染弾性仕上材

建設業界においては、世の中の趨勢に合わし、人手不足

から発生する作業の合理化と共に緑の保全による環境

保護、即ち有限の資源で、ある木材に替 わって環境破壊

につながらなし、メタル材の一 層の活用が求められてお

ります。S Fデッキは、その点、廃材の処理も必要なく、

資源保護と共に作業の安全性を配慮し、作業性にも

様々な工 夫が凝らされております。 その例として〔かか

り代確認スリット〕。デッキ敷設 中、梁へのデッキの

かかり 具 合いをスリット孔から絶えず確認でき、安

全 管 理も万全で、、人に優しい建 材 で す。

型枠用デッキプレートセーフティフラット

国孟亘墨ヨ

実 用 新 案 意 匠 登 録 申 請 中

⑤ 日 銭 建 材 工 業 餓 訳 書 枇

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 中 之 島2-2- 8

TEL.  06 (222)  5383 FAX. 06 (222)  2692 

担 当 者 床 製 品 設 計 室 園 田 ・ 浜 名

/一一一一一ーで...... - . . . . ・‘ ・・・・・・ ・・ ・・・・

Ｓ 些 Ｉ ｾａｎｊυ ＡＡｉＺｊユ ｈ
防水性の優れた弾' 性塗料に汚れにくさが加わった仕上材。

人々に悪印象を与え、塗り替え理由の第一位にも上げられる建物の「汚れJ 。この「汚れJ

について日本ペイントが研究を進め、開発されたのが、、‘ 汚れに強い弾性塗料“ 二ツぺ

OA Nフレッシュ 円です。架橋型エマルションを採用した綴密で強靭な塗膜は、雨じみ

などの汚れがつきにくく、塗膜のF帯電性が低いため、汚れを呼ぴょせる静電気の発生を

防止。しかも、弾性塗料の特性である伸長性や防水性をそのまま受けついでいるので、

建物を中性化から守ります。「建物を長期的に保護し、なおかつ美観や資産価値を維持し

たいJ 一一そんな施主のニーズに応える塗料です。

ｦｾＴ ・伽国旗ペィコト
一一一一一建設鉄構塗料部ー一一一一

干531 大 阪 市 北 区 大 淀 北 2- 1-2 ti06- 458- 1111 

干 140 東京都品川区南品川4- 1- 15 fi 03-3474- 1111 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

組朝日工業社

本初 ・木府

大 阪 支 利

支 I，l;

東京都港区浜校'I J'l -25- 7 ; [1話03 (34 32) 57] ]  

大阪市淀川区加ね1- 58- 59 OI!: Jl， 06 (302)  2270 

北海道/ 東北/ 北関東/ 椴浜/ 名内出/ ' 1 ' 怪1/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・産 業 廃水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲシ械式会社

2転居大匝本社 〒550 Ｉ＼阪市内 ｬ ｬＨ ｾ ｵ［ 端 ｉ J  ｉｊＹ ｬｦＧ ｲ ＲＵ ｾ［ Ｇ・ Ｇ ，ＨｊＺ， ［ｾ ＨＰＶＩ ＢＢ＠ 8231  

東 京 本 社 干 102 >l uXI:II Tftllll 垣市卜l I . 2I  1115品 10り1l L，ifi( 03)326I .8231  

宜 社 1' 1 r'd1
J  • ｨＧ ｬｾ 問

主 庖札制・ flhfi .  ffr山， ) け:i' r且 陥 iJ< Ｇ ＱＱＧ川・ ｊｪｾ 1m 伸，.. X .fII!_ . 同山

I.i. .向 r: :j松・ 熊ノド

営 蝿 所 冊 11; • Ｑ ＺＱｾ館， Ｇｦ ＨｴＺＮ fA:1I 1  悦岡山崎 ｬ 企 Ｇｦ 岬刷 。 ｾｕｬ ・ ｩ ｬ ｴＧ ￭Ｎ ｦｬｬｬＧ

出 張 所

海 外 支 庖

鑓簡研究所

加 JI " lit 山松山高知北九州胤見品。郎副

相川 k，¥品ー川崎 松11 ・徳山・ドl則 lξ 崎 Ｎｫ Ｇ， ｾ＠ 川崎

ノ ン ガ ポ ー ル ホ μ コム〆

干354 .t ゐi 叫 人1111111; 二二 九回r.k'i: ，Udl '390酪Jm '，11，"' (0492)58 1511 

空気調和設備

給 排 水 設 備

lg 気 設 備 ⑧ 

ｊｬｾ＠ ｾ＠ 設 備

1 ] < 処理施設

環 境 胞 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 I I 谷{ ! ? 二

大 阪 支 防 長 三 田村 it 也

大阪支J吉

本 庖

支 庖

大阪市中央区北 ｩｊｾＲ Ｍ Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ '，tl" Ii 06( 202 )3071(代 友 )

点点百11 千代田医有楽町ト4-) '，JI 訴03( 3502)611 1 ( 大代 )

r " J j 反 ・九州、1'  ｾｴ 泌巡 ・ 中間 ・ 米北 ・ 」ヒ ｩ 後 ・ 四国

空 気調 和設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

，⑮ 
三建設備工業株式奮社

大 阪 支 底

，本 社

支 社

。
本 社

東京本府

大阪本Tr.

支J j F ，

営 業 所

出 張 所

大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号; G : ; m ( 352)  1  1  3  1聞

東 京 都 中 央 区 日本将放映7仰 T2 - 2 2  ;G: m( 3667) 3431( 大fり

名 内 屋 ・1UI 省 ・札 幌 ・ 広 ね ・縮 問 ・金 沢 ・新 潟 ・械 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

発

大阪市中央区域見2丁目 l番61号ツイ ン21MID7ワー

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 1昏IS '!}

flli 台・償浜・名古屋 ・神戸 ・広品 11.¥1同

-・

4 ・

-
#式会社

札 帆 京 都 ・般江

空 調

話一06- 949- 137l  

包括03- 3344ー 1911

IILまii 06- 363- 1371 

ｬ Ｇｦｾ年・秋田 ・ 盛岡 大 'I:i ' 千葉 ・川崎 ' T，¥'山 ・稲井 ・和歌山

鳥取・岡山 ・高松 ・下l刻・熊本 ー鹿児向 i中純

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

陶 よりよさ蹴へ繍で挑む一 一一

守 株 式 会 社 精 研

社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11 11'; 16号( オートセンターピル l ・2階)

重1; 便番号542 ・ι f 市 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 子ぷ

ノンテナシス郎 '必 ，lli 大 阪 ( 0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  ｩｾ＠ U  

Ｊｊ［ｾ＠ ji1;'i 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号 112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

商昂はき気てすo V  r-
a・・・ 黙と空気の工ンジ二) J .... ーー-

L 〈J 5fi
・宮

空 気 調 布 I ｌ 〆ｾ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てでア 設 計 施 工

人に優しい環境づ くり

第一工業撒式倉租

大 阪 支 后 干 530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁 目 6 祷 14 号

屯 結 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

干 100 W: 京者炉刊' 1; : 111区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

屯 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

本 ヰ土

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 lJI 06- 466- 2268 

大阪営業所

枚 方営 難 所 枚 万 市 甲 斐 凶 東 町 9 - 3 電0720- 49- 212沼

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大飯庖

大 阪 市北 区中i- 1! 6 丁目 8 帯 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 Ｑ ＮＵ・包弐ｾ庁制問 ・ Ｉｩｾ ＮｊＧｬ Ｑ Ｑ ・ 天理 ・ 川 西 ・ ヰ Ｇ ＱＧ 戸

大 規 模 空 間 ( 天 井 金属 パ ネ ル ) に

地球を入れるごとはできませんが

地 球 規 模 の 夢 … こ と 問 ま す O K U J U

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

本 社

大 阪 市 北 区 西天 満5丁 目3番7号 干530

T E L( 06) 312- 4131  FAX( 06) 312- 7998 

東京・ 九州・ 機 浜・名古屋・ 仙 台・宮崎

刷会社オクジ: コー

⑧議議論献金桓

代表取締役社長 依
藤

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

孝 行

T EL  (06 )35) - 5428<<勺

F A X(06)35) - 5299 



<<i ，"lT 
Ｓ 名ｾｾ震局毎 Ｑ ＳＺ

⑨日本管工業株式会社

設計並施工

ーーーーーーーーー・・ 4 可 : 1 :11 :1 : 1  

司F電'ー....

③白玉掛謹厳持

本社及京都支庖京都市南区西九条ｾ [[1 町 2 0 帯 地 の l

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1 0 4 5  

大阪市北区天満1- 5- 20 ｾｉｬＺ話 ＨＰＶＩＳＵＲＭＳＵＰＱ 刊

ｩｾｲ 市栄 町 Ｒ - 1 1 1  包 括 ( 0592) 26- 361αf i:) 

四 日 市 市 内 末 広 町 屯 話 ( 0593) 53-7431({¥;) 

大津市中央2丁目 4- 28 o'包括 ( 0775) 22- 9738刊

大 阪 支 底

三 重 支 庖

四日市営喋所

滋 賀 営 業 所

社
ム一

A

設 計 施 工

式

⑤ 

気 株

気 設 備

電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之ぬ 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385) 1361( 代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385) 136J ( 代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771) 6 168

_'1'_ 

.l-l 本代 表 取 締 役 山

二

回

世

削

附

仰

木

E

鳩

山

川

士

里

町

欄

間

酬

調

ヨ

奇

骨

川

市

町

空

田

園

番

り

M

-
-
a

m

R
凪

装

「
l

副

部

川

計

E

園

施

知

町

一

m

t

町

田

町

柑

刊

畑

4

園

間

一

一

一

庭

訪

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

。 言I
llil ョ

ヨF ‘「

工

裕

施

敏

計

一

一

一

井

設

仁

事

局

i

工

A

Z

鮒

気

者

U

諏

電

緑

化

支社長

大阪市中央区高腿縞4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 911¥:

本 社 東 京 都 千 代 印 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・* 北・:J Lノ内 ・新宿・神奈川 ・* 関東・中部 ・九 州

大 阪 市 北 区 西 天i前2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 附)

￭ｔｾ＠ J' 舌 o 6  ( 3 6  1)  3  6  7  1  ({"I;:) 

東京f . II' 1' 央 区 日 本 橋 茅 場IIJT 2 丁目 1 7 番 3 号

屯 3丹 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

柳 ・ 泉 州 ・ 泉 市 ・ 滋 1ei 

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

電気設備・計義制御段備・空鯛段備・クリーンルーム蛍備・プラント段備

鎗排水衛生Z宜備・エネルギー集中監視シス テム ーZ量計施工

三 宝 電 機 織 式 会 社

取締役H k 必 納

&  

禿

辛 抱 干5却文節宮北区西天J I 2- 6- 8狸ピlレ) TEL 曲(364)1471. FAX 00(364)5533 

車京支誼干1国軍京都理区新駁-16(ニュー新蝿ピlレ) TEL国(35倒) 013HAX ＰＳＨ 抑 Ｉｏｾ 泊

名古車克庖干4618o&市北区童相自-11-14 TEL飽 (9制)5131・FAX051(914)7535

神戸豆E 干657 樽戸市置E岩盤羽田1-1-')( 工ピスピJω TELO用( 倒)591・FAX078(871l6161

堺研究所有国大飯府精官三宝町七T3団 TELOn1( 初制) HAX0n1(1刑 制

人と都市の快適な環境をつくります

- 空欄・鎗排水・衛生設備

空劃" 和

工繍配管

水晶理

コージェ ネレ ーション

クリーン J レーム

・プラン ト

プラン ト計量

システムエンジニアリング

ー.r-a.lon6?'，叫タ".υf_. _ .

ｨｾ ーー一一ーーーー ζ 止の可

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z官邸主E27251igj321;T

- 情報通信設備

情岨通情ネ γ トワーク

情 縄艶理

通情システム

並道システム

・電力，荷量段備

畳宜電

架空送配電

地中送配電

世鎌種目股肘・縄工・監理

・電気段備

豊 宜電・ 幹細

動力 制劃畿置

電話、拙送‘ インターホ ν

防犯、防虫

中央監視酬圃

システム計義

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒 547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北 3 - 4 - 5

T E L 0 6(792)  585R F AX 0 6(792)  2810 

大阪市阿区西本町 l の13の33

TEL.o. 6- 532- 0. 46 1  ( 代ぷ)

FAX. o. 6- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

ヰ土4< 

⑪ぉ: ，鵬業通告
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〒530 大 阪 市 北 区 天 満 ト7- 23

TEL . 06( 357)  1 8 0 3刊 F AX. 06( 357) 48 5 0

天理営業所
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Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一f:!::Tf 氏)
(株)副 O: J : J ! ] D::2 

株 式 会 祉 王 ヌ 王 ム ピ 一

株 式 会 祉 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 本 3 - 16 - 26 

大阪支底 大阪市中央医北浜3- 2-23({ ，:1愛ピル)

T  E  L06- 202 3294 

-・11聞

場

一

二

工

第

第

。ｾＪＭｾ代の断熱用シｾ
ラ子) Vペ

J多多 ＧＭ｟Ｇ，ｊｾ み

目n/¥'1イチ11ーシート P

自 豆 電 線 様 式 曾 批 判 開 刊 田 区 糊 汀 包1制 (干代田ピJレ)

営 業 種 目

・防 水 工 事 主主布防水・ シ ー ト 防 水 ・モノレタノレ|坊水

・ 樹 脂 注入 接 着 工 法 各組樹) J fi 注入後治布Ii 修工・J';

・亀 裂 補 修 工 事 各 組 樹 脂 注 入 ・ 充J提 ・コ ー キ ン グ

・シ ーリ ン グ 工 事 シリコン ・チオコ ーノレ ・ウレタン・アクリ J レ

・吹 付 工 事 アクリ J レ・リ シン ・5単位タイノレ ・そ の他

o建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

く〉 日本 シ ー リン グ工事 業協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  ｉ ｦｴＴｉＮ｜ 持ニｉｉ［Ｎｾ噌 ｾι ＮｵＮ

_M和 地 所 扇 町 ピ ル201S  刊完¥J " " - ' n' "7 J K. . 1' "言Z 旬 I 1

T E L 0 6( 315 )  0  7  0  1 ・ - ｾ＠ - --可- - .  

デンカC S Aファミリー製品

- Tニ. . nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ＮＮｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈグラ ウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与n宰3 ー宇-J ' I，友 情嘉一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニ. . nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニ. . nI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

T E L 本社 ・京都 ・*1司軒 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

蜂' 的 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産

民主n

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

会式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

宝化 成 株

T E L 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 8 7 7 - 1 5 8 1  

式東ネ土

A

Q

玄式株産物洋光 郷

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大阪

62  



テトカッパー防水

ｾ＠ .  - Ｎ・ーｲＭｾＮｌｾｾｾ向、 Ｔ ＮＮｌ

興 凶1Cよ 美 保 抗 告 征

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル T E L 03(3571 ) 2703.也 F A X03( 3571)0264 

大飯事務所 TEL06(3引) 1081- 2FAX 06(395)21凹 名古屋出張所 TEL052(811) 36回

世，J;宮要所 TEL045(320)4832 FAX045(320)目前 庫 本 出 彊 所 TEL0462(21) 1761  FAX0462(13)  1341  

|カツノ f ー防水帯 コーパータイト / オクロン防水格 I

資料をご111*下さい。

司王宮葵踊 TELO刊 (774)2845 王 埴 出 現 所 TEL0291(18)  08 78 FAX0291位8)1614

新 しし 、時代の、新しし 、扉を ひらきたい。

圃圃圃・・
ー可・F ・• • • Shutter 

Ｍ・・ｾ ... 
可・...

・・・F

--

本 ヰ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1- 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ J レ)

T E  し (0 6) 94 3 - 6 5 7 1  ( イて)

東洋シャッタ一株式会社
・東京/償浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/ 岡崎/名古屋/富山/ 大津/ 京都/神戸/広島/ 高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 11 I J I  レヲ Jl 歩9J l

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術史ヨ

大和郡山市九条スポーツセンター屋根 エターノコア - F

ロ

ロロ

長 尺 物 色 彩 豊

「‘ ー唱

ｾ＠

EEI  
責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( 訂C- F)

i皮板規裕 S小波 ・S大i皮 ・Vi 皮 ・ポ y クスj皮 ・W ジャン ポj皮・V デ y キ

S V ジャン ポ波 ・ポル トレスルーフ BL ' ｊｾ の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・苔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパー・エキ ゾスター( 強制11) )  

ボーロイド( 断熱材) D.G. K. ※ カタ ロ グをこ Ｚｾ ￬ Ｇ ｬ 求下さい 。

護雲 市I J I レヲ 11- ，. 9J I - 製造線式会祖

〒 660 尼 崎 市 昭 和 南i J J i り 3 - 26  屯訴 大 |坂 ( 06) 4 12- 5 131附

大阪 ・ Ｉ ｾ ｩ Ｍｈ .  r. ，'.. ，，" ・lぷω・点粂 . 11:; 路

干 335 最長 di t;米経 5 T II 6 番 32" 7 ; t i : 祈厳 ( 0484) 42- 3 115ω  

東北 ・*);;: ' 1均点・ 熊谷
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高 度 に そ し て 12か に 発 展 し た 我 が 園 、 101本 。

し か し 、 私 達 は 経 済 的 な22か さ の 代 償 と し て か

け が え の な い も の を 犠4生 に し て き た の で は な い で

しょうヵ、。

利 便性 の 高 い 製 品 の 生 産 だ‘ け を 目 的 に す る の で

は な く 「生 産 者 」も 「利用 者 」も 再利 用 す る リサ イ ク

ル の 考 え 方 を も っと 取 り 入 れ て は い か が で し ょ う み。

現 在 、 我 が 国 に お い て も “ 母 な る 大地 " 地 球 に や

さ し く あ る た め の 様 々 な 活 動 が 行 わ れ て い ま す 。
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障F

共 栄 グ ル ー プ は い ち 早 く こ の 間 組 に 着 服 し コ ン

ク リー ト等 の リ サ イ ク ル に 対 応 す べ く 、 独 自 に 研

究 開 発 を 続 け て 参 り ま し た 。

L ee- con とは、 地 球 関 境 を 考 え る 一 部 と し て コ ン ク

リ ー ト 殻 か ら の 再 生 生 コ ン ク リ ー ト 、 再 生 コ ン ク リ

ート 二 次 製 品 等 の 名 極 リサ イ ク ル 製 zTzの総称て、す。

生 コ ン 製 造 業 者 と し て 忍 び 難 し 、 産 業 腕 棄 物 の 不

法 投 棄 、 今一 度 、 基 本 に 立 ち 返 り か け が え の な い

ｲ Ｚｴ 也 ｂ ｝ Ｈ ｟ｪ を守るためにご 協 力してｾ｜ｩ｜ｴけますよう宜し

く お 願 い い た し ま す 。
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共栄工業株式会社

生コン工場

t伍 鴨 u“E 3F 共栄グループ

事業本部

干 520- 31 滋 賀 県 甲 賀 郡 石 部 町 石 部2177

T E L  0748- 77- 3263 F AX  0748- 77- 4446 

干 520- 31 滋 賀 県 甲 賀 郡 石 部 町 石 部2177

T Eし0748- 77- 3318 F AX0748- 77- 2818 


